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武典
高野
　
太輔
佐藤健太郎五十嵐大介湯川
　　
武
凡
　　
例
１
本
稿
は
、『
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
に
連
載
中
の
以
下
の
訳
稿
の
続
編
で
あ
る
。
柳
谷
あ
ゆ
み
訳
註
、
佐
藤
健
太
郎
註
『
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
、
二
〇
〇
九
年
、
四
五
− 五
八
頁
（
以
下
、「
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
１
」
と
略
記
）
阿久津正幸・中町信孝訳註、佐藤健太郎註『イスラーム地域研究ジャーナル』
二、
二
〇
一
〇
年、
三
五
− 五
六
頁（以
下、
「イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
２」と略記）橋爪烈・原山隆広・𠮷村武典訳註、佐藤健太郎註『イスラーム地域研究ジャーナル』三、 〇一一年、四七‐七二頁（以下、 「イブン・ハルドゥーン自伝３」と略記）
２
翻訳の底本は、以下のイブン・ターウィートによる校訂版を用いた。
Ibn K
haldūn, al-Ta‘rīf bi-Ibn K
haldūn w
a riḥlat-hu sharqan w
a gharban, ed. 
M
uḥam
m
ad ibn T
āw
īt al-Ṭ
anjī, C
airo: M
aṭba‘at L
ajnat al-T
ālīf w
a al-Tarjam
a w
a 
al-N
ashr, 1951 （以下、
al-Ta‘rīf と略記）
また、翻訳にあたっては以下のフランス語訳を適宜参照した。
Ibn K
haldûn, L
e L
ivre des exem
ples. T.1 A
utobiographie, M
uqaddim
a, tr. 
A
bdesselam
 C
heddadi, P
aris: G
allim
ard, 2002 （以下、
A
utobiographie と略記）
３
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の『歴
史
序
説』
お
よ
び
彼
の
史
書『省
察
す
べ
き
実
例
の
書』は、彼の自伝を読み解くうえで参考になるところが多い。主に使用した
のは、以下の校訂版および日本語訳である。
Ibn K
haldūn, T
ārīkh Ibn K
haldūn al-m
usam
m
ā bi-K
itāb al-‘Ibar, 7vols., B
eirut, 
1971 （ブーラーク版のリプリント。以下、
al-‘Ibar と略記）
P
rolégom
ènes d’E
bn K
haldoun: texte arabe publié d’après les m
anuscrits de la 
B
ibliothèque im
périale, ed. M
. Q
uatrem
ère, P
aris, 1858 （以下、
P
rolégom
ènes と
略
記）
イブン・ハルドゥーン著、森本公誠訳『歴史序説』全四巻、東京：岩波書店（岩波文庫） 、二〇〇一年（以下、 『歴史序説』と略記）
４
訳
文
と
原
文
の
対
照
が
し
や
す
い
よ
う、
訳
文
中
に
//p.002// な
ど
と
し
て
校
訂
版
の
ページの切れ目を示した。
５
年
代
は、
訳
文
で
は
ア
ラ
ビ
ア
語
原
文
の
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
表
記
を
西
暦
に
換
算
し
た
上
で、
ヒジュラ暦／西暦 形式で記した。一方、註では必要な場合を除いて西暦のみ
記
し
た。
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
を
西
暦
に
換
算
す
る
際、
年
代
を
決
定
し
が
た
い
場
合
に
は
「六八五／一二八六
− 七」とした。
６
訳文中の括弧のうち、
﹇
　
﹈は訳者による語句の補足、
（
　
）は簡単な語彙の
説明や言い換えである。また、
『
　
』は書名を示す。
︻
　
︼は訳註者が付け加
えた小見出しである。詩や長文にわたる引用は、一段下げて記した。
７
アラビア語のカナ表記は大塚和夫他編『岩波イスラーム辞典』東京：岩波書店、二〇〇二年の方式に拠った
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???????????????????????????︻チュニスからの出立︼　
私は成年に達して以来、諸々の美徳を会得するために、優れた学識を得る
こ
と
に
努
力
を
惜
し
ま
ず、
学
問
の
講
義
や
集
ま
り
に
通
い
つ
め
た。
し
か
し、
黒
死
病
（
1）が
発
生
し、
諸
々
の
名
士
や
指
導
者、
師
た
ち
を
連
れ
去
り（亡
く
な
り）
、
私
の
両親︱︱神が彼ら二人を慈しみますように︱︱も亡くなった。その後、私は我
が
師
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
ア
ー
ビ
リ
ー
（
2）の
講
義
に
出
席
し、
三
年
の
間
彼のもとで学業に専念し、いくつかのことを習得した。　
そ
の
後、
﹇マ
リ
ー
ン
朝﹈
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
が
ア
ー
ビ
リ
ー
を
招
聘
し、
彼
は
ス
ル
タ
ー
ン
の
も
と
へ
と
去
っ
た。
一
方、
チ
ュ
ニ
ス
で
当
時、
﹇ハ
フ
ス
朝﹈
の
実
力
者
で
あ
っ
た
ア
ブ
ー・
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
タ
ー
フ
ラ
ー
ギ
ー
ン
が、
彼の﹇傀儡の﹈スルターン・アブー・イスハークの代署職のために私を招請した
。そして、私がこの職に就いた理由は次のようなものであった。
　
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
か
ら
そ
の
支
配
者
で
あ
る﹇ハ
フ
ス
朝﹈
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ヤ
フ
ヤ
ー
の
孫
で
あ
る
ア
ミ
ー
ル・
ア
ブ
ー・
ザ
イ
ド
（
3）が
軍隊を彼らに向
けて出撃していた。また、アブー・ザイドは のことのために彼に助け 求め
て
い
た
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
の
ム
ハ
ル
ヒ
ル
族
（
4）と
一
緒
で
あ
っ
た。
そ
し
て、
イ
ブ
ン・
ターフラーギーンは﹇傀儡の﹈スルタ ン・アブー・イスハークをアラブ遊牧
民
の
ア
ブ
ー・
ラ
イ
ル
族
（
5）と
と
も
に
出
陣
さ
せ
た。
イ
ブ
ン・
タ
ー
フ
ラ
ー
ギ
ー
ン
は、
ス
ル
タ
ー
ン
の
兵
士
に
報
酬
を
ば
ら
ま
き、
兵
に
諸
々
の
位
階
と
官
職
を
与
え
た。
そ
の
時、
代
署
職
に
就
い
て
い
た、
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
ウ
マ
ル
（
6）は
イ
ブ
ン・
タ
ー
フ
ラ
ー
ギ
ー
ン
に
あ
れ
こ
れ
と
理
由
を
挙
げ
て
報酬の増加を要求した。それで、イブン・ターフラーギー はイ ン ウマルを解任し、私を彼と交代させたのであっ 。こうして私は の代署
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た。
代
署
と
は、
バ
ス
マ
ラ
（
7）と
そ
の
後
に
続
く
公
の
書
簡
も
し
く
は
勅
令
と
の
間
に
太
い
ペ
ン
に
よ
っ
て「神
に
讃
え
あ
れ、
神
に
感
謝
あ
れ
al-
ḥam
d li-A
llāh w
al-shukr li-A
llāh 」
と
書
く
こ
と
で
あ
っ
た。
そ
し
て、
私
は
そ
の
軍
隊と共に﹇七﹈五三／一三五二年の初頭に出立した。
//p.056//
　
ところで、私は自分の師たちが去り 学問が中断された侘しさにさいなま
れたため、ハフス朝の人々から離れたいとかねがね考えていた。それという
のもマリーン朝の人々がマグリブの彼らの本拠地にもどり、彼らの波がイフリーキヤから引いてしまった時、彼らとともにいた優れた学者の多くが﹇私の﹈
同
輩
た
ち
と
師
た
ち
で
あ
っ
た。
そ
れ
で
私
は、
彼
ら
と
同
行
し
よ
う
と
決
め
た
が、私の兄 ムハンマド︱︱神が彼を慈しみますように︱︱がそれを止めた﹇ためにこの願いは果たされなかった﹈
。この代署職に要請されたときに、マ
グリブにおいて彼らに接触するという私の目的を達成 るためにすぐに応じた。
と
い
う
の
も
マ
グ
リ
ブ
へ
行
こ
う
と
す
る﹇自
ら
の﹈
熱
望
を
実
現
す
る
た
め
で
あった。かくして私はチュニスを発ったのである。　
そ
し
て、
我
々
の
軍
の
一
行
が
チ
ュ
ニ
ス
か
ら
出
立
し
た
と
き、
ハ
ウ
ワ
ー
ラ
族
（
8）
の
土
地
に
逗
留
し
た。
軍
隊
は
次
々
と
マ
ッ
ラ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ナ
（
9）の
平
野
に
お
い
て
進
軍
し、
わ
れ
わ
れ
の
陣
営
は
敗
走
し
て
し
ま
っ
た。
そ
れ
で
私
は
ウ
ッ
バ
（
10）に
逃
亡
し
た。
そ
こ
で
は、
修
道
者
（
11）の
有
力
者
の
一
人
で
あ
る、
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン・
ワ
シ
ュ
タ
ー
テ
ィ
ー
（
12）師
の
も
と
に
滞
在
し
た。
そ
の
後、
テ
ベ
ッ
サ
（
13）へ
移
動
し、
支
配
者
の
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ー
ン
（
14）の
も
と
に
落
ち
着
い
た。
そ
れ
から彼が、私に旅 準備とアラブ遊牧民の同行人とと に、警護人を用意して
く
れ
る
ま
で
数
日
留
ま
っ
た。
そ
れ
か
ら
私
は
ガ
フ
サ
（
15）へ
と
旅
し、
そ
こ
で
旅
路
の状況を見て数日滞在した。するとそこで私たちのもとに、法学者のムハンマ
ド・
イ
ブ
ン・
ラ
イ
ー
ス・
マ
ン
ス
ー
ル・
イ
ブ
ン・
ム
ズ
ニ
ー
（
16）が
到
来
し
た。
彼
の
兄
弟
は
ザ
ー
ブ
（
17）の
支
配
者
の
ユ
ー
ス
フ
（
18）で
あ
っ
た。
ム
ハ
ン
マ
ド
は
チ
ュ
ニ
スにいたが、アミール・アブー・ザイドがチュニスを包囲 たときン
マ
ド
は
ア
ブ
ー・
ザ
イ
ド
の
も
と
に
出
向
い
て
お
り、
彼
と
一
緒
に
い
た
の
で
あ
っ
た。︻マリーン朝スルターン・アブー・イナーンへの出仕︼　
そ
の
後、
次
の
よ
う
な
情
報
が
彼
ら
に
届
い
た。
マ
グ
リ
ブ
の
王
で
あ
る
ス
ル
タ
ー
ン・アブー・イナーンがトレムセンに遠征し、そこを領有し、トレムセンの﹇ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝﹈
ス
ル
タ
ー
ン・
ウ
ス
マ
ー
ン・
イ
ブ
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
と
彼
の
兄
弟
の
ア
ブ
ー・
サ
ー
ビ
ト
を
殺
害
し
た。
//p.057// さ
ら
に
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
は
マ
デ
ィ
ー
ヤ
（
19）に
ま
で
進
軍
し、
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
を
そ
こ
の
支
配
者
で
あ
る﹇ハ
フ
ス
朝
の﹈
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ヤ
フ
ヤ
ー
の
孫
の
一
人
で
あ
っ
た
ア
ミ
ー
ル・
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
（
20）の
手
中
よ
り
領
有
し
た。
ス
ル
タ
ー
ン﹇・
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン﹈
は
進
軍
し
た
と
き
に
書
簡
を
送
り、
ア
ミ
ー
ル・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
は
ス
ル
ター
ン・アブー・イナーンのもとに行き、街を明け渡した。アブー・イナー
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ン
は
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ﹇の
代
官﹈
に
ウ
マ
ル・
イ
ブ
ン・
ア
リ
ー
（
21）を
任
命
し
た。
彼
は
ワ
ッ
タ
ー
ス
族
（
22）の
シ
ャ
イ
フ
で
あ
り、
そ
の
中
で
も
有
力
な
ワ
ズ
ィ
ー
ル
族
（
23）の
出
身であった。　
こ
の
知
ら
せ
が
届
い
た
と
き、
ア
ミ
ー
ル・
﹇ア
ブ
ー・
ザ
イ
ド・﹈
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フマーンは包囲中のチュニスから撤退した。そして、ガフサを通過した。こうしてザーブに向かうところであったムハンマド・イブン・ムズニーが我々の
も
と
に
や
っ
て
来
た。
そ
れ
で、
私
は
彼
と
ビ
ス
ク
ラ
（
24）ま
で
同
行
し
た。
そ
し
て、
私はそこにいた彼の兄弟（ザーブの支配者ユースフ・イブン・ムズニー）のもとを訪れた。一方、ムハンマド・イブン・ムズニーはザーブ地方のある村に彼の兄弟からの日々の糧をもらって冬を越えるまで逗留した。　
さ
て、
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
が
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
を
領
有
し
た
と
き、
ワ
ッ
タ
ー
ス
族
の
シャイフの一人であるウマル・イ ン・アリー・イブン・ワズィールを﹇代官
に﹈
任
命
し
た。
そ
し
て、
ア
ミ
ー
ル・
ア
ブ
ー
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
の
子
飼
の
家
来
（
25）で
あ
る
フ
ァ
ー
リ
フ
（
26）が
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
の
妻
と
子
供
を
引
き
取
る
た
め
に
や
っ
て
き
た。
//p.058// と
こ
ろ
が、
フ
ァ
ー
リ
フ
は
ウ
マ
ル・
イ
ブ
ン・
ア
リ
ー
を
殺
害
す
る
た
め
に、
サ
ン
ハ
ー
ジ
ャ
族
（
27）の
愚
か
も
の
の
一
人
を
そ
そ
の
か
し
た。そして、そのものはウマル・イブン・アリーを会合の場で殺害し、一方でファーリフはビジャーヤを奪取し、アミール・アブ ・ザイドをコスタテ
ィ
ー
ヌ
か
ら
呼
び
寄
せ
る
べ
く
使
者
を
送
っ
た。
し
か
し、
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
イナーンの攻撃を恐れて、その地方の有力者たちは意見をあわせてファーリフ
に
対
し
て
蜂
起
し、
彼
を
殺
害
し
た。
そ
し
て、
元
通
り
ス
ル
タ
ー
ン﹇・
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン﹈
の
支
配
に
復
し
た。
彼
ら
は、
タ
ド
リ
ス
（
28）の
ス
ル
タ
ー
ン
の
代
官
で、
マ
リ
ー
ン
族
の
ワ
ン
ガ
ー
ス
ィ
ン
族
（
29）の
シ
ャ
イ
フ
で
あ
る、
ヤ
フ
ヤ
ー
タ
ン・
イ
ブ
ン・
ウ
マ
ル・
イ
ブ
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ム
ウ
ミ
ン
（
30）を
求
め
て
使
者
を
派
遣
し、
彼
に
権力
をゆだねた。それから、スルターン﹇・アブー・イナーン﹈に彼らの恭
順の﹇意を示す﹈使者を送った。スルターン﹇・アブー・イナーン﹈は、すぐ
に
彼
の
ハ
ー
ジ
ブ
で
あ
る
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
ア
ビ
ー・
ア
ム
ル
（
31）を
派
遣
し、
彼に多く 兵をつけた。また、王朝の有力者と、腹心の主だった人々をハージブのムハンマドに同行させた。　
一方そのころ、私はトレムセンにいるスルターン・アブー・イナーンのも
とを訪れるため、ビスクラ 出立し そして、私は﹇ハ ジブ ムハンマド・﹈
イ
ブ
ン・
ア
ビ
ー・
ア
ム
ル
に
バ
ト
ハ
ー
（
32）で
会
見
し
た。
そ
し
て
彼
は、
私
が
予
期
せ
ぬ
厚
遇
を
も
っ
て
私
を
迎
え
て
く
れ
た。
そ
し
て、
彼
は
私
を
一
緒
に
ビ
0 500 1,000 1,500km
ザイヤーン朝
マリーン朝
ハフス朝
ナスル朝 ビジャーヤ
コンスタンティーヌ
ビスクラ
ア　
　ト
　　
ラ　
　ス
　　
山　
　脈
トレムセン
フェズ
グラナダ
チュニス
フナインバーディス
アルメリア
カイラワ ンー
マフディーヤ
セウタタンジール
スィジルマーサ
マラケシュ
ファルジーワ
アルヘシラス
セビーリャ
リーフ山地
地　　　中　　　海
大　　西　　洋
ア　　
ト　　
ラ　　
ス　　
山　　
脈
カスル・カビール
ターザ
ジブラルタル
マラガロンダ
エシハ
サ　　ハ　　ラ　　砂　　漠
アルジェ
マディーヤ
バトハー
ガフサ
ガーベス
ブーナ
カスティーリャ王国
イフリーキヤ
中 央 マ グ リ ブ
奥 マ グ リ ブ
アンダルス
ラバト
マッラマージャンナ
テベッサ
ウッバ
ザーブ地方
タドリス
セティフ
マグリブとイフリーキヤ
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ジャーヤまで連れて行った。それで、私は﹇ビジャーヤの﹈開城の様子を見た。そして、イフリーキヤの使節の人々が次々とスルターン﹇・アブー・イナーン﹈のもとにやってきた。スルターン﹇・アブー・イナーン がトレムセ
ン
へ
と
帰
還
し
た
と
き、
彼
ら
と
と
も
に
私
も
到
着
し
た。
ス
ル
タ
ー
ン﹇・
ア
ブー・イナーン﹈は、そのころ私はまだひげもはえそろわぬ若者であったにも
か
か
わ
ら
ず、
私
が
思
い
が
け
ぬ
厚
情
と
恩
恵
を
も
っ
て
遇
し
て
く
れ
た。
そ
し
て、
私
は
到
来
し
た
使
者
た
ち
と
と
も
に﹇ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
の
も
と
を﹈
辞
し
た。
ま
た、
﹇ハ
ー
ジ
ブ
の
ム
ハ
ン
マ
ド・﹈
イ
ブ
ン・
ア
ビ
ー・
ア
ム
ル
は
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
へ
と
戻
っ
た。
そ
れ
で
私
は、
﹇七﹈
五
四
／
一
三
五
三
− 四
年
の
終
わ
り
に
冬が過ぎ去るまで、ハージブのムハンマド もとに逗留し　
そ
れ
か
ら、
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
は
フ
ェ
ズ
に
帰
還
し
た。
そ
し
て、
知
識
人
た
ち
を
マ
ジ
ュ
リ
ス
（
33）に
お
い
て
知
的
な
談
話
を
行
う
た
め
に
集
め
た
と
こ
ろ
、
そのマジュリスで議論のために学者の中から人を選ぶ際に私 ついての話が出た。私がチュニスで出会った人々は、私についてスルターンに知らせ、私のことについて述べた。それで、スルタ ンはハー ブに私を参上させるよう
に
手
紙
を
書
い
た。
そ
れ
か
ら、
私
は
ス
ル
タ
ー
ン
の
も
と
に﹇七﹈
五
五
／
一
三
五
四
− 五
年
に
到
着
し
た。
そ
し
て、
ス
ル
タ
ー
ン
は
知
識
人
を
伴
っ
た
彼
の
マ
ジ
ュ
リ
ス
に
私
を
加
え
た。
//p.059// 私
は
ス
ル
タ
ー
ン
と
と
も
に
礼
拝
す
る
栄
に
浴
し
た。それから彼は、私を自らの書記および、自身の前で請願の裁定を記すものとして雇った。しかし、私は不満であった。と言うのも、これまで私 先祖
の
中
に
も
こ
の
よ
う
な
職
に
就
い
た
も
の
は
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る。
そ
れ
か
ら、
私
は
思
索
と
読
書
を
行
い
 、
使
者
と
し
て
訪
れ
た
マ
グ
リ
ブ
と
ア
ン
ダ
ル
ス
の
知
識
人
たちの師たち の会見を熱心に行っ そして、望み通り彼らから多くの学識を得た。︻フェズの知識人たち︼　
そ
の
当
時
に
私
と
同
様
に﹇ス
ル
タ
ー
ン・﹈
ア
ブ
ー
･
イ
ナ
ー
ン
に
仕
え
た
知
識
人
には次のような人々がいた。　
マ
ラ
ケ
シ
ュ
の
人
で、
当
時
の
ク
ル
ア
ー
ン
読
誦
学
の
第
一
人
者
で
あ
る、
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
サ
ッ
フ
ァ
ー
ル
先
生
（
34）が
い
た。
彼
は
マグリブの師たちから学んでいた。そのマグリブの師 ち なかで偉大な人と
し
て、
マ
グ
リ
ブ
の
人
た
ち
の
伝
承
の
拠
り
所
と
な
る
人
で、
大
旅
行
家
で
あ
る
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
者
た
ち
の
師
で
あ
る
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
ル
シ
ャ
イ
ド・
フ
ィ
フ
リ
ー
（
35）が
い
る。
イ
ブ
ン・
サ
ッ
フ
ァ
ー
ル
は、
亡
く
な
るまでに、スルターンに七読誦法によりクルアーンの読誦を披露したものであった。　
また、彼らの中には我らの学友で、トレムセンの人であった、フェズの大
カ
ー
デ
ィ
ー、
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
ム
ハ
ン
マ
ド・
マ
ッ
カ
リ
ー
（
36）が
い
る。
彼
は
ト
レ
ム
セ
ン
で、
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
ム
ハ
ン
マ
ド・
サ
ラ
ー
ウィー
（
37）から学問を習得した。
　
この
サラーウィーは、もともと何の教育もなくマグリブからトレムセンに
やってきた。その後、サラーウィーは学問を学ぶことに情熱を傾けた。それで、彼は自分の家でクルアーンの学習に専念し、そしてそれを習得し、七読誦
法
で
読
誦
し
た
（
38）。
そ
れ
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
語
に
関
す
る『簡
易
化
の
書』
（
39）に
専
念
し、それを習得した。それから イブン・ハ ジブの法 と法源学の二つの『抄
録』
（
40）に
専
念
し、
そ
れ
を
習
得
し
た。
そ
れ
か
ら、
ア
ブ
ー・
ア
リ
ー・
ナ
ー
ス
ィ
ル
ッ
デ
ィ
ー
ン
（
41）の
弟
子
で
あ
る、
法
学
者
の
イ
ム
ラ
ー
ン・
マ
シ
ャ
ッ
ダ
ー
リ
ー
（
42）に
師
事
し、
法
学
を
学
ん
だ。
//p.060// そ
し
て、
サ
ラ
ー
ウ
ィ
ー
は
遂
に
は
誰
も
か
な
わ
な
い
ほ
ど
学
問
に
秀
で
た。
そ
れ
か
ら、
﹇ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝﹈
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン﹇一
世﹈
（
43）が、
彼
の
た
め
に
マ
ド
ラ
サ
を
ト
レ
ム
セ
ン
に建設し、サラーウィーを のマドラサの教授たちの長に任命した。それはイブン・イマーム一族と並び称され
るほどのことで、多くの人々がトレムセ
ン
で
彼
に
法
学
を
学
ん
だ。
そ
の
中
で、
も
っ
と
も
優
秀
で
あ
っ
た
の
が
こ
の
ア
ブ
ー・
アブドゥッラー・ ッカリ である。　
ま
た、
﹇マ
リ
ー
ン
朝﹈
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
が
ト
レ
ム
セ
ン
を
占
領
し
ているころに、我らが師、アブー・アブドゥッラー・アービリ がトレムセンに赴いた。ところが、アブー・アブドゥッラー・サラーウィーはトレムセン
開
城
の
日
に
す
で
に
殺
害
さ
れ
て
い
た。
と
言
う
の
も、
反
感
を
持
っ
て
い
た
ス
ル
ターン﹇・アブー・ハサン﹈の軍の人間が、サラーウィーが学問に傾倒する前
に、
ス
ル
タ
ー
ン﹇・
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン﹈
の
兄
弟
で
あ
る
ア
ブ
ー・
ア
リ
ー
（
44）に
スィジルマーサで仕えていたときに犯した罪を理由に彼を殺害したのであった。
そ
し
て、
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー
･
ハ
サ
ン
は
そ
の
罪
に
対
し
反
感
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る。
サ
ラ
ー
ウ
ィ
ー
は
マ
ド
ラ
サ
の
門
の
と
こ
ろ
で
殺
害
さ
れ
た。
そ
の
た
め、
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
マ
ッ
カ
リ
ー
は
サ
ラ
ー
ウ
ィ
ー
の
死
後
に、
我
ら
が
師、
ア
ー
ビ
リ
ー
と
イ
ブ
ン・
イ
マ
ー
ム
兄
弟
（
45）の
講
義
に
参
加
し
た。
そ
し
て、
マ
ッ
カ
リ
ー
は
諸
知
識
に
お
い
て
海
の
よ
う
に
豊
か
に
な
り、
﹇そ
の
道﹈
を
極
め
た。
﹇七﹈
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四
九
／
一
三
四
八
年
に﹇マ
リ
ー
ン
朝﹈
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
が
挙
兵
し、
父
ア
ブ
ー
･
ハ
サ
ン
に
反
抗
し
た
と
き、
マ
ッ
カ
リ
ー
に
バ
イ
ア（臣
従
の
誓
い）
（
46）の
起
草
を
任
せ
た。
そ
し
て、
マ
ッ
カ
リ
ー
は
バ
イ
ア
を
書
き、
多
く
の
人
々
の
前で読み上げた。それからスルターン﹇・アブー・イナーン﹈とともにフェズへと移動 た。　
そ
し
て、
﹇ス
ル
タ
ー
ン・﹈
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
が
フ
ェ
ズ
を
支
配
し
た
と
き、
当
地のカーディーであった「長命者」アブー・アブドゥッラ ブン・アブド
ゥ
ッ
ラ
ッ
ザ
ー
ク
師
（
47）を
解
任
し、
マ
ッ
カ
リ
ー
を
そ
の
地
位
に
任
じ
た。
そ
の
後、
マッカリーは、王族内の争いのとあることで ・アブー・イナーの
不
興
を
買
い、
﹇七﹈
五
六
／
一
三
五
五
年
の
終
わ
り
に
解
任
さ
れ
る
ま
で
そ
の
地
位
にいた。それから、スルターン﹇・アブー・イナーン﹈はマッカリーを法学者
の
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
フ
ィ
シ
ュ
タ
ー
リ
ー
（
48）と
交
代
さ
せ、
ア
ン
ダ
ル
スの使者として送り出したが、マッ
カリーは﹇その後﹈帰還を拒んだ。スル
ターン﹇・アブー・イナーン﹈はこのことで怒り心頭に発し、アンダルスの支
配
者
の
イ
ブ
ン・
ア
フ
マ
ル
（
49）に
対
し
て、
彼
を
引
き
止
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
非
難
し
た。
 そ
し
て、
マ
ッ
カ
リ
ー
を
呼
び
戻
す
た
め
に
ア
ン
ダ
ル
ス
に
使
者
を
派
遣
し
た。
//p.061// イ
ブ
ン・
ア
フ
マ
ル
は
マ
ッ
カ
リ
ー
の
件
に
つ
い
て
誰
か
に
執
り
成
し
てもらうことで﹇ ルターン・﹈アブー・イナ ンの要求をかわすことにした。
そ
れ
で、
ス
ル
タ
ー
ン
直
筆
の
安
全
保
障
の
証
書
を﹇ス
ル
タ
ー
ン・﹈
ア
ブ
ー・
イナーンに要求し、それからグラナダの知識人の師たちの一団 ともにマッカリーを送り出した。　
その中には、グラナダの二人のカーディーがおり、
﹇その一人は、
﹈我らが
師
で
あ
る
ア
ブ
ー・
カ
ー
ス
ィ
ム・
シ
ャ
リ
ー
フ・
サ
ブ
テ
ィ
ー
（
50）で
あ
る。
彼
は
偉
大で、知識高く、品行方正で、指導力のある当代随一の師であり、そして韻文においても散文においても自作もすれば批評もおこ
なう、アラビア語の第
一人者である。　
そ
し
て
も
う
一
人
は、
ア
ル
メ
リ
ア
の
人、
ア
ブ
ー・
バ
ラ
カ
ー
ト・
ム
ハ
ン
マ
ド・
イブン・ムハンマド・イブン・イブラーヒーム・イブン・ハーッジュ バラフ
ィ
ー
キ
ー
（
51）で
あ
る。
彼
は
ア
ン
ダ
ル
ス
に
お
い
て
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
者、
法
学
者、
文
人、
ス
ー
フ
ィ
ー、
説
教
師
の
師
で、
ま
ご
う
こ
と
な
き
知
識
人
の
主
で
あ
る。
ま
た、さまざまな学問の方法に通じ、王侯貴族との交誼に通じている。　
スルターン・アブー・イナーンの彼ら二人に会いたいという熱望が高かっ
たゆえに 彼ら二人は仲介するためにマッカリーと もにスルターンのもと
へと旅した。そして、この執り成しは認められ、この仲介は上首尾に終わった。　﹇七﹈五七／一三五六年、二人が到着した日、私はスルターン﹇
・アブー・
イナーン﹈のマジュリスに出席した。その日は、実にたくさん 人々が集った。
カ
ー
デ
ィ
ー
の
マ
ッ
カ
リ
ー
は、
そ
の
ま
ま
ス
ル
タ
ー
ン
の
宮
廷
に
と
ど
ま
っ
た
が
（
52）、役職も俸給
も与えられなかった。
　
のちの話であるが、彼に対してスルターンの「異
ミ
フ
ナ
端審問」が開かれたこと
が
あ
っ
た
（
53）。
親
戚
と
の
間
に
起
き
た
争
い
が
原
因
で
あ
る。
マ
ッ
カ
リ
ー
は、
親
戚
た
ち
と
と
も
に
カ
ー
デ
ィ
ー
の
フ
ィ
シ
ュ
タ
ー
リ
ー
の
も
と
へ
出
頭
す
る
こ
と
を
拒
ん
だ。そこでスルターンは、ある警備隊長に命じ、マッカリーを法廷に引っ張り
出
し
て、
判
決
を
言
い
渡
さ
せ
た。
人
々
は、
そ
れ
を「異
ミ
フ
ナ
端
審
問」
の
よ
う
だ
と
思ったのである。
//p.062//
　
その後、コンスタンティーヌへの遠征 行われたとき、スルターンは彼を
自
分
の
治
世
に
お
け
る
軍
隊
付
き
の
カ
ー
デ
ィ
ー
に
任
じ
た。
﹇七﹈
五
八
／
一
三
五
七
年の終わり頃、同市を奪取してフェズの王宮に帰る途中、カーディーのマッカリーは病気にな 、フェズへ到着してから亡くなった。　
また彼らのうちの一人に、我らが友にして比類なき学識を持つ師、理性の
学
問
と
伝
承
の
学
問
の
騎
士、
実
定
法
と
法
源
学
の
知
識
の
持
ち
主
で
あ
る、
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
ア
フ
マ
ド・
シ
ャ
リ
ー
フ・
ハ
サ
ニ
ー
（
54）が
い
た。
彼
は、
ア
ル
ウ
ィ
ー
と
い
う
名
で
も
知
ら
れ
て
い
る
が、
そ
れ
は
ト
レムセン地方にあるアルウィーン村
（
55）の名に因んでいる。
　
彼の一家には、血筋について後ろ指をさされるような点はない。嘘つきど
も
の
中
に
は、
こ
れ
を
中
傷
し
て
い
る
者
も
い
る
よ
う
だ
が
（
56）、﹇そ
う
い
う
者
は﹈
信
仰にもとづく節度も、系譜に関する知識も欠落している輩なので、真面目に話を聞いたりせず、無視するべきである。　
こ
の
人
物
は
ト
レ
ム
セ
ン
で
育
ち、
そ
こ
の
先
生
た
ち
か
ら
学
問
を
習
っ
た。
特
に、
イブン・イマーム兄弟と親しく交わり、彼らから法学、法源学、神学を学んだ。
そ
の
後、
我
ら
が
師、
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
ア
ー
ビ
リ
ー
に
師
事
し
て、
彼の持っていた知識 精通し、海のように広い教養の持ち主となり、彼の知性からは諸学の泉が湧き出すのであった。　
やがて﹇七﹈四〇／一三三九
− 四〇年、諸国を巡るうちにチュニ
スを訪れ
る
と、
我
ら
が
師、
カ
ー
デ
ィ
ー
の
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
イ
ブ
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
サ
ラ
ー
ム
（
57）に
出
会
い、
そ
の
講
義
に
出
て
多
く
を
学
ん
だ。
﹇シ
ャ
リ
ー
フ
は
70イスラーム地域研究ジャーナル　Vol. 4（2012.3）
The Autobiography of Ibn Khaldun: An Annotated Translation (4)
イブン・アブドゥッサラームの﹈学問の水準を素晴らしいと考えたが、イブン・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
サ
ラ
ー
ム
の
方
も、
﹇シ
ャ
リ
ー
フ
の
言
葉
に﹈
耳
を
傾
け、
彼
を
可
愛がり、その資質を認めた。噂によれば、
﹇イブン・アブドゥッサラームは﹈
彼
と
二
人
き
り
で
家
に
こ
も
り、
イ
ブ
ン・
ス
ィ
ー
ナ
ー
の『指
示
の
書』
（
58）の
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
に
関
す
る
章
を
学
ん
だ
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る。
//p.063// ﹇シ
ャ
リ
ー
フ
は﹈我らが師アービリーのもとで、すでに同書に精通していた。　
シャリーフは、アービリーからイブン・スィーナーの『治癒の書』の大部
分と、イブン・ルシュドによるアリストテレスの著作の要約と、算術、天文学、相続法﹇などに関する書物﹈を学んだ。
﹇シャリーフは﹈これに加えて、
法
学、
ア
ラ
ビ
ア
語
学、
シ
ャ
リ
ー
ア
に
関
す
る
諸
々
の
学
問
に
つ
い
て
も
勉
強
し、
﹇法
学
的
な﹈
異
論
の
書
に
関
し
て
深
い
理
解
を
示
し
た
（
59）。
イ
ブ
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
サ
ラームは、これら全てについて、
﹇彼の能力を﹈
評価し、その資質を認めた。
　﹇シ
ャ
リ
ー
フ
は﹈
ト
レ
ム
セ
ン
に
戻
る
と、
学
問
の
教
育
と
普
及
に
専
念
し、
マ
グ
リ
ブ
中
を﹇自
身
の﹈
知
識
と
生
徒
で
一
杯
に
し
た。
そ
れ
は、
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
の
戦
い
（
60）を経て、マグリブの情勢が不穏になるまで続いた。
　
そ
の
後、
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
が
亡
く
な
り、
﹇七﹈
五
三
／
一
三
五
二
年
に
息
子
の
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
が
ト
レ
ム
セ
ン
に
侵
攻
し
て、
同
市
を
支
配
し
た。
﹇アブー・イナーンは﹈アブー・アブドゥッラー・シャリーフを引き抜いて、自身の学問のマジュリスの一員とした。他にも、同じように選ばれた先生たちがいた。　
フェズに連れて行かれると、シャリーフは望郷の念を募らせて、繰り返し
不平を述べた。スルターンはこれに怒り、彼のことを疑うようになった。そうした状況の中、トレムセンのスルターンであった﹇ザイヤーン朝の﹈ウスマ
ー
ン・
イ
ブ
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
（
61）が、
自
身
の
息
子
を
シ
ャ
リ
ー
フ
に
託すよ 遺言し、その遺産をトレ
ムセンの有力者のもとに預けたという知ら
せが、
﹇アブー・イナーンのもとに﹈届いた。しかも、シャリーフの方でも、
こ
の
件
に
つ
い
て
了
承
済
み
だ
と
い
う
の
で
あ
る。
﹇ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
は﹈
そ
の
遺
産を没収し シャリーフに腹を立てて悲惨な状態に追い込み、数ヵ月間にわたって拘禁した。
﹇七﹈五六／一三五五年の初め、
﹇アブー・イナーンは﹈彼
を釈放し、追放 たが、コンスタンティーヌ 征服後に許さ てマジュリスに戻り、スルターン ﹇七﹈五九／一三五八年の終わりに亡くなるまで その地位にあった。
//p.064//
　﹇ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
の﹈
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー・
イ
ブ
ン・
ユ
ー
ス
フ・
イ
ブ
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
（
62）は、
マ
リ
ー
ン
朝
の
手
か
ら
ト
レ
ム
セ
ン
を﹇取
り
戻
し
て﹈
支
配
し
た。
彼
は
フ
ェ
ズ
か
ら
シ
ャ
リ
ー
フ
を
呼
び
寄
せ
た。
当
時、
国
事
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
ワ
ズ
ィ
ー
ル
の
ウ
マ
ル・
イ
ブ
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
（
63）の
許
可
を
得
て、
﹇シ
ャ
リ
ー
フ
は﹈
ト
レ
ム
セ
ン
に
赴
い
た。
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー
は、
両
手
を
広
げ
て
彼
を
気
前
よ
く
歓
迎
し、
自
分
の
娘
を
め
あ
わ
せ、
彼
の
た
め
に
マ
ド
ラ
サ
を
建
設
し
て、
そ
の
傍
ら
に
は
彼
の
父
や
叔
父
の
墓
を
置
い
た。
シ
ャ
リ
ー
フ
は、
﹇七﹈
七
一
／
一三七〇年に亡くなるまで、学問の教育を続けた。彼は︱︱神が彼を慈しみますように︱︱、
﹇七﹈一〇／一三一〇
− 一年の生まれだと私に言っていた。
　
ま
た
彼
ら
の
う
ち
の
一
人
に、
我
ら
が
友
に
し
て
書
記
で
カ
ー
デ
ィ
ー
の
ア
ブ
ー・
カ
ー
ス
ィ
ム・
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
ヤ
フ
ヤ
ー・
バ
ル
ジ
ー
（
64）が
い
た。
バ
ル
ジ
ー
と
は、
ア
ン
ダ
ル
ス
の
ベ
ル
ハ
に
由
来
す
る﹇名
前
で
あ
る﹈
。
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブー・イナーンの書記となり、彼の宮廷において公文書起草役および枢密文書取扱役の任を務めた。スルターンの近臣であり お気に入りである。　
彼の一族はアンダルスのベルハ出身であり、彼もその地で育った。学問と
知識の習得に努力し、ア ダル の先生たち もとで、
﹇書物を﹈誦み、
﹇講
義を﹈聴き、法を学んだ。彼は
文学に関して海のように広い教養を示し、韻
文と散文﹇を作ること﹈に秀でていた。彼は、気前 良さ、人付き合いの良さ、隣人への思いやり、快活さ 親切さにおいて、並ぶ者がなかった。　
彼
は、
七
四
〇
年
代
に
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
へ
移
っ
た。
そ
こ
に
は、
﹇ハ
フ
ス
朝
の﹈
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ヤ
フ
ヤ
ー
の
息
子
ア
ミ
ー
ル・
ア
ブ
ー・
ザ
カ
リ
ヤ
ー
（
65）が
い
て、
同市を単独で治めていた。ちょうど書記術や雄弁術 長けた人物が見当たらないところだったので、王朝の高官たちはすぐに を選び出し 公文書起草役ならびにスルターンの書記 役に就けた。彼は ミー ・アブー・ザカリ
ヤ
ー
が
亡
く
な
る
ま
で﹇同
職
に
あ
っ
た﹈
。
ア
ミ
ー
ル
の
息
子
ム
ハ
ン
マ
ド
が
跡
を
継ぐと、そのまま彼の書記となった。　
や
が
て、
//p.065// ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ヤ
フ
ヤ
ー
が
死
去
し
た。
﹇マ
リ
ー
ン
朝
の﹈スルターン・アブー・ハサンはイフリーキヤに侵入すると、ビジャーヤを征服し、アミール・ムハンマドを家
族や廷臣とともにトレムセンへ追放し
た。
こ
の
話
に
つ
い
て
は、
前
述
の
通
り
で
あ
る
（
66）。
ア
ブ
ー・
カ
ー
ス
ィ
ム・
バ
ル
ジーもトレムセンに移り 同地に逗留した。スルターン・アブー・ハサンの息
子
で、
当
時
は
ト
レ
ム
セ
ン
の
ア
ミ
ー
ル
だ
っ
た
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
の
も
と
に、
﹇バ
ル
ジ
ー
到
着
の﹈
報
が
届
い
た。
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
は
バ
ル
ジ
ー
に
会
い、
彼
の
ことを気に入った。やがて カイラワーンの戦いが起き 。
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アブー・イナーンは﹇父のスルターン・アブー・ハサンを﹈廃位し、権力
を
独
占
し
た。
彼
は、
バ
ル
ジ
ー
に
書
記
を
務
め
る
よ
う
求
め、
マ
グ
リ
ブ
へ
連
れ
て
行
っ
た
が、
代
署
職
に
ま
で
上
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た。
同
職
を
任
せ
る
人
物
と
し
て、
ムハンマド・イブン・アビー・アムルを選んだからである。ムハンマドの父は、アブー・イナーンにクルアーンと﹇宗教に関する﹈学問を教えていたので、彼自身も﹇アブー・イナーンの﹈宮廷において育ち、その結果として代署
職
に
任
じ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た。
バ
ル
ジ
ー
は、
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
ア
ビ
ー・
アムルの監督下で補佐役を務め、彼らがみな亡くなるまで
（
67）同職にあった。
　
スルターン・アブー・イナーンが死去し、弟のアブー・サーリムがマグリ
ブ
の
王
権
を
握
る
と、
前
述
の
通
り
（
68）、
イ
ブ
ン・
マ
ル
ズ
ー
ク
が
そ
の
お
気
に
入
り
となった。 ブー・サーリムは、バルジ を書記の職から外し、軍隊付きのカ
ー
デ
ィ
ー
に
任
じ
た。
バ
ル
ジ
ー
は、
﹇七﹈
八
六
／
一
三
八
四
年
（
69）に
亡
く
な
る
ま
で、
そ
の
職
に
あ
っ
た。
彼
は
︱︱
神
が
彼
を
慈
し
み
ま
す
よ
う
に
︱︱、
﹇七﹈
一
〇
／一三一〇
− 一年の生まれだと私に言っていた。
　
ま
た
彼
ら
の
う
ち
の
一
人
に、
我
ら
が
師、
「長
命
者」
に
し
て「大
旅
行
家」
こ
と
アブー・アブドゥッラー・ムハンマド・イブン・アブ ゥッラッザークがいた。
彼
は、
威
厳
に
お
い
て
も、
教
育
に
お
い
て
も、
知
識
に
お
い
て
も、
﹇故
郷
の﹈
町の人々をよく知ることにおいても、人々の間における地位の高さにおいても、当代随一の師であった。彼はフェズで育ち、そこの先生たちから学問を習
っ
た
あ
と、
チ
ュ
ニ
ス
に
移
っ
て、
カ
ー
デ
ィ
ー
の
ア
ブ
ー・
イ
ス
ハ
ー
ク・
イ
ブ
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
ィ
ー
ウ
（
70）や
//p.066// 、
カ
ー
デ
ィ
ー
の
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
ナ
フ
ザ
ー
ウ
ィ
ー
（
71）、
あ
る
い
は
彼
ら
と
同
世
代
の
学
者
た
ち
と
交
わ
っ
た。
彼は、彼らから学問を習い、法学を修めた後、マグリブへ戻り、偉大な先生たちの慣例に従って暮らした。　
やがて、
スルターン・アブー・ハサンが、彼をフェズの都のカーディーに
任じた。カイラワーンの戦いの後、スルターン・アブー・イナーンが父を廃位してトレムセンからやって来るまで、彼はその地位にあった。アブー・イナ
ー
ン
は
彼
を
罷
免
し、
法
学
者
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
マ
ッ
カ
リ
ー
を
任
じ
た。アブー・アブドゥッ ー・イブン・アブドゥッラッザークは、無役のまま自宅にとどまった。　
スルターン﹇・アブー・イナーン﹈が学者たちを集め、マジュリスで講義
を
さ
せ
た
り、
彼
ら
か
ら
学
問
を
習
お
う
と
し
た
と
き、
我
ら
が
師、
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
イ
ブ
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ッ
ザ
ー
ク
も
呼
び
出
さ
れ
た。
ア
ブ
ー・
イ
ナーンは、自身のマジュリスにおいて、彼からハディースを学び、彼の伝える様々な読誦法でクルアーンの誦み方を習った。講義は彼が亡くなるまで続いたが︱︱神が彼を慈しみますよう ︱︱、それはスルターン・アブー・イナーンが死去する直前のことであった。　
私
は
他
に
も
ま
だ
ま
だ、
マ
グ
リ
ブ
や
ア
ン
ダ
ル
ス
の
様
々
な
学
者
と
出
会
い、
話
し、彼らから学び、全てを修得したというイジャーザ
（
72）を与えてもらった。
?????????????????????　
私
が﹇マ
リ
ー
ン
朝
の﹈
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
と
接
触
し
た
の
は、
﹇七﹈
五
六
（
73）／
一
三
五
五
年
の
暮
で
あ
っ
た。
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
は、
私
と
親
密
に
なり、私をそばに近づけ 自分の書記に任じた。のちに彼のもとで私の雲行き
が
怪
し
く
な
る
ま
で、
﹇我
々
の
間
に
は﹈
言
い
表
せ
な
い
ほ
ど
の
澄
み
切
っ
た
青
空
が広がっていた（良好な関係にあった）
。
　
その後、
﹇七﹈五七／一三五六年の暮に、スルターンは病気になった。
﹇当
時、
﹈
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
ゥ
ー
ン
の
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
の
支
配
者
ア
ミ
ー
ル・
ム
ハ
ン
マ
ド
（
74）と
私
の
間
に
は、
親
交
が
あ
っ
た。
彼
ら
の
王
朝
に
お
い
て
私
の
祖
先
が
受
け
た
恩
恵
ゆ
え
に
（
75）、その親交はますます強くなった。
//p.067//
　
私
は、
そ
う
い
う
状
況
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に、
ま
っ
た
く
無
頓
着
だった。つまり、スルターンの嫉妬である。彼は、病気で苦しむうちに、ある奸物から、ビジャーヤの支配者﹇ムハンマド﹈が自分の国を取り戻すために逃亡をたくらんでいると吹き込まれた。当時、ビジャーヤには大ワズィール
の
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
イ
ブ
ン・
ア
リ
ー
（
76）が
い
た。
ス
ル
タ
ー
ン
は、
そ
の
話
に
動かされて、ただちにムハンマドを捕えた。スルターンが吹き込まれた話の中では、私もこの一件に関わりがあることにさ しまっていたので、彼私
を
捕
ら
え、
審
問
に
か
け、
投
獄
し
た。
﹇七﹈
五
八
年
サ
フ
ァ
ル
月
一
八
日
／
一三五七年二月一〇日 ことである。　
その後、アミール・ムハンマドは釈放されたが、私の方はスルターンが亡
くなるまで拘留されたままであった。私はスルタ ンが亡くなる直前に、彼の慈悲を懇願して、カスィーダ詩を贈った。その冒頭の部分は、以下の通りである。
日々の過ぎゆく様を責めることもできず、
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時の流れがもたらす不幸にあらがうこともできず、
悲しくも私は、近しい者から離れ、　
私をけなす者がいてもその場におられず、
ときに味方となり、ときに敵となる運命の変転に、　
ただ身を任せているばかり。
　
この詩の中には、
﹇昔日への﹈強い想いを訴えた次のような行もあった。
どんなに彼らを忘れようとしても、あの場所の思い出だけは消えない　
過ぎ去った日々に、素晴らしいことがあった場所の思い出は。
彼らから吹くそよ風は、私をそちらへ 駆 立てる、　
走り回る稲妻は、私の心をかき乱す。
　
約
二
〇
〇
行
も
あ
る
長
い
作
品
だ
っ
た
の
で、
私
の
記
憶
か
ら
は
失
せ
て
し
ま
っ
た
が、スルターンに対する効果はあったらしく、この詩のおかげで柔和になってくれた。彼はトレムセンにいたが、フェズに戻り次第、私を釈放してくれる
と
約
束
し
た。
し
か
し
//p.068// 、﹇フ
ェ
ズ
へ
の﹈
帰
還
か
ら
五
日
後
に
病
に
襲
わ
れ、
一
五
日
後
の﹇七﹈
五
九
年
末
の
ズ
ー・
ア
ル
=
ヒ
ッ
ジ
ャ
月
二
四
日
／
一
三
五
八
年一一月二七日に亡くなった。　
国
事
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
ワ
ズ
ィ
ー
ル
の
ハ
サ
ン・
イ
ブ
ン・
ウ
マ
ル
（
77）は、
た
だちに投獄されていた人々に恩赦を与えた。私もその中の一人であった。ワズィールは私に名誉の衣と乗用獣を与え、元の地位に戻してくれた。私は彼に、故郷へ帰りたいと申し出た。ワズィ ルはこれを認めなか が、相変わらず私を寛大 扱い、いろ ろと良 してくれた。やがて、ワズィールの権力は没落した。マリーン朝の王族 ちの反抗があった である。この話については、前述の通りである
（
78）。
?
?
?
?
??
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
???????︻マリーン朝スルターン・アブー・サーリムの権力獲得︼　
スルターン・アブー・サーリムは、王権の獲得を目指してアンダルスから
﹇海
を﹈
渡
っ
て
来
る
と、
グ
マ
ー
ラ
族
の
地
に
あ
る
サ
フ
ィ
ー
ハ
山
に
逗
留
し
た。
ハ
ティーブ・イブン・マルズークはフェズにいて、彼のために秘
密の宣伝活動
をした。　
彼（イブン・マルズーク）は、私にも計画への協力を申し込んできた。私
が
マ
リ
ー
ン
族
の
要
人
た
ち
と
親
し
く
付
き
合
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る。
そ
こ
で
私
は、
彼らの多く 説得し、応諾を得た。　
私は当時、マリーン族の実力者であったマンスール・イブン・スライマー
ン・イブン・マンスール・イ ン・アブドゥ ワ ヒド・イブン・ヤアクーブ・
イ
ブ
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ハ
ッ
ク
（
79）の
書
記
を
し
て
い
た。
﹇マ
リ
ー
ン
族
の
要
人
た
ち
は、
﹈
彼
を
王
位
に
据
え、
ワ
ズ
ィ
ー
ル
の
ハ
サ
ン・
イ
ブ
ン・
ウ
マ
ル
と、
彼
が
擁
立したスルターンであるサイード・イブン アビー イナーンを、新フェズに
包
囲
し
て
い
た。
イ
ブ
ン・
マ
ル
ズ
ー
ク
は、
上
記
の
計
画
の
件
で
私
の
も
と
を
訪
れ、スルターン・アブー・サーリムの書状を手渡した。
﹇書状には、
﹈計画に
加
わ
る
よ
う
促
す
文
句
と、
//p.069// 魅
力
的
な
約
束
が
い
ろ
い
ろ
と
し
た
た
め
ら
れ
て
いた。イブン・マルズークは、自分の重責を私にも託したの
である。
　
私は、仕事に取りかかった。マリーン族の要人や王朝のアミールたちを訪
れ、計画への加担をうながすと、彼らは応諾した。　
イブン・マルズークは、ハサン・イブン・ウマルに使者を出し、ス タ
ン・アブー・サーリムに服従するよう呼びかけた。ハ ・イブン・ウマルは、
包
囲
さ
れ
る
こ
と
に
疲
れ
果
て
て
い
た
の
で、
す
ぐ
に
応
諾
し
た。
マ
リ
ー
ン
族
は、マ スール・イブン・スライマーンを見捨て、新フェズへ入ることに同意した。　
彼らの間で取り決めが成立すると、私 王朝の重鎮たちとともに スル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
の
も
と
へ
赴
い
た。
同
行
者
の
一
人
に、
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
ウ
ス
マ
ー
ン・
イ
ブ
ン・
カ
ー
ス
（
80）が
い
た。
彼
は
の
ち
に、
自
分
が
擁
立
したスルターンを抑えてマグリブの実権を独占することになる。私の口利きでスルターンのもとへ赴いたことは、彼にとって幸運の始まりであり、出世の第一歩であった。　
サ
フ
ィ
ー
ハ
山
に
い
た
ス
ル
タ
ー
ン﹇・
ア
ブ
ー
・
サ
ー
リ
ム﹈
の
も
と
へ
着
く
と、
私は王朝の情勢を知らせ、人々がマンスール・イブン・スライマーンの廃位に合意したことや、それを実行する予定の日時などを伝えて、彼の出立を促した。これを受けて、彼が﹇サフィーハ山を﹈出発すると、我らのもとに吉報
が
舞
い
込
ん
だ。
マ
ン
ス
ー
ル・
イ
ブ
ン・
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
が
バ
ー
デ
ィ
ス
地
方
（
81）
に
向
け
て
逃
げ
出
し、
マ
リ
ー
ン
族
の
人
々
が
新
フ
ェ
ズ
に
入
っ
て、
ハ
サ
ン・
イ
ブ
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ン・ウマルはスルターン・アブー・サーリムへの服従を公然と呼びかけたというのである。　
その後、スルターンの一族と、それぞれの軍旗をはためかせた軍勢と、マ
ン
ス
ー
ル・
イ
ブ
ン・
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
だ
っ
た
マ
ス
ウ
ー
ド・
イ
ブ
ン・
ラ
ッ
フ
ー・
イ
ブ
ン・
マ
ー
サ
ー
イ
（
82）が、
我
ら
と
カ
ス
ル・
カ
ビ
ー
ル
（
83）で
相
ま
み
えた。スルターンは、しかるべき寛大さをもって、彼に面会した。スルターン
は、
彼
を
ワ
ズ
ィ
ー
ル
に
任
じ、
も
と
も
と
自
分
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
で
あ
っ
た
ハ
サ
ン・
イブン・ユー フ・イブン・アリー・イブン・ムハンマド・ワルタージャンニ
ー
（
84）の
補
佐
役
と
し
た。
こ
の
ワ
ル
タ
ー
ジ
ャ
ン
ニ
ー
は、
マ
ン
ス
ー
ル・
イ
ブ
ン・
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
に
よ
っ
て
ア
ン
ダ
ル
ス
に
追
放
さ
れ
た
と
き、
セ
ウ
タ
で﹇ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
と﹈
出
会
い、
//p.070// そ
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
と
な
っ
て、
全
面
的
に
信
頼
さ
れ
ていた。　
軍
勢
が
カ
ス
ル﹇・
カ
ビ
ー
ル﹈
に
集
結
す
る
と、
﹇ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
は﹈
フ
ェ
ズにのぼり、
市外でハサン・イブン・ウマルに会った。ハサン・イブン・ウ
マ
ル
は、
ス
ル
タ
ー
ン
に
降
伏
し
た。
﹇ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
は﹈
王
宮
に
入
り、
私
も
その随行団 中にいた。私が彼のもとへ赴いてから一五日目、七六〇年シャアバーン月一五日／一三五九年七月一二日のことであった。　
私
の
働
き
を
考
慮
し、
﹇ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
は﹈
私
を
彼
の
枢
密
文
書
取
扱
役、
な
らびに通信係、ならびに各種書簡の起草役に任命した。　
私は、文書の大半を自由散文によって作成した。押韻散文で文書を作って
い
る
者
は
誰
も、
私
の
真
似
を
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
（
85）。
彼
ら
が
自
由
散
文
で
は
なく押韻散文を使うのは 大抵の人々の文章力が貧弱なこ に加え 、文章作成の格調の高さというものが見えていな からである。当時、そんなことをしていたのは私一人だけであり、こ 職に携わる人々の間では珍 いことであった。︻アブー・サーリムへの詩の献呈︼　
やがて、私の心は詩に向かうようになり、上手とも下手
ともいえないそこ
そ
こ
の
出
来
の
韻
律
が
心
の
中
に
わ
き
あ
が
っ
て
き
た。
私
が、
﹇七﹈
六
二
／
一
三
六
一
年
の
預
言
者
生
誕
祭
（
86）の
夜
に、
ス
ル
タ
ー
ン
に
向
か
っ
て
う
た
っ
た
詩
の
中には、以下のようなものがある
（
87）。
どれほどひどく彼女らは、私を取り残して苦しめたことか、
　
どれほど長く彼女らのせいで、私は涙を流し声をあげて泣いたか。
彼女らは、ひととき立ち止まることすら、してくれなかった、　
あの別れの日、恋の病に心傷ついた男に、いとまを告げるために。
旅立つ者たちの約束は神のもの。あの人たちは去ってしまった、　
私の心を、焦がれる想いと脈打つ動悸の虜にしたままで。
沈む夕日のように、彼らのラクダは去っていく。後ろ姿を見送る私は、　
昇る朝日のように泣きはらした目で、流れる涙にむせぶ。
//p.071//
不平をならべては、彼らへの想いという渇きを癒そうとする私。　
そんな繰り言、恨み言ばかりの私に、神の慈悲を。
愛の水にとらわれた者なら、
愚痴でも甘く感じるもの、
　
けれど私の愚痴は、甘い蜜ではなく、飲めるもの はない。
野営の地と、愛しい人の記憶さえなければ、　
激しい想いに胸騒ぐことも、始終心乱すこともなかったはず。
私は廃墟のそばで想いをはせる、そこはかつて人垣の間から、　
満月のごとき乙女が昇った場所、ある はかわいいガゼルの住処か。
もはやあの地は、荒廃の手にかきまわされてしまった。　
その脇を、長い間、ありとあらゆる災厄が行き来した。
あの思い出の地は荒れはててゆく。　
その地の記憶を新たにするのは、私のう う景色と愛の妙なる言葉。
もしも恋の虜となった男が、あの天幕 跡を目の当たりにすれば　
その記憶は、彼を揺さぶって、愛の詩をうたわせ だろう。
さあ、見事な堅忍につ てもっと語ってみよ。　
さすれば、奪われたままの私の心の負債も、繰り延べになろう。
私は、あの地を、かたときも忘れたことはない。　
時がたてば支払は倍になる 妬む者や見張る
者も見過ごしてくれる。
あの天幕がすばらしく美しいのは、　
日々がその装いを新たにしたがゆえ。
輿を乗せたラクダの御者よ、彼は水なき荒野をさまよい、　
夜に昼をついで歩み続ける。
御しやすいラクダ 旅から、破滅の旅へと落ちていきつつ、　
疲労困憊して朦朧としつつ、
//p.072//
その男の外套のすそは、そよかぜに揺れる　
東風や南風と出会うたびに。
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その男が、恋の渇きに苦しめば、　
仲間たちは、彼の流した涙の泉で、飲めるだろう。
あるいは、夕闇が、彼らの旅路に立ちはだかれば、　
仲間たちは、その男の恋の炎で、闇を切り開けるだろう。
どんな谷の道にも、望みはあるもの。されどその手前で、　
望みをあきらめるか、あるいは死という名 者に出会うか。
おまえは、彼女らの行く先を、あちらへ向けたらどうか、　
目と心の求めるものがある場所へと。
さすれば、ヤスリブ
（
88）の翼に守られた安泰の地へ、向かうことになる。
　
そこでは、もう悪口 恐れる必要はない。
預言者の徴が明らかとなるその場所で、　
おまえは、過去の跡をたどり、あらゆる不思議を追ってゆく。
大地もおおい隠せなかった、驚くべき神秘。　
神の神秘は、隠れなきこと。
　
以下は、この詩の中で、預言者︱︱神の祝福と平安が彼の上にありますよ
う
に
︱︱
の
奇
跡
を
列
挙
し
彼
へ
の
賛
辞
を
言
葉
を
つ
く
し
て
述
べ
た
後
（
89）、
う
た
っ
た部分である。
おお
、祈願を受ける最良のお方、祈願に応える最良のお方よ。
　
あなたが応えて下さることを信じて、私はあ たに祈願する
私が述べた賛辞は短いもの、　
あなたを語る芳香だけで、賛辞が芳しければ﹇長々と語るまでもない﹈
。
長々と述べる者が、何を求め得よう。　
すでにクルアーンには、芳しき賛辞がすべてあるのだから。
おお、夜が私に告げてくれるだろうか。　
私の望みをかなえてくれる、一度の訪れのことを。
その訪れとともに、私は身の汚れを落とし、過ちをぬぐい去る、　
そして罪の重荷をおろす。
若者の中には、望みを捨ててしまったものがいる。　
彼らはいつも、立派な雌雄のラクダを、すべて憔悴させていた。
荒野の上で、彼ら 夜の頁をたたむの 、　
あなたの望むままに歩む、だく足となみ足と。
ラクダの引き手が、あなたのことを歌えば、彼らも響きかえす、　
あなたを焦がれて心揺れ動く者のため息を。
//p. 073//
あるいは芳香の地
（
90）で、歩むが
ままに任されたラクダ
（
91）がいななけば、
　
彼らもまた、老いた雌ラクダのように、その地の住処をこがれて叫ぶ。
彼らは父祖代々、荒野を彷徨してきた。　
それはヤアクーブ一族のカリフ位
（
92）に、受け継がれた遺産。
面構えもけわしい馬を、駆り立てるお方たち。　
立ちのぼる砂煙は、たてがみを覆い隠す。
側近く大事にしていた馬を、与えくださるお方たち、　
どれも御しやすい駿馬の中から、今にも走り出しそうな馬を。
助けを求める者を、守ってくださ お方たち、　
敵のただ中に投げ込まれて、その者の名誉が損なわれないようにと。
そのお方たちの激怒は恐れられる、穏やかさは望まれる。　
偉大さこそ、望ま る者にして恐 られる者の特質。
　
以下は、この詩の中でアブー・サーリムの﹇アンダルスからの﹈渡海と王
権獲得についてうたった部分である。
高き波濤が、彼とともに押し寄せる。　
吹き荒れる決意の風が、彼を押し出し、彼は出 した。
槍先のきらめき
が、決意とともに彼を導く。
　
そのきらめきは、恐るべき戦いの夜を切り裂く。
ついに過ちの闇は、彼の進軍と もに晴れた。　
正しき導きが、闇の一党に襲いかかり 打ち負かし 。
神への畏れをもって、カリフの御代を打ち立てた方たちの子よ、　
頭に戴くカリフの王冠を、あなただけのために残した方たちの子よ。
信仰の護持のため、あなた 父祖は、あらゆる偉業をおこなった。　
目につく場でもそうでない場でも、その偉業を惜しみなくおこなっ
あなたの栄光は、今 ものも昔のも も、神 おかげ。　
我らは、その栄光のうちに、あらゆる驚異を目にしてき 。
//p.074//
あなたに抱く恐れや望みは、いかほどか。　
高みとは、望みを与え恐れを与えることで、導かれるもの。
あなたは、もっとも貴き御代を 愉しみ続ける。
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正しき導きは、その待ち望まれたる御代の地平から、立ち現れる。
あなたは朝な夕なに、高貴さに命を吹き込む。　
あなたの幸いの鉄は、求められるものへの保証。
　
ま
た、
ス
ー
ダ
ー
ン
の
王
（
93）か
ら
キ
リ
ン（ズ
ラ
ー
フ
ァ）
と
い
う
珍
奇
な
生
き
物
を
含
む
贈
り
物
が
ス
ル
タ
ー
ン
の
も
と
に
到
着
し
た
際、
ス
ル
タ
ー
ン
に
向
か
っ
て
う
たった詩の中には、以下のようなものがある
（
94）。
こがれる想いの手が、私の長き柄の火おこし棒で、火をつけた。　
情熱のためいきが、私の心をゆさぶった。
近寄っても大丈夫だろうと信じ、安逸を投げ捨ててしまった。　
遠く離れているという安逸に替えて、近づいてしまった。
幾度、結ばれる とを求めてき ことか。　
代わりに手に入れた は、心の痛む拒絶のみ。
耐え忍んでも、私が求める約束は見つからない。　
くるおしい想いが、私の約束から失わせた。
口やかましい者は、ひどいことを言うが、私はその者を咎めはしない。　
私はただ「彼がまちがって
いる」と言うのみ。私が望むのは分別。
私はそよ風に向かい、情熱をさますよう頼む　
ところが風は、炎を燃え上がらせるばかり。
くるおしい想いが、風の向くまま導いて く。　
いかに頼りなくても、風の導くその先 、私が心奪われて るゆえ。
おお、輿を乗せたラクダの御者よ、　
砂漠にいだかれ、情熱を目指してさまよえる御者よ。
ラクダを休ませよ、されば東風の中に知らせがある。　
その知らせがあれば、道ゆく短毛の駿馬はな ともすむ。
望み持つラーマ
（
95）の住民に求めよ、
　
ナジュド
（
96）に住む人々の消息を、救いのナジュドのことを。
私の性分が、いったいなぜ愛情のことでとがめられねばならないのか、　
称賛しか受け入れないのが、私の性分なのに。
//p.075//
ムスタイーン
（
97）によって、分別の徴が明らかになってからは、
　
私は、分別しか受け入れなかった。
正しく導かれ、神を畏れる なんとすばらしきカリフか、
　
山のように高き栄光を築
く、なんとすばらしきカリフか。
高貴なるお方たちの末裔。　
神から授けられた力により、高みを手にされたお方たちの末裔。
　
以下は、この詩の中で、私の彼に対する二心なき想いやその想いの中で私
があえて冒したことについて述べた部分である。
彼の記憶がよみがえった時、私が受けた恩寵は神のおかげ。　
彼はひとり高みにある者。
彼は賢き者、よく切れる剣をも、刃こぼれさせるほどの者。　
力ある族長たちが、束になっても なわない。
私は、決意の火おこし棒に火をつけて、求めた。　
そして、私の目的の栄光の権利を、行使した
私は、渇きをおぼえて、彼の水場に来た。　
私は、力と支援とで、喉をうるおした。
それは、栄光を要求しようと望む者にとって、　
迎え入れてくれる楽園。
そのカウサルの川
（
98）の水場で、存分に喉をうるおしていなければ、
　
それが永遠の楽園などというこ を 私が言うはずもない。
誰か、我が一族に知らせを伝えてくれ、　
彼らとの間
には、遠くまで広がる砂漠とはるかな荒野。
私は、彼らの願いをはるかにしのぐほど、　
彼ら全員分の栄光を、一人で手にしている、と伝えてくれ。
　　 　　 　　　
（中略）
（
99）
全身を、柄模様につつまれたそれは、　
色とりどりに飾られている。
どの系譜をたどっても、先祖代々野生の獣。　
ひとけのない荒野を引かれてくるには、ふさわしくない。
見事な高さの首を、持ち上げる　
やすやすと、宮殿の高みへと。
その首は、高き建物の貴顕の人びとにまで届いた。　
おそらくは、卑しき地面についたことなどは、ないのだろう。
//p.076//
それは、あなたのもとへと、荒野をわたってきた。
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夜通し責め立てられ、いそいで駆けつけた。
困難をものもともせず、いそげという声におとなしく従いながら、　
隷従し鞭に従い、夜も旅をした。
我々に、命の続く限り、やすき人生を保障してくれる、　
そんなあなたの数々の幸をもってやってきた。
それはハバシュ人
（
100）の使節とともに、あなたのところにやってきた。
　
彼らはあなたにこそ、もてなしてもらいたいがっている。
夜の旅の手が、低地でも高地でも
（
101）、彼らをかきまわし、
　
彼らはすっかりやつれて、あなたのところに現れた。
あたかも、寝床を追い求める、幻影のように、　
あるいは、さやか 抜かれ 細身の剣のように やせ果てて。
彼らは、昔と同じような美辞をもって 讃える、　
拒まれもせず、退けられもしない、昔と同じような美辞 。
彼らは気づく、 なたが彼らの到着を、見つめていることを　
トルコ人や、インド人よりも、誇りに感じながら。
おお、ムスタイーンよ　
マンスールより
もマフディーよりも
（
102）、卓越した高貴さを持つ者よ。
あなたの主が、どの被造物
（
103）にもまして、あなたにこそ報いますよう。
　
神は、すばらしいものを、与えてくださるお方。
あなたが、この世とその住人のため、　
栄光と幸福の中につつまれて、永遠にあり続けますように。
　
こ
の
二
つ
の
カ
ス
ィ
ー
ダ
詩
以
外
に
も、
私
は
他
の
機
会
に
多
く
の
詩
を
ア
ブ
ー・
サーリムのためにうたいあげた。ただし、今は何一つとして手元に残ってはいない。︻マリーン朝への暇乞い︼　
や
が
て、
イ
ブ
ン・
マ
ル
ズ
ー
ク
が
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
の
寵
愛
を
受
け
る
よ
う
に
なった。彼一人がスルターンと親しく会うようになり、他人がスルターンに近づくのを妨げるようになった。そこで私は落胆し、スルターンのもとへ足を向けることも少なくなった もっ も、スルターンの枢密文書取扱役として、また彼の書簡や勅令の起草役としては、引き続き仕えてい 。
//p.077//
　
そ
の
後、
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
は
そ
の
治
世
末
期
に
私
を
マ
ザ
ー
リ
ム
法
廷
の
職
（
104）
に任命した。私はその職務を見事にこなし、多くの人のために来世での報償が望めるようなこと（よい行い）をした。しかし、依然としてイブン・マルズークは、嫉妬と競争心から私や私と同様の王朝の高官たちに対して中傷を続
け
て
い
た。
こ
の
た
め、
つ
い
に
ス
ル
タ
ー
ン
へ
の
謀
反
と
い
う
事
態
に
至
り、
ワ
ズィールのウマル・イブン・アブドゥッラーが王宮で反乱を起こした。人々も
そ
れ
に
従
い、
ス
ル
タ
ー
ン
へ
の
忠
誠
を
拒
絶
し
た。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
（
105）、
この渦中でアブー・サーリムは死を迎えた であった。　
ワ
ズ
ィ
ー
ル
の
ウ
マ
ル
が
事
を
成
就
す
る
と、
彼
は
私
を
以
前
と
同
様
の
地
位
に
つ
け、イクターや給与を増やしてくれた。しかし私は、若気の至りで、今までよ
り
も
高
い
地
位
を
望
ん
で
い
た。
ま
た、
ウ
マ
ル
と
の
間
に
は
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブー・イナーン治世にさかのぼる古い友誼があり、さらにはビジャーヤ 支配者アミール・アブー・アブドゥッラー
を加えた三人との間に強く結ばれた
友情もあったので、私の望みは実現す だろうと思いこんでもいた。このアブー・アブドゥッラーは、我ら三人組 要となる男であり、また我 の座の盛
り
上
げ
役
で
あ
っ
た。
そ
の
た
め、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
（
106）、
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
は嫉妬が昂じて我ら二人を手ひどく扱い、またウマル・イブン・アブドゥッラ
ー
の
こ
と
も、
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
の
境
域
（
107）で
の
彼
の
父
親
（
108）の
こ
と
が
あ
っ
た
の
で、
無視するようになったのである。　
後
に
な
っ
て
ウ
マ
ル・
イ
ブ
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
が
擁
立
し
た
ス
ル
タ
ー
ン
（
109）の
治世になると、私の心には彼に対す 過信がめばえ、また私 求めるものに十
分
応
え
て
く
れ
な
い
と
い
う
彼
の
仕
打
ち
も、
私
の
気
が
か
り
と
な
っ
た
の
で
あ
る。
とうとう、私は彼 疎遠になり、 と仲違いしたことでスルターン 宮廷から
も
足
が
遠
の
い
た。
彼
の
方
で
も
私
を
う
と
ま
し
く
お
も
い、
私
を
避
け
る
よ
う
に
なった。そこで イフリーキヤの故郷へと旅立つ許
可を求めた。ところ
が、当時アブドゥルワード朝がトレムセンと中央マグリブ 支配をすで 回復しており、そのために彼は私の出立を認め かった。トレムセンの支配者アブー・ハンムーが私の逗留を喜び、その結果私は彼の とにとどまってしまうだろうというのである。ウマル 決して出立は認めないと譲らず、一方の私も必ず出立すると主張し 。そこで は、ウマル 次ぐ地位に りその友
人
で
も
あ
る
ワ
ズ
ィ
ー
ル
の
マ
ス
ウ
ー
ド・
イ
ブ
ン・
ラ
ッ
フ
ー・
イ
ブ
ン・
マ
ー
サーイにこの件につい 助けを求め ことにした。そこで私 ﹇七﹈六三年の
イ
ー
ド・
ア
ル
＝
フ
ィ
ト
ル
の
日
（
110）／
一
三
六
二
年
七
月
二
四
日、
彼
を
訪
れ
て
以
下のようなカスィーダ詩を た あげ のである。
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めでたきかな断食は、それは、まさに受け入れるべきもの。　
断食明けの祭のうれしき知らせ、それはあなたがめぐみを与える時。
力と幸福ゆえに、あなたは、祝いの言葉を受け、　
力と幸福とともに、年と季節が、繰り返される。
//p.078//
神よ、あなたの時に、水を与えたまえ。あなたはその時の瞳　
あなたの保護下の土地が、不毛と無縁であ んことを。
夜々の間にあるあなたの時は、　
頭と足に、明白な白毛
（
111）をもった季節。
寛大さゆえに、皆の期待を集めるあなたは、　
知者も愚者も、そこに集まる水場。
たとえ時が物惜しみをしても、 は私にとって与えてくれるお方。　
あなた以外からもらった証文など、反故になりやすいもの。
私を保護したまえ。もしあなたという避難所に、安息の場がなければ、　
私にとって時の流れとは、平穏なものではなくなるだろうから。
私が望むものでもって、よき結末をもたらしたまえ。　
あなたの如き方は、願いを なえ
、与えてくれるお方なのだから。
神かけて、私は、憎しみゆえに去りたいのではなく　
満ち足りている今の生活が、不満なのでもない。
この国が、いやになったのでもない。　
この国は、まさに我ら人類を庇護する日陰のようなものなのだから。
けれども、愛しい女たちが、山道の向こう遠くにいる。　
彼女らが悲しんでいるのは、長き わたる別離ゆえ。
彼女らが心かきむしられるのは、私が遠く離れて るゆえ。　
それでも私の心が、彼女らのもとにあるゆえ。
私に生じたことも、私が長い間街々をめぐり、不在にしていること 、　
彼女らにとっては、大変なこと。
染みの跡とともに、私の消息はすっかり消えてしま 。　
まるで、誰かにさらわれたか、幽鬼に乗馬を奪われ かのよう。
愛しい人々の住処よ、愛の住処よ はあなたを思い出してしまった。　
うめきと嘆きの声が、私の心を連れて、飛んでいった。
焦がれる想いから、私はあなたの丘にあいさつを送った。　
ま
るで私が、その丘の溝や宿営地の跡になぞらえられるかのように。
おお、我が愛する人々よ、私とあなたがたの約束は貴いもの。　
貴き者の約束は、変わることがないはず。
私の涙が、忍耐強き人の心を動かさなければ、　
輿をのせたラクダが、私を出会いへと近づけることもないだろう。
私が今いるのははるかかなた、偉い方たちが私の望みをきいてくれず、　
御しやすいはずの駄獣すら、思いどおりに動いてくれなかった所。
昼も夜も、私は人生の美徳を引き寄せようとする。　
だが朝も夕も、うまくはいかない。
時は、貴きものをなかなか与えてくれぬまま 過ぎてゆき、　
私は、諦めとも期待ともつかぬ境地におちる。
裏切りがちな願いにとらわれて、そ 境地から脱け出せるかと思えば、　
ぐずぐずと負債を延期するうちに、また諦めてしまったり。
あなたはその願いの災厄を過ぎゆく夜々へと戻しはしまい　
私の胸の奥底には、彼女たちが残 た廃墟があるだけ。
//p.079//
いろいろな出来事ゆえに、その願いが転変し しまうのを私は恐れる、　
堅固な山々も、その前ではほとんど消え入りそ な出来事のせ で。
密告したり、誹謗し りする者は、疑い 恐れてへつらうが、　
私がいやいや敵に取り入るのは、そんな疑いゆえではな 。
悲しみのあまり、病におちいったよう なって、私は朝を迎える、　
まるで、ため息と渇望とが、私の心を浪費し尽くすかのよ に。
私は、異郷で朝を迎えれば　
夜々の過ぎるまま、心の安らぎは変じ転じていく。
客人が無事に過ごせるはずの、良き住み処。　
そこに私が近づくのを 日々の流れが妨げてしまった。
私は知っている。良いことも悪いことも、いつかは終わる時がくると。　
神がやがてはすべてを変えていくと。
イブン・マーサーイさえ側 いてくれれば、私は力と富を得られると。　
たとえ他の援助者が頼りにならなくても、他 友が離れていっても。
　
すると、ワズィールのマスウードは、ウマ
ル・イブン・アブドゥッラーに
対して私のために力を貸してくれた。その結果、トレムセンは避けるという条件で、どこなりと私の好きなところに向かう許可が与えられた。そこで私はアンダルスを選び、息子たちとその母親を息子たちの母方の伯父たち、す
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な
わ
ち
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
の
将
軍
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
ハ
キ
ー
ム
（
112）の
子
ら
のもとに﹇七﹈六四年の初頭／一三六二年一〇月に送った。一方、私はアンダルスへと向かった。　
さて、アンダルスの廃位されたスルターン・アブー・アブドゥッラー（ム
ハ
ン
マ
ド
五
世）
（
113）が
フ
ェ
ズ
の
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
の
も
と
に
身
を
寄
せ
て
い
た
頃、
私
は
彼
と
知
り
合
い、
彼
の
た
め
に
働
い
て
仲
介
役
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た。
こ
れ
は、
彼
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル・
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
（
114）を
通
じ
て
の
こ
と
で
あ
り、
ま
た
そ
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
と
私
と
の
間
の
友
情
によるものだった。私は彼のために働き、マリーン朝において彼が必要なもの
を
得
ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け
た。
や
が
て「異
教
徒
の
王」
（
115）と、
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
の
一
族
で
ア
ン
ダ
ル
ス
に
お
け
る
彼
の
位
を
奪
っ
た
王
族
（
116）
との間 関係が悪化すると、アブー・アブドゥッラーは自らの支配権を回復す
る
た
め「異
教
徒
の
王」
の
招
き
で﹇ア
ン
ダ
ル
ス
に﹈
渡
海
し
た。
そ
の
際、
私
は、彼がフェズに残した家族や子供たちについて、彼の代役をきちんと果たした。私は彼らの必要を満たし、彼らの手当が担当の者から ちんと渡るように手配し、また彼ら ための使用人を探し求めた である。
//p.080//
　
その後、
「異教徒の王」とアブー・アブドゥッラーとの関係は、
「異教徒の
王」が策略をめぐらして手に入れたムスリムの砦から撤退する の約束を違えたことから、アブー・アブドゥッラーが自らの王権を獲得する前に悪化した。そこで彼は「異教徒の王」と袂を分かってムスリム 地へと向かうことに
し、
エ
シ
ハ
（
117）に
逗
留
し
た。
そ
し
て
ウ
マ
ル・
イ
ブ
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
に
手
紙を書いて、マグリブの諸王にとってジハードに際しての足場であったアンダルス西部の都市のうち、彼が拠ることのできるところを求めた。彼はその件について私にも書簡を送り、私はウマルとの間でアブ ・アブドゥッラ
ー
に
と
っ
て
の
よ
き
仲
介
者
と
な
っ
た。
こ
う
し
て、
つ
い
に
彼
の
目
的
は
達
成
さ
れ
て
﹇マ
リ
ー
ン
朝
は﹈
ロ
ン
ダ
（
118）と
そ
の
周
辺
地
域
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た。
ア
ブー・アブドゥッラーはロンダに移動しそこ 手に入れ 。ここは彼にとって
ヒ
ジ
ュ
ラ
の
地
（
119）で
あ
り、
ま
た
彼
の
征
服
の
足
場
で
も
あ
っ
た。
彼
は
こ
こ
か
ら
出発して七六三年半ば／一三六二年にアンダルスを手中 した あ 。　
そ
の
直
後、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に、
私
は
ウ
マ
ル
と
仲
違
い
し、
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ドゥッラーとの過去のよしみを頼って彼 もとへと旅だった。そ て、至高の神が望みたもうならば後述するように、彼は報償 驚くほど与えてくのである。
????????︻グラナダへの道中︼　
私はアンダルスへ旅することを決意すると、私の家族と子供たちをコンス
タンティーヌにいる彼らの母方の叔父のもとへ送った。そして私は彼らのために﹇ハフス朝﹈スルターン・アブー・ヤフヤーの孫たちの一人である同地の
支
配
者、
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
（
120）に
手
紙
を
書
き、
私
が
ア
ン
ダ
ルスに立ち寄り、そこから﹇海を﹈渡って彼のもとへ向かう﹇と知らせた﹈
。
そして私は海峡の港であるセウタへ行った。　
当時、その地の有力者はシャリーフ・アブー・アッバース・アフマド・イ
ブ
ン・
シ
ャ
リ
ー
フ・
ハ
サ
ニ
ー
（
121）で
あ
っ
た。
彼
は、
ど
の
よ
う
な
マ
グ
リ
ブ
の
人
々
も
疑
い
よ
う
の
な
い
明
ら
か
な
系
譜
の
持
ち
主
で
あ
る。
//p.081// 彼
の
先
祖
は
シ
チリア島からセウタに移住した。当初アザフィー家が彼らを厚遇し、彼らと通婚した。その後 の地において彼らの威信が増すと、アザフィ 家は彼らを
冷
遇
し、
ア
ザ
フ
ィ
ー
家
の
最
後
の
人
物
で
あ
る
ヤ
フ
ヤ
ー・
ア
ザ
フ
ィ
ー
（
122）が
彼
ら
を
ア
ル
ヘ
シ
ラ
ス
に
追
放
し
た。
と
こ
ろ
が
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
（
123）で
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
船
団
が
彼
ら
の
行
く
手
を
阻
み、
彼
ら
を
捕
虜
と
し
た。
こ
の
た
め﹇マ
リ
ー
ン
朝﹈スルターン・アブー・サイードが彼らの名誉に鑑みて彼らの身代金を準備
し、キリスト教徒たちにそのことで使者を送ったので、キリスト教徒たち
は
ス
ル
タ
ー
ン
に
応
じ
た。
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
サ
イ
ー
ド
は
こ
の
人
物（シ
ャ
リ
ー
フ・
ア
フ
マ
ド）
と
彼
の
父
に
三
千
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
の
身
代
金
を
払
い、
﹇解
放
さ
れた﹈彼らはセウタに戻った。アザフィー家と彼らの王朝が絶え、シャリーフ﹇・
ア
フ
マ
ド﹈
の
父
が
死
去
す
る
と、
彼
が
シ
ュ
ー
ラ
ー
（
124）の
指
導
的
な
地
位
に
就いた。　
カイラワーンの戦いが起り、アブー・イナーンが父（アブー・ハサン）を
廃し、マグリブを支配した時、セウタではワズィールのアブドゥッラー・イブ
ン・
ア
リ
ー
（
125）が
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
側
の
総
督
で
あ
っ
た。
し
か
し
シャリーフ・アフマドはアブー・イナーンの支配の呼びかけに応じる腹を固め、
そ
の
町
の
人
々
は
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
を
支
持
し
た。
と
い
う
の
も、シャリーフが人々の間でアブー・イナーン支持の呼びかけを広めたためである。こうして人々はワズィールに反乱を起こし
、彼を追放した。彼らは
アブー・イナーンを訪れ、自分たちの町﹇の統治﹈を彼に委ねた。このた
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アブー・イナーンは自らの王朝の有力者の中から、彼の幼少時代の養育係であ
っ
た
サ
イ
ー
ド・
イ
ブ
ン・
ム
ー
サ
ー・
ア
ジ
ー
ス
ィ
ー
（
126）を
当
地
の
総
督
に
任
じ
るとともに、このシャリーフをセウタ シューラーの唯一の指導者の地位に取り立てた。物事は彼なくしては決められることはなかった。ある日、彼はスルターン﹇・アブー・イナーン﹈ 訪れ、スルタ ンは君主や有力者の使節のうちで誰も彼に匹敵することがないほどの名誉をもって彼を迎えた。そのことはスルターン﹇・アブー・イナーン﹈の治世の全て 彼 死後も続いた。
彼
は
尊
敬
さ
れ、
人
が
集
ま
る
場
で
は
威
厳
が
あ
り、
人
に
会
う
と
き
は
愛
想
よ
く、
﹇人
が
彼
を﹈
訪
問
す
る
と
き
は
気
前
よ
く、
知
識
と
教
養
に
恵
ま
れ、
詩
作
の
た
めの引用に優れ、極めて気前が良く、約束をよ 守り、心は純粋であった。　
私
が﹇七﹈
六
四
／
一
三
六
二
年
に
彼
の
も
と
に
立
ち
寄
っ
た
時、
彼
は
私
を
//
p.082// 金
曜
モ
ス
ク
の
向
か
い
に
あ
る
彼
の
邸
宅
に
泊
め
た
。
私
は、
王
た
ち
か
ら
も
得
られないようなものを彼から得た。そし 私が出発する夜、善意と厚遇の極み
と
し
て
、
彼
は
私
を
小
舟
に
乗
せ
て
手
ず
か
ら
水
上
へ
と
押
し
出
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
　
私
は
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
（
127）で
下
船
し
た。
当
時
そ
こ
は
マ
グ
リ
ブ
の
支
配
者
の
も
の
で
あ
っ
た。
そ
の
後、
私
は
そ
こ
か
ら
グ
ラ
ナ
ダ
へ
と
出
発
し、
﹇ナ
ス
ル
朝﹈
ス
ル
タ
ー
ン・
イ
ブ
ン・
ア
フ
マ
ル（ム
ハ
ン
マ
ド
五
世）
と
彼
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
で
あ
る
イ
ブ
ン・
ハティーブに私のことについて手紙を書いた。そし ある夜、私がグラナダか
ら
わ
ず
か
一
バ
リ
ー
ド
（
128）の
距
離
で
夜
を
過
ご
し
て
い
る
と、
私
の
訪
問
を
祝
し
私
を歓待するイブン・ハティーブの手紙が私のもとに届いた。その文面は﹇以下の通りである﹈
。
あなたは日照りの国に雨の到来のように訪れた。　
幸運の鳥に乗り、ゆったりとして安らかな旅をして。
あらゆる者がその顔に服従するお方にかけて誓う。　
老人も幼児も壮年も。
あなたを迎えて私に幸せが生まれた。　
若さや家族
の楽しみを忘れさせるほどの幸せが。
﹇私の友愛には証人はいらない。　
わかりきったことを証明することは一種の無知である。
﹈（
129）
　
私
は、
ク
ラ
イ
シ
ュ
族
が
そ
の
家
（
130）を
巡
礼
す
る
お
方、
埋
葬
さ
れ
て
い
る
死
者
（
131）
の
た
め
に
生
き
て
い
る
者
た
ち
が
手
綱
を
向
か
わ
せ
る
墓、
壁
龕
と
油
に
喩
え
ら
れ
た
光
（
132）に
か
け
て
誓
っ
た。
お
お、
そ
の
訪
問
が
//p.083// 高
き
望
み
で
あ
り
豊
か
な
恵
み
で
あ
り
周
囲
を
取
り
巻
く
優
し
さ
で
あ
る
愛
し
き
人
よ、
も
し
も
私
が
若
さ
と
あ
な
た
の
訪
問
を﹇い
ず
れ
か﹈
選
ぶ
と
し
よ
う。
若
さ
と
は、
水
を
降
ら
せ、
作
物
を
富
ま
せ、
ほ
の
め
か
し
と
仕
草
を
も
っ
て
ふ
く
よ
か
な
女
性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と、
星
々
の
瞳
に
ま
で
愛
を
さ
さ
や
く。
白
髪
が
髪
の
房
の
生
け
垣
を
訪
れ
る
こ
と
な
く、
あ
る
い
は
白
髪
が
若
さ
の
漆
黒
の
中
で
白
髪
の
灯
芯
に
火
を
灯
す
こ
と
な
く、
白
髪
が
ハ
バ
シ
ュ
人
（
133）や
若
さ
の
共
同
体
で
は
な
く
白
髪
の
宗
徒
の
中
で
白
衣
を
纏
う
者
（
134）を
支
え
る
こ
と
は
な
い
ほ
ど
の﹇若
さ﹈
。
ま
た
若
さ
の
時
間
は
そ
よ
風
に
し
て
愉
悦、
穏
や
か
さ
の
中
に
朝
な
夕
な
に
訪
れ
る
地、
無
邪
気
な
大
騒
ぎ、
ま
じ
な
い
に
し
て
傷、
選
び
と
り
切
り
開
い
て
い
く
こ
と、
喜
び
に
満
ち
た
胸、
喜
び
が
後
に
続
く
幸
せ。
あ
な
た
の
訪
問
は、
手
綱
を
放
ち、
目
覚
め
と
ま
ど
ろ
み
の
楽
し
み
を
与
え
ら
れ
︱︱
神
に
讃
え
あ
れ
︱︱、
ジ
ュ
ナ
イ
ド
（
135）の
禁
欲
か
ハ
サ
ン
（
136）の
放
蕩
か
の
裁
き
を
委
ね
ら
れ、
知
識
の
中
で
楽
し
み
を
与
え
ら
れ、
両
替
商
た
ち
の
手
の
中
を
満
た
し、
明
証
の
光
に
よ
っ
て
虚
飾
を
消
し
な
が
ら﹇あ
な
た
は
や
っ
て
き
た﹈
。
私
は﹇あ
な
た
の
訪
問
を
選
ば
ず
に﹈
若
さ
を
選
ぶ
こ
と
は
な
い。
た
と
え
私
が
若
さ
の
時
に
恋
い
焦
が
れ、
そ
の
値
打
ち
を﹇求
め
て﹈
疲
れ
果
て
る
ほ
ど
で
あ
り、
私
の
涙
の
雲
が
若
さ
の
名
残
故
に
わ
き
起
こ
ろ
う
と
も。
神
に
讃
え
あ
れ、
其
は
私
の
放
浪
の
熱
望
を
癒
や
し、
私
に
望
み
を
御
す
る
手
綱
を
持
た
せ、
私
の
水
と
土
と
私
の
同
年
輩
の
者
た
ち
に
似
つ
か
わ
し
い
地
位
を
も
っ
て
私
を
人
が
羨
む
よ
う
な
身
分
と
し、
既
に
私
の
飲
み
物
の
美
味
さ
に
よ
っ
て
私
の
喉
を
詰
ま
ら
せ
る
ほ
ど
与
え、
そ
の
尊
重
さ
れ
る
文
章
（
137）の
中
に
私
に
つ
い
て
の
取
る
に
足
ら
な
い
話
を
記
し
た
御
方。
私
は
こ
の﹇手
紙
を﹈
急
い
で
し
た
た
め、
//p.084// 、
乗
馬
の
休
息
所、
旅
の
終
点、
ま
も
な
く
や
っ
て
く
る
幸
運
と
出
会
う
場
所、
柔
ら
か
く
滑
ら
か
な
希
望
が
か
な
う
所
で、
あ
な
た
を
喜
ば
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う。
あ
な
た
と
い
う
癒
し
を
求
め
て
渇
き、
あ
な
た
と
い
う
衣
服
で
着
飾
り
た
い
と
思
い、
あ
な
た
と
い
う
マ
フ
ラ
種
の
ラ
ク
ダ
に
足
か
せ
を
し
た
い
と﹇望
む﹈
者
と、
そ
の
高
貴
さ
故
に
あ
な
た
の
喩
え
話
を
声
高
に
唱
え、
あ
な
た
の
よ
う
な
人
間
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
を
与
え
る
主
人
か
ら、
あ
な
た
が
何
を
望
も
う
と
も、
あ
な
た
は
情
報
を
真
実
と
知
る
こ
と
と
な
る
で
し
ょ
う。
あ
な
た
の
素
晴
ら
し
き
栄
光﹇故
に﹈
も
は
や
砂
漠
へ
出
る
必
要
は
な
い
で
し
ょ
う。
お
お、
そ
の
出
会
い
は
海
の
向
う
か
ら
き
た。
平
安あれ。
︻ナスル朝への出仕︼　
翌
日
私
は
そ
の
町（グ
ラ
ナ
ダ）
へ
向
か
っ
た。
そ
れ
は﹇七﹈
六
四
年
ラ
ビ
ー
ウ・
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アウワル月八日／一三六二年一二月二六日であった。既にスルターン（ムハンマド五世）は私の到着を喜び、私のために彼の宮殿の一室を居室として家具
と
調
度
品
付
で
準
備
し
て
い
た。
彼
は
愛
情
を
込
め、
敬
意
を
示
し、
好
誼
に
報
い
て、彼の近習を騎乗させて私を迎えるためによこした。それから私は彼に会いに行き、彼はそれに相応しい所作で私に面会し 。そして彼は私に名誉の衣を授け 私は﹇彼のもとを﹈辞した。ワズィールのイブン・ハティーブが出てきて私を私の宿泊場所へ送り届けた。その後スルターンは私を自分 マジ
ュ
リ
ス
の
人
々
の
上
席
に
配
し、
私
を
彼
の
部
屋
に
親
し
く
通
う
間
柄
と
し、
ス
ル
ターンが馬で外出する時も付き添い し、彼がお気に入りの者たちの 室を訪れる時もともに食事 し 冗談を言い合い、談笑する相手とするほど私を寵愛した。私はこのよう 彼の とで過ごしたのである　﹇七﹈
六
五
年
／
一
三
六
三
− 四
年、
私
は
ス
ル
タ
ー
ン
の
も
と
か
ら「異
教
徒（キ
リス
ト教徒）の王」で当時のカスティーリャ王、アルフォンソ﹇一一世﹈の
息
子
ペ
ド
ロ・
イ
ブ
ン・
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ（ペ
ド
ロ
一
世）
（
138）の
も
と
へ、
ペ
ド
ロ
一
世
と「対
岸」
（マ
グ
リ
ブ）
の
諸
国
の
王
と
の
間
で
の
和
約
締
結
の
た
め
に、
絹
の
衣
服
や重い黄金の鞍をつけた何頭もの良血の名馬といった豪華な贈物を持って旅した。そして私はセビーリャで「異教徒 王」 会った。また私は当地にる
私
の
先
祖
の
屋
敷
跡
を
目
に
し
た
（
139）。
//p.085// ペ
ド
ロ
一
世
は
こ
の
上
な
い
厚
遇
で
私を名誉をもって遇し、私がいることに満足の意を表した。彼は我々の先祖のセビーリャにおける昔日の様を知っていた。また彼のもとで医学 天文学の
先
達
で
あ
る
彼
の
医
者
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム・
イ
ブ
ン・
ザ
ル
ザ
ル
（
140）
が私を誉め称えた。彼はかつ ﹇マリーン朝﹈スルターン・アブー・イナーンのマジュリスで私に会ったことがあるが、アブー・イナーンが彼の診察を受けるためにこの時アンダルスのイブン
・アフマルの王宮にいた彼を呼び寄
せ
て
い
た
の
で
あ
る。
そ
の
後
イ
ブ
ン・
ザ
ル
ザ
ル
は、
﹇ナ
ス
ル
朝
の﹈
国
事
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
リ
ド
ワ
ー
ン
の
死
後
（
141）、「異
教
徒
の
王」
の
も
と
へ
移
住
し、
彼
の
も
と
に
留
ま
っ
た。
「異
教
徒
の
王」
は
彼
を
彼
の
医
師
た
ち
の
中
に
配
し
た。
私
が
異
教
徒の王のもとを訪れたとき、イブン・ザルザルは彼のもとで私を誉め称えたので、その時「異教徒の王」は私に彼のもとに留まることを要求し、彼の王朝の貴族たち 手にあった、セビーリャの私の先祖の遺産を私に返却す と言った。私は彼 機嫌を損ねないようにしながらそれ 辞退 た。彼は上機嫌のままでおり ついに私が彼のもとを離れることとなった。彼は 食料と
乗
用
獣
を
与
え、
特
に
黄
金
の
重
い
鞍
と
轡
を
備
え
た
俊
敏
な
雌
騾
馬
を
私
に
与
え
た。私はそれら二つ（鞍と轡）をスルターンへの贈物とした。スルターンは私にグラナダの草原の灌漑地にあるイルビーラ村を与え、その村について授与文書を書いた。そ
の記述は…
（
142）
　
と
こ
ろ
で、
私
が﹇グ
ラ
ナ
ダ
へ﹈
到
着
し
て
五
日
目、
私
は
預
言
者
生
誕
祭
（
143）に
出
席
し
た。
そ
れ
は
マ
グ
リ
ブ
の
王
た
ち
に
倣
っ
た
も
の
で、
宴
席
を
設
け
人
々
を
招
き、
詩
人
た
ち
が
詩
を
朗
唱
す
る
中
で
祝
わ
れ
た。
私
も
そ
の
夜、
﹇以
下
の﹈
詩
を
朗
唱した。
あの思い出の場所よ永遠なれ。それはかつて私に命を与えた。　
涙の滴りにより、その地を潤すものの、私の渇きは深まるばかり。
げに彼らの天幕は、私の天幕から遠くなってしまった。　
彼らは私を残し去ってしまった。心は彼らの宿営跡に残されたまま。
私は堪え忍ぼうとし続けた。彼らのいなくなった後、　
堪え忍ぶ心は消えてしまったけれども
私は彼のことを痕跡に尋ね続けたが、私に囁きを返してはくれない。　
//p.086//
﹇私は熱望のあまりあの人々の似姿を描き、それに口づけをする。　
いかようにか。思いは彼らに近づくものの、彼らと私は遠いまま。
﹈
﹇情熱は私から全ての真珠を奪い、　
私の心は頼りな
くその上に乗ったまま。
﹈（
144）
あの人たちのいなくなった後、 の瞼は彼らの住処に涙を注ぐ。　
その涙は黒き廃虚の上に止まる。
心は愛を呼び掛ける他にすることがあったろう、　
もし私の心が私にあの人たちを忘れるよう訴えていてくれたならば。
我らが愛する者たちよ、あなた方は再会の約束を思い出すだろうか。　
あなた方の息吹が私に命を与えるだろ か。
私と幻影
（
145）のもとに訪問者が通うことはなく、
　
凪いでしまったそよ風が私を癒すこと ない。
おおナジュドの人々よ、ナジュドとその住人には美はない。　
天国の楽園と大き 瞳の乙女たちを除いては。
あなた方は知っているか、あなたがたの記憶が去 ことはないことを。　
数々の掌が私の向きを変えるように、私が向きを変えなければ。
あなた方の地の方向に稲妻を見、思い焦がれて私 心はかき乱される。
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もしあなた方がいなければ、それが心をかき乱すこともないのに。
おお、遠く離れている人よ、望みがあなたを私の心に近づける。　
まさにあなたが私に囁くほどの近さにあると思ってしまうほどに。
私の心はあなたへの愛故にあなた以外を忘れさせてしまった。　
そしてどんなときも私があなたを忘れてしまうことはない。
歳月を経て、あなたは私の思い出を忘れてしまったとお分かりか。　
おお、日々がたっても私が思い出を忘れることのなかった人よ。
　
またその中には、スルターンが宮殿と宮殿の間に自ら坐すために建設した
イーワーン
（
146）を描写した部分がある。
工房、そこから幸運のもとに護られる場所が作り出された。　
時が扉をたたいてその建物を朽ち果 させることはない。
視線がさ迷う城、　
あなたを喜ばせる形と色に魅惑されて。
//p.087//
ペルシア王のイーワーン
（
147）なにするものぞ。
　
あなたのいと高き大広間はあれらのイーワーンよりも偉大で
ある。
ダマスカスもその住居も捨て置くのだ。何故ならこのあなたの宮殿　「ジャイルーンの諸門よりも心に望ましい」
（
148）。
　
ま
た
そ
の
中
に
は、
「対
岸」
（マ
グ
リ
ブ）
か
ら
私
が
離
れ
る
際
の
い
き
さ
つ
（
149）に
ついてほのめかした部分がある。
私についてあの連中に誰ぞ知らせてくれまいか。彼らは私の愛を捨て、　
彼らの保護は失われた。彼らは私を蔑ろにした。そんな連中に。
私がいと高きものを求めて安全な場所へ逃げ込んだということを。　
その住居は良き知らせをもって私を長命させてくれそうだ。
私は立ち去り、彼らと離れ 後には私が不平を言う時間はないし、　
私について不平を言う敵対者に会うこともなくなっ と うことを。
また、夜な夜な の約束に背く女のごとき者もおらず、　
ために私が恐れと恥辱ばかりに眼を向けることもないということを。
　　 　　 　　　
（中略）
私の日々には水を与えられ、糧を与え れた。
　
その日々の中で私の両手は欺かれ
ることのない幸運をつかんだ。
私はその日々の中から約束がすぐ果たされる時間を望み、　
また私を苦しめることのない寛大な御方を欲す。
その日々から生まれた詩をどうぞ！知恵が含まれ、　
香草のひだに花々がくるまれているかのような。
詩は真珠のように輝く、もし磨かれるならば。　
もし朗唱されれば、それは庭園のそよ風にのってあなた 称える。
その日々の中で、私は詩のあらゆる破調の技に取り組んだ。　
もし幸いなるあなたがおられなければ、そ が にぴたりとはまる
　
ことはまずありえなかっただろう。
詩について考えられないのだ、　
胸の内に隠された、全ての悲しみが考えを乱すので。
//p.088//
しかし、詩の破調の技は幸いなるあなたのお陰で私に対して身を屈し、　
私はそれを格調高さと装飾をもって使いこなした
あなたが安全で穏やかなる時をずっと過ごされますように。　
あなたの王権がとこしえに勝利と力に恵まれますよう 。
　
私
は
ま
た、
﹇七﹈
六
五
／
一
三
六
三
− 四
年
に、
ス
ル
タ
ー
ン
の
息
子
た
ち
の
割
礼
式と、その時息子たちのために開催され、アンダルスの諸地方から広く招待客が招かれた宴席において、詩を朗唱した。その内私が覚えているのは以下の部分だけである。
もし涙と嗚咽がなければ、焦がれる想いは消え去るはずなのに。　
記憶はよみがえる度に、情熱を新たにする。
心は約束が果たされること以外を拒む。　
たとえ天幕は遠くなり、愛しき人は離れていったとしても。
旅立ちの後、心は私を離れて神のもとにある。　
約束を思い出して心 高ぶる。
もし夜旅すれば、幻影
（
150）が眠りを妨げる。
　
そして突風と強風が臓腑を燃え立たせる。
我が二人の友よ、あなた方が助けてくれなければ、悲嘆が私を呼ぶ。　
さすれば私はそれに応えてしまう。
廃墟の上でこの悲 みの限りはまだ尽きないのか。
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私の涙はやがて溢れ流れ出る。
友よ、泣いている私を咎めるなかれ。　
涙の中に私の最期の息吹は溶けていくのだから。
　
またその一部に、スルターンの息子が怖じ気付くことなく割礼式に臨んだ
ことを﹇詠んだ部分がある﹈
。
そして彼はそこから儀式へ向かった。そのことを躊躇うこともなく、　
ことにあたって怯える軟弱者と違い。
彼は行った、あたかも剣が戦いから飛び出したように。　
彼の美装は鮮やかであり、剣は色を帯びている。
//p.089//
その証をもたらしたのは、あなたから受け継いだ美徳と気質。　
それは最上の栄光 溶けあ いる。
　
またその一部に、彼の二人の息子を称えた部分がある。
彼ら二人は、神の導きに従って昇りゆく太陽と月。　
驚くべき勝利の徴とともに。
二人は戦いの中の二筋の流星、雨 降らさんばかりの二つの雲。　
二人から高貴さが流れ出て、降り注ぐ。
二人は気前よく広げられる両手。　
両手から溢れ出る惜しみなき流れは二人
を栄光へ押し上げる。
　
またこの年の高貴なる預言者生誕祭の夜、私は﹇以下 詩を﹈詠んだ。
幻影は繰り返し現れはするが、それは実態 ないもの。　
私は挨拶する幻影に会うけれど、私のもとには一体誰がいるのか
もし私のためになるならば、私 幻影に導きを求め だろうに。　
もしそれが渇きを癒すならば、私は瞼に雨乞いをするだろうに。
しかし幻影は嘘つきであ 、　
どん欲にも心を願望の虜とする。
おお我が二人の親友よ、その愛は痛みであり、　
その痛みに不平を言えば、隠された心は露になる。
私の心のために約束をとりつけてくれ、　
東風の息吹と砂丘のガゼルと護られた砂地のバーンの木
（
151）より。
まことに、渇望は渇望を呼ぶ。　
ゆえに渇望は収まったり高まったりしても、私の愛はそのままだ。
私は全てを忘れて気を紛らわそうとするものの、　
悲嘆ゆえに私は先へ進めない。
鳴き声のみが残る、彼女たちが見捨てた廃墟は誰のものであるのか。　
歌がその
廃虚に響き渡る。
私はそこで愛のしるしに気づいた、廃墟は変わり果てていた れども。　
私は注意深く辿りながらその徴のもとに立ち寄った。
//p.090//
渇望する者は荒れ果てたその天幕をしばしば訪れる。　
しかし彼は天幕の跡を想像の産物と気づく。
その晩あの御方が訪れた。二人の間でその夜は、　
輝きながら路傍を照らした。
彼は私へ古の約束を思い起こさせた。　
私が理解するように、 がさまざまな時代 記憶を示すかのように。
私は図らずも心の底から恐れ震える己の姿に驚き、　
物陰で泣くと、あの御方は微笑んだ。
私は涙の杯で夜通しあの御方の きを癒し、　
あの御方は﹇神の﹈ご加護について夜通し私に話し続けた。
私はあの御方と握手をした、竈
（
152）のある天幕の跡を離れて。
　﹇かつて﹈私はそこで若々しい衣を身にまとっていた。その天幕での私の約束。それはガゼルを若い娘たちへと近づけ、　その地平において若い娘たちを星々のもとへと昇
らせる。
私はその家を懐かしむ、そこは愛が私を導いたところ。　
だが諸国を行く私の鞍はナジュドを行き、ティハーマを行く
（
153）。
　﹇私
の
グ
ラ
ナ
ダ
滞
在
は﹈
す
べ
て
が
落
ち
着
き、
屋
敷
も
静
け
さ
を
保
っ
た。
ス
ル
タ
ー
ン
か
ら
は
満
足
と
厚
誼
の
意
が
示
さ
れ
た。
﹇そ
う
な
る
と﹈
家
族
へ
の
懐
か
し
さ
と思い出が増した。すると、スルターンは、コンスタンティーヌで故郷から離
れ
て
心
細
い
思
い
を
し
て
い
た
私
の
家
族
を、
﹇グ
ラ
ナ
ダ
へ﹈
呼
び
よ
せ
る
よ
う
に
命じた。
﹇その時までに﹈私の家族を連れてトレムセンに来ていた者に、
﹇ス
ルターンは﹈家族の消息を求めて手紙を送っていた。ついで、アルメリアの
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艦隊司令官に命令を出した。そこで、司令官は、彼の艦隊で、海を渡って私の家族を護って連れてくるために出かけた。そして彼らはアルメリアに落ち着いた。私はスルターンの許可を得て、家族を出迎えた。彼らのために住居と果樹園と農園、そして日常の暮らしすべての必要品を整えた後、彼らとともに王都（グラナダ）にやってきた。　
町に近づいて来たときに、ワズィールのイブン・ハティーブが書状をよこ
し
て
き
た。
﹇そ
れ
よ
り
前
に﹈
私
は
王
都
に
入
る
こ
と
に
つ
い
て
彼
の
許
し
を
求
め
る
こ
と
と、
彼
の
様
子
に
つ
い
て
私
が
思
っ
て
い
る
こ
と
を
書
状
に
書
い
て
い
た。
//
p.091//　貴
兄
（
154）、
あ
な
た
が
こ
の
安
全
な
町
に
吉
鳥
を
連
れ
て
こ
ら
れ
ま
す
よ
う
に（あ
な
た
が
こ
の
国
に
幸
運
を
も
た
ら
す
よ
う
に）
。
そ
し
て、
ご
子
息
た
ち
に
夫
婦
の
愛
を
示
し、
ま
た﹇皆
様﹈
睦
ま
じ
く
お
過
ご
し
下
さ
い。
そ
し
て﹇こ
れ
か
ら
の﹈
長
い
年
月にわたって、
﹇神の﹈喜びが与えられますように。
　
私
は、
お
目
に
か
か
る
時
が
近
づ
い
て
い
る
こ
と、
﹇あ
な
た
た
ち
の﹈
お
訪
ね
く
だ
さ
る
の
が
近
い
こ
と、
﹇私
た
ち
双
方
の
距
離
の﹈
遠
さ
が
消
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と、
そ
し
て、
あ
な
た
の
お
屋
敷
が
近
く
に
な
る
こ
と
を
告
げ
る
手
紙
を
受
け
取
り
ま
した。　﹇お
手
紙
の
中
で﹈
貴
兄
は、
ス
ル
タ
ー
ン
陛
下
に
お
目
に
か
か
る﹇の
は
い
つ
が
い
い
か
と
い
う﹈
こ
と
に
つ
い
て、
私
の
考
え
を
お
尋
ね
に
な
り
ま
し
た。
実
際、
貴
兄
は﹇宮
廷
に
お
け
る﹈
謁
見
の
た
め
の
集
会
（
155）の
時
刻
に、
宮
殿
に
お
出
か
け
に
な
る
の
が
い
い
で
し
ょ
う。
集
会
に
集
ま
る
人
た
ち
が、
﹇謁
見
の
集
会
の
後﹈
外
に
出
て
し
ま
わ
な
い
う
ち
に、
そ
し
て
集
会
の
偉
大
な
輝
き
が
失
わ
れ
て
し
ま
わ
な
い
う
ち
に、
おいでになるのがいいでしょう。　
そ
の
集
会
の
後、
あ
な
た
の
家
族
を、
彼
ら
の
滞
在
の
場
に、
幸
福
が﹇そ
こ
を﹈
訪
れ、
ご
家
族
が
選
ぶ
前
に、
幸
運
が
選
ん
だ﹇滞
在
の﹈
場
所
に
お
連
れ
に
な
る
と
いいでしょう。
﹇あなたに﹈平安がありますように。
︻グラナダからの出立︼　
そ
の
後
間
も
な
く、
敵
ど
も
や
誹
謗
中
傷
の
徒
は、
ワ
ズ
ィ
ー
ル・
イ
ブ
ン・
ハ
ティーブに、私がスルターンと親しく、スルターンが私を身びいきしていると
吹
き
込
ん
だ。
そ
し
て
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
の
嫉
妬
を
た
っ
ぷ
り
と
か
き
立
て
た。
その結果、イ ン・ハティーブは気分を害してしまった。彼は王朝において
権力を独占しており、王朝の諸事の全てを彼の力で動かしていたにもかかわらず、私は彼から﹇私に対して﹈心を閉じたという臭い﹇空気﹈を嗅ぎ取った。　﹇ち
ょ
う
ど﹈
そ
の
頃、
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
の
支
配
者
の
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ドゥッラーから 七六五年のラマダーン月／一三六四年六月にその地を占領したことと、彼の許へ私を呼び寄せたいという内容 書状が私 もとに届いた。それで私はスルターン・イブン・アフマルに、アブー・アブドゥッラーのところへ旅立つ許しを願い出た。私はイブン・アフマルには、イブン・ハテ
ィ
ー
ブ
の
こ
と
は、
﹇こ
れ
ま
で
の﹈
彼
の
友
情
を
護
る
た
め
に
話
さ
ず
に
お
い
た。
彼（イ
ブ
ン・
ア
フ
マ
ル）
は
こ
の
こ
と（私
の
出
立
の
願
い）
で
落
胆
し
た
が、
﹇結
局﹈私の願いを聞き入れてくれた。彼は﹇私に﹈別れを告げ、旅の携行品を持たせてくれた。ワズィール・イブン・ハティー の起草になる、見送り状が私のために書かれた。
﹇以下が﹈その文面である。
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こ
れ﹇こ
の
書
状﹈
は、
﹇こ
の
書
状
の
持
参
者
に
対
し﹈
旅
の
保
護
を
与
え
る
こ
と
と、
旅
を
進
め
さ
せ
る
こ
と、
敬
意
を
払
い
丁
重
に
扱
う
こ
と
を
保
証
す
る
明
白
で
高
貴
な
も
の
で
あ
る。
そ
し
て
ま
た、
こ
れ
は、
良
き
行
為
の
た
め
の
封
印
で
あ
り、
良
き
こ
と
を
完
全
に
な
す
者
に
対
し
て
の
も
の
で
あ
り、
美
に
お
い
て
優
り、
美
に
満
ち
溢
れ
る
喜
び
を
も
っ
て、
こ
の
書
状
を
託
さ
れ
た
者
の
た
め
に、
賞
賛
を
与
え
る
も
の
で
あ
る。
も
し﹇こ
の
書
状
の
持
参
者
が﹈
遠
方
に
行
っ
た
後
に
戻
り
た
い
と
思
え
ば、
あ
る
い
は、
出
発
す
る
よ
り
も
滞
在
す
る
方
が
い
い
と
は
っ
き
り
言
う
の
で
あ
れ
ば、
﹇どちらでも﹈受け入れられることを告げている。　
我
ら
の
主
人「ム
ス
リ
ム
た
ち
の
長」
（
156）で
あ
る（ナ
ス
ル
朝
ス
ル
タ
ー
ン
の）
ア
ブ
ー・
ワ
リ
ー
ド・
イ
ブ
ン・
ナ
ス
ル
（
157）の
孫
で、
我
ら
の
主
人
に
し
て「ム
ス
リ
ム
た
ち
の
司
令
官」
の
ア
ブ
ー・
ハ
ッ
ジ
ャ
ー
ジ
ュ
の
息
子
で
あ
る
ア
ミ
ー
ル・
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
ム
ハ
ン
マ
ド（イ
ブ
ン・
ア
フ
マ
ル）
が、
彼
自
身
の
必
要
と
判
断
に
よ
り、
こ
れ（こ
の
書
状
に
書
か
れ
た
こ
と）
を
命
じ、
実
行
す
る
も
の
で
あ
る。
神
よ、
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
ム
ハ
ン
マ
ド
の
命
令
を
支
え、
彼
の
勝
利
を
強
め、彼の名声を高め給え。　
こ
の
書
状
は、
（ア
ミ
ー
ル）
ア
ブ
ー
（
158）・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
ム
ハ
ン
マ
ド
の
友
で
あ
り
仲
間
で
あ
り、
人
々
に
愛
さ
れ、
強
い
影
響
力
を
持
ち、
﹇ス
ル
タ
ー
ン
の﹈
お
側
に
呼
ば
れ
る、
も
っ
と
も
好
ま
れ
愛
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
り、
尊
敬
す
べ
き
法
学
者
で
あ
り、
比
類
な
き
第
一
人
者
で
あ
り、
指
導
者
で
あ
り
旗
印
で
あ
り、
優
れ
た
完
全
な
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者
で
あ
り、
地
位
高
く
高
名
で、
も
っ
と
も
傑
出
し
も
っ
と
も
満
ち
足
り
た
者
で
あ
り、
も
っ
と
も
誠
実
に
し
て
も
っ
と
も
純
粋
で
あ
る
ア
ブ
ー・
ザ
イ
ド・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マーン（イブン・ハルドゥーン）のため﹇に書かれたもの﹈である。　
彼、
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
は、
尊
敬
す
べ
き
シ
ャ
イ
フ
で
あ
り、
高
貴
の
血
筋
を
持
ち、
高
い
地
位
に
あ
っ
て
敬
わ
れ
る
法
学
者
で
あ
り、
比
類
な
く
高
名
な
第
一
人
者
で
あ
り、
も
っ
と
も
優
れ
て
完
全
な
者
で
あ
り、
尊
敬
さ
れ
た
故
ア
ブ
ー・
ヤ
フ
ヤ
ー・
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル
の
息
子
で
あ
る。
こ
の
ア
ブ
ー・
ヤ
フ
ヤ
ー
は、
尊
敬
す
べ
き
偉
大
な
シ
ャ
イ
フ
に
し
て、
地
位
高
く
栄
光
に
満
ち、
人
々
に
愛
さ
れ
た
将
軍
で
あ
り、
敬
わ
れ
尊ばれた
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
家
の
故
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
の
息
子
で
ある。　
神
よ、
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
た
め
に、
幸
福
の
も
ろ
も
ろ
の
絆
を
結
び
つ
け、
神
の
恩
寵
を
も
っ
て、
神
が
も
っ
と
も
強
く
お
望
み
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
ま
で
彼
を
達せしめ給え。　﹇こ
の
書
状
に
お
い
て﹈
ス
ル
タ
ー
ン
︱︱
神
よ、
彼
を
支
え
給
え
︱︱
は、
自
ら
が
抱
い
て
い
る、
賞
賛
さ
る
べ
き
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
に
つ
い
て
の
自
ら
の
立
派
な
考
え
を、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
し
な
く
て
も
い
い
に
も
か
か
わ
ら
ず、
広
く
知
ら
し
め
た。
尊
敬
さ
れ
る
人
々
や、
学
者（ウ
ラ
マ
ー）
た
ち
や、
指
導
者
た
ち
や、
名
士
た
ち
間
の、
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
名
声
に
つ
い
て、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
形
で、
明
瞭
に
表
現
し
て
い
る。
ま
た、
﹇ス
ル
タ
ー
ン
は﹈
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
敬
虔
な
意
図
と
優
れ
た
性
質
に、
常
に
満
足
し
て
い
た
こ
と
を
讃
え
て
お
ら
れ
る。
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
が、
堅
固
な
建
物
の
偉
大
さ（安
全
な
場
所）
に
到
着
し
た
よ
う
に、
ス
ル
タ
ー
ン
の
門（宮
廷）
に
着
き、
高
い
地
位
と
尊
敬
す
べ
き
立
場
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
居
場
所
に
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
が
落
ち
着
い
て
以
来、
彼
が
故
郷
を
目
指
す
こ
と
︱︱
神
よ、
幸
運
と
安
全、
そ
し
て
神
の
ご
保
護
の
蔭
に
守
ら
れ
て、
彼
に
そ
の
こ
と
を
達
成
さ
せ
給
え
︱︱
を
決
心
し
た
時
ま
で﹇の
間
に
ス
ル
タ
ー
ン
が
彼
に
ついて考えてきたことを明らかにしている﹈
。
//p.093//
　﹇
ス
ル
タ
ー
ン
が
こ
の
よ
う
な
書
状
を
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
に
与
え
た
の
は、
﹈
目
に
見
え
る
こ
と
に
つ
い
て
の
知
ら
せ
を
越
え
る
喜
び
を
得
た
後
の
こ
と
で
あ
り、
そ
し
て
ま
た、
﹇ス
ル
タ
ー
ン
が﹈
可
能
な
限
り
彼（イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン）
を
丁
重
に
扱
い、
そ
し
て
そ
れ
か
ら、
魂
が
自
然
に
引
き
付
け
ら
れ
る﹇思
い
出
の﹈
場
所
や
父
祖
の
地
へ
の
憧
れ
に
つ
い
て
の
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
申
し
立
て
を﹇ス
ル
タ
ー
ン
が﹈
受
け
入
れ
た
後
の
こ
と
で
あ
る。
そ
し
て
ま
た、
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
に
気
高
い
誉
を
惜
し
む
こ
と
な
く
与
え、
彼
か
ら
好
意
の
面おもて
を
隠
さ
ね
ぬ
う
ち
に、
そ
し
て、
彼
に
指
導
者
と
使
節
の
役
目
を
与
え、
助
言﹇を
求
め
る
こ
と﹈
に
よ
り
彼
を
信
頼
で
き
る
側
近
と
認
め、
寵
愛
を
与
え、
自
ら
の
側
に
仕
え
さ
せ
る
と
い
う、
も
っ
と
も
輝
か
し
い﹇恩
寵
の﹈
徴
を
彼
に
ま
と
わ
せ、
御
前
の
彼
の
地
位
を、
彼
と
同
じ
立
場
に
あ
る
者
に
相
応
し
い
徴
に
よ
っ
て
意
味
さ
れ
る
も
の
と
し
た
後
の
こ
と
で
ある。　
そ
れ
か
ら、
ス
ル
タ
ー
ン
は、
見
送
り
の
た
め
に
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
出
立
に
同
行
し
た。
﹇そ
の
見
送
り
は﹈
ス
ル
タ
ー
ン
が
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
で
お
り、
そ
し
て
考
え
う
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
か
ら、
良
い
こ
と﹇だ
け﹈
を
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
た
め
に
集
め
て
や
り（で
き
る
限
り
の
こ
と
を
彼
に
し
て
や
り）
、
さ
ら
に﹇ス
ル
タ
ー
ン
は、
自
分
の
こ
と
を﹈
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
彼
の
手
の
小
指
に
糸
を
巻
い
た
り、
聞
く
人
や
あ
る
い
は
見
る
人
の
保
証（そ
の
場
に
い
て、
別
れ
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
て
い
た
人
た
ち
全
て
の
人
が
分
か
る
よ
う
な
保
証）
を
彼
に
与
え
た。
そ
し
て、
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
が
望
み
を
満
た
し、
旅
へ
の
熱
望
が
叶
え
ら
れ
た
後
に、
あ
る
い
は
良
い
約
束
と
友
情
へ
の
憧
れ
が
彼
か
ら
消
え
去
っ
た
後
に
も、
彼
（イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン）
が
後
頭
部
の
動
脈（首）
を
こ
の
国
の
方
へ
回
ら
せ
た
時
（う
し
ろ
を
振
り
返
っ
た
時）
は
い
つ
で
も、
彼
へ
の﹇彼
に
幸
せ
を
感
じ
さ
せ
る﹈
気
遣
い
は
満
た
さ
れ、
満
足
と
歓
迎
の
門
は
開
か
れ、
ス
ル
タ
ー
ン
が
彼
に
約
束
し
た
恩
寵と親切がかなえられるのである。　
ス
ル
タ
ー
ン
の
よ
う
な
人
に
お
け
る、
親
し
い
人
た
ち
を
褒
め
称
え
る
意
図
は、
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
し、
高
貴
な
信
頼
も
移
ろ
わ
な
い
し、
最
後
の
状
況
が
最
初
を
消
し去ることもない（初めに言ったことを後から取り消すことはない）
。
　
さ
ら
に、
彼（イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン）
が
清
い
水
を
望
ん
だ
と
き、
彼
の
弱
い
ところを閉じさせ、
﹇戻って﹈来させしめよ。
　
陸
で
も
海
で
も、
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
こ
と
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
将
軍
た
ち
や
シ
ャ
イ
フ
た
ち
や、
役
人
た
ち
は
誰
で
も、
役
職
や
位
階
の
異
な
る
こ
と
や、
立
場
や
関
係
の
違
い
に
か
か
わ
ら
ず、
彼
が
必
要
と
す
る、
旅
の
警
護、
投
宿、
援
助、
歓
迎、
面
倒
を
見
る
こ
と
な
ど
す
べ
て
に
お
い
て、
こ
の﹇私
の﹈
信
認
状
が
正
当
に
要求することを知るべきである。　
目
的
が
達
成
さ
れ、
こ
の
必
要
に
し
て
義
務
と
し
て
課
さ
れ
た
命
令
が、
守
ら
れ
る
ことにより、神の強さと力によって、成し遂げられるまで。
　
こ
の
書
状
は
七
六
六
年
ジ
ュ
マ
ー
ダ
ー・
ウ
ー
ラ
ー
月
一
九
日
／
一
三
六
五
年
二
月
一一日に書かれた。日付の後にスルターン（イブン・アフ
マル）の自筆の署
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名があり、それには「これ（書状）は真正である」とある。
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?
????????????︻アブー・アブドゥッラーのビジャーヤ攻略︼　
ビジャーヤは、ムワッヒドゥーンに属するハフス朝の支配下にある、イフ
リ
ー
キ
ヤ
の
境
域
の
町
で
あ
る。
ス
ル
タ
ー
ン
の
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル・
イ
ブ
ン・
ヤ
フ
ヤ
ー（ア
ブ
ー・
バ
ク
ル
二
世）
（
159）が
権
力
を
握
り、
独
立
し
た
権
力
を
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
で
ふ
る
い
始
め
た
と
き
に、
息
子
の
ア
ブ
ー・
ザ
カ
リ
ヤ
ー
（
160）を
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
の
町
の
支
配
者
と
し
た。
同
時
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
の
支
配
者
に
も
う
一
人
の
息
子、
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
（
161）を
任
じ
た。
ト
レ
ム
セ
ン
と
中
央
マ
グ
リ
ブ
の
王
で
あ
っ
た
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ワ
ー
ド
朝（ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝）
は、
こ
れ
ら
の
地
域
の
支
配
権
を
ア
ブー・バクル﹇二世﹈と争った。彼らアブドゥルワード朝は軍をビジャーヤに
向
け
る
と
と
も
に、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
に
対
す
る
攻
撃
も
始
め
た。
か
く
し
て、
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル﹇二
世﹈
は、
奥
マ
グ
リ
ブ
（
162）の
王
で
あ
り、
マ
リ
ー
ン
朝
の
す
べ
て
の
王
た
ち
に
勝
っ
て
い
る
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
の
援
護
に
頼
る
こ
と
に
なった。スルターン・アブー・ハサンはトレムセンに向かって進軍し、二年以上にわってその地を﹇包囲して﹈強く締め上げた後に、町を力ずくで占領し、
そ
の
支
配
者
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
を
殺
し
た。
こ
れ
は
七三七／一三三七年のことであった。かくして、ムワッヒドゥーン（ハフス朝）
は
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ワ
ー
ド
朝
が
彼
ら
に
か
け
て
い
た
重
荷﹇圧
力﹈
か
ら
解
き
放
た
れ、彼らの王朝はし かりと立てるようになったのである。　
そ
の
後、
﹇ハ
フ
ス
朝
の﹈
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ヤ
フ
ヤ
ー（ア
ブ
ー・
バ
ク
ル
二世）の息子のアブー・アブドゥッラー・ムハンマド（コンスタンティーヌの支配者）が七四〇／一三三九
− 四〇年に亡くなった。ムハンマドは七人の
息子を残したが、そ うちの最年長がアブー・ザイド ドゥッラフマ
ー
ン
（
163）で
あ
り、
次
が
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス・
ア
フ
マ
ド
（
164）で
あ
っ
た。
﹇ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル
二
世
は、
﹈
ア
ブ
ー・
ザ
イ
ド
に、
ハ
フ
ス
家
の
子
飼
い
の
家
来
の
ナ
ビ
ー
ル
（
165）の
監
督
下
で、
父
を
継
が
せ
た。
そ
の
後、
今
度
は
ア
ブ
ー・
ザ
カ
リ
ヤ
ー（ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
の
支
配
者）
が、
三
人
の
息
子
を
残
し
て
七
四
六
／
一
三
四
五
ｰ 六
年
に
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
で
死
ん
だ。
長
男
は
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
ム
ハ
ン
マ
ド
で
あ
っ
た。
﹇ハ
フ
ス
朝
の﹈
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル﹇二
世﹈
は
自
分
の
息
子
の
ア
ブ
ー・
ハ
フ
ス
（
166）を
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
を
支
配
さ
せ
る
た
め
に
派
遣
し
た。
し
か
し、
ビジャーヤの民は、アブー・ザカリヤーの息子のアブー・アブドゥッラーの方
を
好
み、
ア
ミ
ー
ル・
ウ
マ
ル
 （ア
ブ
ー・
ハ
フ
ス）
を
拒
み
彼
を
町
か
ら
追
い
出
し
た。
ス
ル
タ
ー
ン（ア
ブ
ー・
バ
ク
ル
二
世）
は
急
い
で
//p.095// こ
の
不
手
際
を
繕
お
う
と
し
て、
﹇ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
の﹈
住
民
た
ち
が
求
め
て
い
た
と
お
り、
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ドゥッラーを﹇支配者に﹈任命した
。
　
そ
の
後、
﹇ハ
フ
ス
朝﹈
ス
ル
タ
ー
ン
の
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル
が
七
四
七
／
一
三
四
六
年
の
中
頃
に
亡
く
な
っ
た。
﹇マ
リ
ー
ン
朝
ス
ル
タ
ー
ン﹈
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
は
イ
フ
リ
ー
キヤに進撃して、その地を占領した。彼はコンスタンティーヌとビジャーヤにいた﹇ハフス朝の﹈アミールたちをマグリブに追放し、その地で彼らに土地を与えた。
﹇そしてその後に﹈カイラワーンの戦いが起こったのであった。
アブー・イナーンは父のスルタ ン、アブー・ハサンを廃位 トレムセンか
ら
フ
ェ
ズ
へ
と
行
っ
た。
﹇そ
の
時﹈
彼
は
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
と
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
の
﹇ハ
フ
ス
朝
の﹈
ア
ミ
ー
ル
た
ち
を
同
行
し、
彼
ら
を
自
分
自
身
と
結
び
つ
け﹇彼
ら
と
親
し
く
し﹈
、
彼
ら
に
名
誉
を
与
え
る
こ
と
ま
で
し
た。
そ
し
て
そ
の
後、
彼
ら
を
彼
ら
の
境
域（ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
お
よ
び
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ）
へ
と
向
か
わ
せ
た。
ア
ミ
ー
ル、アブー・アブドゥッラーを一番に、次いで彼 兄弟たちを、トレムセか
ら
出
立
さ
せ
た。
ア
ブ
ー・
ザ
イ
ド
と
そ
の
兄
弟
た
ち
は
フ
ェ
ズ
か
ら
出
立
さ
せ
た。
アブー・イナーンは、彼らに、各自の領地をしっかりと支配し、その地の住民たちにス ターン・アブー・ハサンから離反するように説得させるため﹇彼らを行かせたのであった﹈
。彼らは各自の領地に到着し、その地を占領し
た。
﹇それは﹈マリーン朝が、
﹇ハフス朝﹈スルターン・アブー・バクルの息
子
の
フ
ァ
ド
ル
（
167）か
ら
奪
っ
た
地
を、
フ
ァ
ド
ル
自
身
が
マ
リ
ー
ン
朝
の
手
か
ら
奪
い
か
え
し
た
後
の
こ
と
で
あ
っ
た。
そ
し
て
そ
の
後、
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
は
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
に
定
着
し、
﹇マ
リ
ー
ン
朝
の﹈
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
が
マ
ス
ム
ー
ダ
族
の
地
の
山
中
で
死
ん
だ
後
の
七
五
三
／
一
三
五
二
年
に、
﹇息
子
の﹈
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
が
ト
レムセンに侵攻し、アブドゥルワ ド朝 諸王を打ち破り彼らを滅ぼし、マディーヤを占領した時まで、その地 留まった。　﹇一方﹈アブー・イナーンはビジャーヤを見下ろすところまで進んで来た。アミール・アブー・アブドゥッラーは彼に会うために出て
きた。アブー・ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
は、
彼
自
身
の
身
に
起
こ
っ
た、
軍
隊
や
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
と
の
戦
い
や、
税収の少なさについて﹇アブー・イナーンに﹈訴えた。そして、アブー・イナーンのために、ビジャーヤの町 ら出て明け渡した。アブー・イナーンは
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か
く
し
て
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
を
占
領
し、
彼
の
代
官
た
ち
を
そ
こ
に
置
い
た。
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
は
ア
ミ
ー
ル・
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
を
マ
グ
リ
ブ
ま
で
連
れ
て
帰
っ
た。
アブー・イナーンの許で、アブー・アブドゥッラーは、きわめて丁重に敬意を
も
っ
て
扱
わ
れ
続
け
た。
七
五
五
／
一
三
五
四
− 五
年
の
末
に、
私
が
ス
ル
タ
ー
ン・
アブー・イ ーンの許にやって来て、アブー・イナーンが私を自らの下で働くように採用した時に、私の先祖とアミール ー・アブドゥッラーの先祖
と
の
古
い
つ
な
が
り
（
168）を
思
い
出
し
て、
私
は
感
動
し
た。
そ
し
て
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
が
私
を
親
し
い
つ
き
あ
い
へ
と
誘
う
と、
私
は
直
ち
に﹇そ
の
申
し
出
を﹈
受
け
た。
ス
ル
タ
ー
ン
は
こ
の
こ
と
に
激
し
く
嫉
妬
し
た。
そ
の
後、
﹇私
た
ち
の﹈
ラ
イバルは増え、スルタ ンに訴え けた。その後、彼は病気にみまわれ、その
た
め
に
人
々
は
彼
に
悪
い
噂
を
流
し
た。
//p.096//　
彼
ら
は
ス
ル
タ
ー
ン
に、
ア
ミール・アブー・アブドゥッラーはビジャーヤへ
逃げ出そうと準備している
と
訴
え
た。
そ
し
て
ま
た、
私
が
そ
の
こ
と
に
関
し
て、
﹇ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
へ
帰
国
後
は﹈
彼が私をハージブに任ずるという約束を彼と結んだと訴えた。スルタ ンはそのこ でひどく動揺し、私たちにきびしくあたった。スルターンは 彼が亡くなるまでの約二年間、私を牢に閉じ込めた。　﹇ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
の
死
後﹈
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
が﹇マ
リ
ー
ン
朝
の
ス
ル
タ
ー
ン位を﹈継ぎ、マグリブを支配した。 は彼の枢密文書取扱役を務めた。その後、アブー・サーリムはトレムセンへ向かいその地をアブドゥルワード朝から奪い、アブー・ハンムー・ム サー・イブン・ユースフ・イ ン アブド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン・
イ
ブ
ン・
ヤ
フ
ヤ
ー・
イ
ブ
ン・
ヤ
グ
ム
ラ
ー
サ
ン
（
169）を
追
い
出
し
た。
そ
の
後
た
だ
ち
に
か
れ
は
フ
ェ
ズ
へ
戻
り、
ス
ル
タ
ー
ン、
ア
ブ
ー・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
の
孫
の
ア
ブ
ー・
ザ
イ
ヤ
ー
ン・
ム
ハ
ン
マ
ド
（
170）を
ト
レ
ム
セ
ン
の
支
配者に任命した。アブー・ハンムーがトレムセンを奪い
返すことを防ぎ、自
分（アブー・サーリム）に対して忠実であらしめるために ア ー サ リム
は
ア
ブ
ー・
ザ
イ
ヤ
ー
ン
に
資
金
と
自
分
の
一
族﹇マ
リ
ー
ン
朝
の
下
に
あ
る
者
た
ち﹈の軍を与えた。　
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に、
そ
の
当
時、
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
の
支
配
者、
﹇ハ
フ
ス
朝
の﹈
ア
ミ
ー
ル・
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
は、
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
の
許
に
い
た。
ま
た、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
の
支
配
者、
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
も
と
も
に
い
た。
﹇そ
れ
は﹈
、
以
下
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
の
後
だ
っ
た。
す
な
わ
ち、
マ
リ
ー
ン
朝
が
彼（ア
ブー・アッバース）の兄弟のアブー・ザイドをコンスタンティ ヌで続けて数年間攻撃していた。アブー・ザイドは政務の めに ナに出向いた。そ
して、そこに弟のアブー・アッバースを残してきた。すると、アブー・アッバ
ー
ス
は
兄
の
力
を
退
け
て、
﹇こ
の
町
の﹈
権
力
を
独
占
し
た。
彼
は、
マ
リ
ー
ン
朝
が
こ
の
町
を
押
さ
え
る
た
め
に
派
遣
し
た
軍
を
迎
え
う
ち、
そ
れ
を
破
り、
殲
滅
し
た。
それで、七五八／一三五
七年にスルターン（アブー・イナーン）はフェズを
発って、アブー・アッバースのところに向かった。町の住民はアブー・アッバースに背を向けてしまい、彼を見捨てた。 ブー・イナーンは彼を海路でセ
ウ
タ
へ
送
り、
そ
の
地
で
彼
を
投
獄
し
た。
﹇こ
の
状
態
は﹈
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
が
七六〇／一三五九年にアンダルスから渡ってきてセウタを占領するときまで続いた。アブ ・サーリムはアブー・アッバースを牢から解放し、彼を王宮まで連れてきて、彼に自分の町を返してやることを約束した。　
アブー・サーリムがアブー・ザイヤーンをトレムセンの支配者に任命した
時、彼の取り巻きと顧問たちは、これらのムワッヒドゥ ンの人々（ハフス家
の
王
族）
を
彼
ら
の
境
域
へ
送
る
べ
き
だ
と、
彼
に
進
言
し
た。
そ
こ
で
ア
ブ
ー・
サーリムはアブー・アブドゥッラーをビジャーヤへ送り込んだ。
﹇ところが﹈
彼の叔父のチュニスの支配者で、イブン・ターフラギーンの庇護 受け いたアブー・イスハー
クが、すでにその地（ビジャーヤ）をマリーン朝の手か
ら
奪
い
支
配
し
て
い
た。
﹇そ
う
い
う
状
況
で﹈
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
は、
ア
ブ
ー・
アッバースをコンスタンティーヌに派遣した。当時、コンスタンティーヌはマ
リ
ー
ン
族
の
有
力
者
の
一
人
（
171）に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た。
//p.097// ス
ル
タ
ー
ン、
アブー・サーリムは、アブー・アッバ スにその町を譲って町 出て行くよう
に
と、
マ
リ
ー
ン
朝
の
そ
の
有
力
者
に
書
簡
を
書
い
た。
そ
れ
で、
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
は
直
ち
に
そ
の
町
を
支
配
す
る
こ
と
に
な
っ
た。
﹇一
方﹈
ア
ミ
ー
ル、
ア
ブー・アブドゥッラーはビジャーヤへと向かった。しかし、ビジャ ヤの町への侵攻と城への攻撃は長引き、町 住民たちはスルターン・アブー・イスハ
ー
ク
と
組
ん
で、
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
に
抵
抗
し
た。
﹇そ
の
当
時﹈
こ
れ
ら
のアミールたちを彼ら 郷里へ送り込むことについて 私は名誉ある役割担
っ
た。
私
は
そ
の
大
任
を、
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
の
側
近
と
彼
の
マ
ジュリスの重臣たちとともに担った。そしてその結果、このこと 目的は遂げられた。︻ビジャーヤのハージブ職と敗北︼　
アミール・アブー・アブドゥッラーは、スルターンに就任したならば、私
を
彼
の
ハ
ー
ジ
ブ
（
172）に
任
じ
る
旨
の、
自
筆
の
手
紙
を
私
に
書
い
て
よ
こ
し
た。
ハ
ー
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ジブ職の意味は、マグリブの諸王朝にあっては、他の誰とも共有することなく、国事の全権と、スルターンと王朝の人々（臣民）の仲介﹇を行う職﹈である。私にはヤフヤーという弟がいたが、この書面を守らせるために、彼をア
ミ
ー
ル・
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
の
許
に
派
遣
し
た。
そ
れ
か
ら、
私
は
ス
ル
ターン（アブー・サーリム） ともにフェズへと戻った。その後、前にも述べたように、アンダルスへと旅立ち、ワズィール・イブン・ハティーブが気分を害し、私と彼の間の雰囲気が悪くなるまで、その地に滞在した。　
我々がこのような状況にある時、七六五年のラマダーン月／一三六四年六
月に、アミール・ ブー・アブドゥッラーが ビジャーヤを占領したという報せが届いた。アミ ル・ アブドゥッラーは私に彼 許に来るように
と
い
う
手
紙
を
書
い
て
よ
こ
し
た。
私
は
そ
う
す
る
こ
と
を
決
意
し
た。
し
か
し、
（ナスル朝の）スルターン・アブー・アブドゥッラー・イブン・アフ
マルは、
それ（私の決断）がそれ以外の理由によるとは考えなかったので、そのこと（私
の
決
断）
を
私
か
ら
聞
か
な
か
っ
た
こ
と
に
し
よ
う
と
し
た。
な
ぜ
な
ら
ば、
彼
（ス
ル
タ
ー
ン・
イ
ブ
ン・
ア
フ
マ
ル）
は
私
と
ワ
ズ
ィ
ー
ル・
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
との間に起こったことを知らなかったからである。しかし、私は自らの決意に
執
着
し、
ス
ル
タ
ー
ン
か
ら
許
可
と
親
切
さ
と
情
け
心
を
引
き
出
し
た。
か
く
し
て、
七六六／一三六五年の半ばに、私はアルメリ 海岸から船出 出航後五日
で
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
に
到
着
し
た
の
で
あ
っ
た。
//p.098// ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
の
支
配
者
の
ス
ル
ターン（アブー・アブドゥッラー）は の到着を祝ってくれた。そして、私を出迎えるために、王朝の人々を船に乗り込ませた。同地 人たちが全方向から、私の体中に触れながら、私の手に接吻しな ら、私に群れ集まってきた。まるで祭りの日のように、多くの人たち 見られる日であ 。　
それから私はスルターンのもとに到着した。
すると彼は「神があなたの命
を
護
り
給
う
よ
う
に、
あ
な
た
の
た
め
に
私
自
身
を
捧
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に」
と挨拶した。そして名誉の衣を与え 背中に掛けてくれた。 翌朝目覚めると、スルターンは王朝の人々に命じて私 部屋の扉 と ろに朝早く来させた。私は﹇さっそく﹈彼（スルターン）の支配権 かかわる仕事の任務を負うことになった。私は、彼の国事を取り仕切り、彼 権力 整えることにで
き
る
限
り
の
力
を
尽
く
し
た。
彼
は
城
の
モ
ス
ク
の
ハ
テ
ィ
ー
ブ
職
を
私
に
提
供
し
た。そのことにより、私は、早朝、国事の執行から終えた後 日中は、昼間
は
城
の
モ
ス
ク
で
教
鞭
を
と
る
こ
と
に
専
念
し
た。
﹇し
ば
ら
く﹈
こ
の
よ
う
な
状
態
を続け
　
ス
ル
タ
ー
ン
と
彼
の
従
弟
で
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
の
支
配
者
で
あ
る
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
の
間
に
は
い
さ
か
い
が
あ
っ
た﹇こ
と
を
私
は
見
出
だ
し
た﹈
。
﹇両者の﹈領域の境界地帯における、
﹇双方の﹈領民たちや役人たちの争いが
このいさかいを引
き起こした。彼らの領域に住むアラブである、リヤーフ族
に
属
す
る
ダ
ー
ウ
ー
ド
族
（
173）が、
富
を
得
ら
れ
る
き
び
し
い
戦
争
の
市
場
へ
の
売
り
込
みとして、このいさかいの火を煽り立てた。双方は毎年互いに集結して対峙し
て
い
た。
そ
し
て
七
六
六
／
一
三
六
六
年、
フ
ァ
ル
ジ
ー
ワ
（
174）に
お
い
て
衝
突
し
た。
アラブは両スルターンのそれぞれに自分たちを振り分けた。その時（アラブ系
部
族
の）
ヤ
ア
ク
ー
ブ・
イ
ブ
ン・
ア
リ
ー
（
175）は
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バースの側についていた。そしてスルターン・アブー・アブドゥッラーは敗れ、
打
ち
ひ
し
が
れ
て
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
へ
と
戻
っ
た。
そ
れ
は、
私
が、
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ドゥッラ のため 、アラブ系遊牧民たちに彼が支払った大量の資金を渡し終わった後のことであった。彼が戻ったとき、その出費で彼はすっかり貧しくなっていた。私は自分自身で、永年 税 支払いを拒否していたビジャーヤの山地のベルベル諸部族のところに出かけ 。彼らの領域に入り、そ
して
彼らから服従の代償を取り立て、結局 らから﹇徴収すべき﹈税の満額受
け
取
っ
た。
こ
の
こ
と
に
関
し
て、
私
た
ち
に
は﹇軍
勢
の﹈
助
け
と
支
援
が
あ
っ
た。　
そ
し
て
そ
の
後、
ト
レ
ム
セ
ン
の
支
配
者
は
ス
ル
タ
ー
ン（ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー）
に
使
節
を
送
り、
//p.099// ﹇彼
の
娘
と
の﹈
婚
姻
を
求
め
た。
彼（ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー）
は
そ
の
こ
と
に
同
意
し
た。
そ
れ
に
よ
っ
て、
従
弟（ア
ブ
ー・
アッバース）に対して影響を及ぼすことができる 考えたのであって娘をトレムセンの支配者に嫁がせた。　
七六七／一三六六年にアブー・アッバースは戦端を開いた。彼はビジャー
ヤの各地方に探りを入れた。そしてビジャーヤ 土地の人々 手紙のやり取り
を
し
た。
彼
ら
は
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
を、
﹇彼
が
人
々
に﹈
厳
し
い
罰
を
与
え、
ま
た
冷
酷
に
扱
う
こ
と
で
恐
れ
て
い
た。
そ
れ
で、
彼
ら
は
ア
ブー・アッバースに、 ブー・アブドゥッラーには関わらな 方がいいと返事を書い
た。
　
スルターン・アブー・アブドゥッラーは、アブー・アッバースに対抗しよ
う
と
出
撃
し
た。
そ
し
て、
リ
ー
ズ
ー
山
（
176）に、
そ
こ
に
隠
れ
る
者
の
よ
う
に、
軍
営
を
張
っ
た。
ス
ル
タ
ー
ン・
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
は、
自
分
の
軍
勢
と
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
リ
ヤ
ー
フ
族
（
177）の
ア
ラ
ブ
の
軍
勢
と
と
も
に、
イ
ブ
ン・
サ
フ
ル
と
ス
ィ
ド
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ウ
ィ
ー
ク
シ
ュ
の
諸
部
族
（
178）の
勧
め
に
乗
っ
て、
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
の
そ
の
居場所に夜襲をかけた。アブー・アッバースはアブー・アブドゥッラーを彼の
テ
ン
ト
で
襲
っ
た。
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
は
急
い
で
逃
げ
だ
し
た
が、
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
は
彼
に
追
い
つ
き
殺
し
て
し
ま
っ
た。
そ
れ
か
ら
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
は、
住
民
た
ち
と
諸
事
を
整
え
る
べ
く﹇か
ね
て
か
ら
の
約
束
ど
お
り﹈
、
ビ
ジャーヤへと向かった。　
こ
の
報
せ
が
私
に
届
い
た
時、
私
は
ス
ル
タ
ー
ン
の
城
と
諸
宮
殿
の
と
こ
ろ
に
居
た。
町の人々の一団は、私に諸事を執り行うことと、スルターンの息子たちの中の一人の若者に臣従の誓い（バイア）を行うことを求めた。しかし、私はそうすることを断った。そして、スルターン・アブー・ ッバースのところへ出て行った。すると、アブー・アッ ースは私 敬意をもって扱い、丁寧に挨拶した。私は彼 町に入れるようにした。彼は私の状況すべてを知られている通り﹇もとのとおり﹈にした。 か
し、彼のところには、私についての
誹謗や私の立場に対する警告が増えていった。このこと 知った私は そのこ
と﹇彼
の
と
こ
ろ
を
離
れ
る
こ
と﹈
に
つ
い
て
の
彼
か
ら
の
約
束
に
従
っ
て、
﹇彼
の
許を﹈出立す ことを許してくれ ように求めた。彼は待たせた挙句に許してくれた。　
私はアラブのところへ行き、ヤアクーブ・イブン・アリーのところに滞在
した。すると、スルターンは私のこ についての感情を露に出した。彼の
弟
を
捕
ら
え、
彼
を
ブ
ー
ナ
に
監
禁
し
た。
蓄
え（宝
物）
や
金
が
あ
る
と
考
え
て
我々の家屋敷を荒らしまわった。結局は、彼 考えは間違ってい　
この﹇ようなことがあった﹈後、ヤアクーブ・イブン・アリーの領地から
旅
に
出
て、
ビ
ス
ク
ラ
を
目
指
し
た。
//p.100// 私
と
そ
の
地
の
シ
ャ
イ
フ、
ア
フ
マ
ド・
イ
ブ
ン・
ユ
ー
ス
フ・
イ
ブ
ン・
ム
ズ
ニ
ー
お
よ
び
彼
の
息
子
と
の
間
に
は
誼
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る。
彼
は
私
を
大
事
に
し
て
く
れ、
敬
意
を
払
っ
て
く
れ
た。
ま
た、
か
れ
の
財
や
名
声
に
よ
っ
て、
何
か
こ
と
が
あ
る
と、
﹇私
の
た
め
に﹈
介
入
し
て﹇助
けて﹈くれた。
　︻註︼
（
1）「イブン・ハルドゥーン自伝２」
、四八頁、註四九参照。
（
2）「イブン・ハルドゥーン自伝２」
、五一頁、註九七参照。
（
3）
A
bū Z
ayd ‘A
bd al-R
aḥm
ān ibn A
bī ‘A
bd A
llāh M
uḥam
m
ad ibn A
bī Y
aḥyā A
bī B
akr. ハ
フ
ス
朝
君
主
ア
ブ
ー・
ヤ
フ
ヤ
ー・
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル
二
世
の
孫。
父
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
ム
ハ
ン
マ
ド
の
後
を
継
い
で
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
の
支
配
者
と
な
っ
た。
一
三
四
七
年
に
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
の
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
遠
征
に
よ
り
そ
の
地
位
を
奪
わ
れ
る
が、
翌
々
年
に
は
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
に
反
旗
を
翻
し
た
そ
の
子
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
に
解
放
さ
れ
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
に
戻
っ
た。
本
文
中
の
事
件
は、
部
族
間
抗
争
の
中
で
ム
ハ
ル
ヒ
ル
族
か
ら
支
援
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で、
チ
ュ
ニ
ス
に
向
け
て
出
兵
し
た
時
の
も
の
で
あ
る。
そ
の
後、
一
三
五
六
年
に
弟
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
に
よ
っ
て
コ
ン
ス
タ
ン
ティーヌを奪われ、チュニスに身を寄せた
（
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 365-366, 369-370 ）。
（
4）
A
w
lād M
uhalhil. スライ
ム族に属するアラブ遊牧民の一派。
（
5）
A
w
lād A
bī al-L
ayl. 同じくスライム族に属するアラブ遊牧民の一派。当時、この二
つ
の
部
族
は
熾
烈
な
抗
争
を
繰
り
広
げ
て
い
た
（
al-‘Ibar, vol. 6, p. 81; M
uḥam
m
ad Ḥ
asan, 
al-M
adīna w
a al-bādiya bi-Ifrīqiya fī al-‘ahd al-Ḥ
afṣī, T
unis: Jām
i‘at T
ūnis al-Ū
lā, 1999, 
pp. 116-120 ）。
（
6）
A
bū ‘A
bd A
llāh M
uḥam
m
ad ibn ‘U
m
ar. 不詳。
（
7）
basm
ala. 「慈
愛
あ
ま
ね
く
慈
悲
深
き
神
の
御
名
に
お
い
て」
と
い
う
句。
ム
ス
リ
ム
が
ク
ル
ア
ー
ン
を
読
む
と
き
に
は、
イ
ス
テ
ィ
ア
ー
ザ
（神
の
加
護
を
乞
う
句）
と
バ
ス
マ
ラ
を
唱
え
る
こ
と
が
多
い。
ま
た
宗
教
儀
礼
（浄
め、
ザ
カ
ー
ト
の
支
払
い、
犠
牲
を
捧
げ
る
と
き
な
ど）
、
生
活
行
為
（食
事、
式
辞
な
ど）
の
冒
頭
に
は
バ
ス
マ
ラ
を
唱
え
る
こ
と
が
多
い。
同
様
に
手
紙、
契
約
書、
書
類
の
最
上
部
に
は
バ
ス
マ
ラ
が
書
か
れ
る
（「バ
ス
マ
ラ」
『岩
波
イ
ス
ラーム辞典』
）。
（
8）
H
aw
w
āra. ベ
ル
ベ
ル
系
の
部
族。
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
に
よ
れ
ば、
故
地
は
ト
リ
ポ
リ
周
辺
だ
が、
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
か
ら
中
央
マ
グ
リ
ブ
に
至
る
各
地
に
広
が
っ
て
い
る。
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
の
初
期
に
は
ハ
ワ
ー
リ
ジ
ュ
派
を
奉
じ
る
者
が
多
く、
一
〇
世
紀
半
ば
に
ア
ウ
ラ
ー
ス
山
地
で
蜂
起
し
た
ア
ブ
ー・
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
の
乱
は
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
を
危
機
に
陥
れ
た。
こ
こ
で
の
ハ
ウ
ワ
ー
ラ
族
の
土
地
と
は、
チ
ュ
ニ
ス
の
南
西
マ
ジ
ャ
ル
ダ
川
と
そ
の
支
流
の
上
中
流
域
に
あ
た
る
（
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 139-144; M
uḥam
m
ad Ḥ
asan, al-m
adīna w
a al-bādiya 
bi-Ifrīqiya fī al-‘ahd al-Ḥ
afṣī, pp. 205-210; E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., A
rticle on 
“H
aw
w
āra”; 余部福三「アブー・ヤズィードによるハッワーラ族国家形成の試みと
その失敗」
『人文自然科学論集
（東京経済大学）
』一一〇、
三
− 二四頁）
。
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（
9）「イブン・ハルドゥーン自伝２」四六頁、註二三参照。
（
10）
U
bba. チ
ュ
ニ
ス
の
南
西、
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
の
東
方
の
町
（
Y
āqūt al-Ḥ
am
aw
ī, M
uʻjam
 al-
buldān, 7 vols., B
eirut: D
ār al-Ṣ
ādir, 1957, vol.1, p. 85 ）。
（
11）
m
urābiṭ. ム
ラ
ー
ビ
ト
の
原
義
は
リ
バ
ー
ト
（修
道
所）
に
こ
も
る
人。
通
常
は
ジ
ハ
ー
ド
の
兵
士
や
聖
者
を
意
味
す
る。
ム
ラ
ー
ビ
ト
と
は
最
初
は
リ
バ
ー
ト
に
拠
っ
て
ジ
ハ
ー
ド
を
行
う
兵
士
（ム
ジ
ャ
ー
ヒ
デ
ィ
ー
ン）
を
意
味
し
た。
他
方、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
初
期
の
八
世
紀
末
頃
か
ら、
リ
バ
ー
ト
に
こ
も
る
敬
虔
な
信
者
や
禁
欲
主
義
者
も
ム
ラ
ー
ビ
ト
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た。
次
第
に
軍
事
的
な
性
格
は
薄
れ、
一
二
世
紀
頃
よ
り
ム
ラ
ー
ビ
ト
は
ス
ー
フ
ィ
ー
や
聖者を意味するようになった
（「ムラービト」
『岩波イスラーム辞典』
）。
（
12）
‘A
bd al-R
aḥm
ān al-W
ashtātī. 不詳。
（
13）
Tabissa. ウ
ッ
バ
の
さ
ら
に
南
西、
現
在
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
領
の
町。
南
の
サ
ハ
ラ
方
面
に
出
るとガフサに通じる。ローマ時代の遺跡で知られる
（
Y
āqūt, M
uʻjam
 al-buldān, vol. 
2, p. 13 ）。
（
14）
M
uḥam
m
ad ibn ‘A
bdūn. この人物については、一三三七年にハフス朝君主アブー・
ヤ
フ
ヤ
ー・
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル
二
世
が
マ
リ
ー
ン
朝
と
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
の
支
援
を
得
て
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
各
地
を
平
定
し
た
際
に
も、
テ
ベ
ッ
サ
の
支
配
者
と
し
て
こ
れ
に
反
抗
し、
捕
ら
え
られている
（
al-‘Ibar, vol. 6, p. 347 ）。
（
15）
Q
afṣa. 現チュニジア南部のオアシスの町
（
al-Ḥ
im
yarī, al-R
aw
ḍ al-m
i‘ṭār fī khabar al-
aqṭār, ed. Iḥsān ‘A
bbās, B
eirut: L
ibrarie du L
iban, 1975, pp. 477-479 ）。
近
く
に
石
器
時
代の遺跡もあり、この地にちなんでカプ 文化と呼ばれ 。
（
16）「イブン・ハルドゥーン自伝２」
、四七頁、註三九参照。
（
17）
al-Z
āb. 現
在
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
東
部、
ア
ト
ラ
ス
山
脈
や
ア
ウ
ラ
ー
ス
山
地
の
南
麓
に
広
が
る
地
域。
こ
の
時
代
の
中
心
都
市
は
ビ
ス
ク
ラ。
オ
ア
シ
ス
の
町
が
連
な
る
地
域
で、
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
か
ら
中
央
マ
グ
リ
ブ
へ
至
る
重
要
な
交
通
路
で
も
あ
る
（
al-Ḥ
im
yarī, al-R
aw
ḍ al-
m
i‘ṭār, pp. 281-282 ）。
（
18）
Y
ūsuf ibn M
anṣūr ibn M
uznī. 父
マ
ン
ス
ー
ル
の
代
か
ら
ザ
ー
ブ
地
方
を
支
配
す
る
家
系
の
出
身。
一
三
二
八
− 九
年、
兄
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ワ
ー
ヒ
ド
を
殺
害
し
て
ハ
フ
ス
朝
の
宗
主
権
の
下
で
ザ
ー
ブ
地
方
の
支
配
権
を
握
っ
た。
マ
リ
ー
ン
朝
の
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
が
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
に
勢
力
を
伸
ば
す
と
こ
れ
に
服
従
し、
そ
の
子
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
の
時
代
ま
で
マ
リ
ー
ン
朝
へ
の
協
力
を
続
け
た
。
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
が
没
す
る
と
再
び
ハ
フ
ス
朝
に
服
従
し、
一
三
六
五
年に没した
（
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 409-412 ）。ムズニー家については、
「イブン・ハル
ドゥーン自伝２」
、四七頁、註三九も見よ。
（
19）
al-M
adīya. アルジェの南に位置するシャラフ川上流の町。
（
20）「イブン・ハルドゥーン自伝３」
、七一頁、註一五八参照。
（
21）
‘U
m
ar ibn ‘A
lī ibn al-W
azīr al-W
aṭṭāsī. マリーン朝の将軍。ワズィール族がムラービ
ト
朝
君
主
ア
リ
ー・
イ
ブ
ン・
ユ
ー
ス
フ
の
系
譜
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
た
め、
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
と
同
じ
サ
ン
ハ
ー
ジ
ャ
系
ベ
ル
ベ
ル
が
多
く
住
む
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
の
代
官
に
任
じ
ら
れ
た
の
だ
と
い
う。
本
文
で
後
述
す
る
よ
う
に
一
三
五
二
年
末
に
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
で
反
乱
が
生
じ
た
際
に
殺害された
（
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 266-267; vol. 7, pp. 289-290 ）。
（
22）
B
anū W
aṭṭās. ワ
ッ
タ
ー
ス
族
は
マ
リ
ー
ン
族
の
支
族。
一
五
世
紀
前
半
に
な
る
と
マ
リ
ー
ン
朝
の
実
権
を
握
る
よ
う
に
な
り、
マ
リ
ー
ン
朝
の
滅
亡
後
ま
も
な
く
し
て
フ
ェ
ズ
に
新
王
朝
を
建設した
（
Ibn al-A
ḥm
ar, R
aw
ḍat al-nisrīn fī daw
lat B
anī M
arīn, ed. ‘A
bd al-W
ahhāb ibn 
M
anṣūr, R
abat: al-M
aṭba‘a al-M
alakīya, 1991, p. 20; Jam
il M
. A
bun-N
asr, A
 H
istory of 
the M
aghrib in the Islam
ic P
eriod, C
am
bridge: C
am
bridge U
niversity P
ress, 1987, pp. 
114-115 ）。
（
23）
B
anū al-W
azīr. ワ
ッ
タ
ー
ス
族
の
支
族
で
あ
る
が、
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
に
よ
れ
ば
本
来
は
サ
ン
ハ
ー
ジ
ャ
系
部
族
が
建
て
た
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
君
主
ア
リ
ー・
イ
ブ
ン・
ユ
ー
ス
フ
に
さ
か
の
ぼ
る
系
譜
の
持
ち
主
で、
後
に
ワ
ッ
タ
ー
ス
族
の
中
に
入
っ
た
と
い
う
（
al-‘Ibar, vol. 
7, pp. 217-218 ）。
（
24）
B
iskra. 当
時
の
ザ
ー
ブ
地
方
の
中
心。
ア
ウ
ラ
ー
ス
山
地
か
ら
の
水
の
恩
恵
を
受
け
た
大
き
な
オ
ア
シ
ス
の
町
で「ナ
ツ
メ
ヤ
シ
の
ビ
ス
ク
ラ」
と
も
言
わ
れ
る
（
al-Ḥ
im
yarī, al-R
aw
ḍ 
al-m
i‘ṭār, pp. 113-114 ）。後にイブン・ハルドゥーンはこの町に住むことになる
（
al-
Ta‘rīf, pp. 102ff ）。
（
25）
m
aw
lā. 擬
制
的
な
血
縁
関
係
を
も
っ
て
有
力
者
に
個
人
的
に
従
属
す
る
者。
解
放
奴
隷
や、
自
由
人
で
あ
っ
て
も
有
力
者
の
保
護
下
に
入
っ
た
者
な
ど
を
含
む。
な
お、
同
じ
語
が
主
人
の
方を表すこともある。
（
26）
F
āriḥ. キ
リ
ス
ト
教
徒
出
身
で、
い
ず
れ
も
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
の
支
配
者
で
あ
っ
た
サ
イ
イ
ド
ゥ
ン
ナ
ー
ス
家
や
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
の
父
ア
ブ
ー・
ザ
カ
リ
ヤ
ー
に
仕
え
て
い
た。
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
の
も
と
で
は
ハ
ー
ジ
ブ
と
し
て
実
権
を
握
っ
て
い
た
（
al-‘Ibar, vol. 
6, pp. 266-267; vol. 7, pp. 289-290 ）。
（
27）
ビジャーヤは一一～一二世紀に現在のアルジェリア東部を支配したサンハージ
ャ
系
ハ
ン
マ
ー
ド
朝
の
首
都
だ
っ
た
と
こ
ろ
で、
こ
の
地
域
の
サ
ン
ハ
ー
ジ
ャ
族
は
そ
の
末
裔
で
あ
る
（
al-‘Ibar, vol. 6, p. 266 ）。
サ
ン
ハ
ー
ジ
ャ
族
に
つ
い
て
は、
「イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン自伝３」六六頁、註一〇 参照。
（
28）
Tadlis. ア
ル
ジ
ェ
と
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
す
る
地
中
海
沿
岸
の
町
（
al-Ḥ
im
yarī, 
al-R
aw
ḍ al-m
i‘ṭār, p. 132 ）。
（
29）
B
anū W
angāsin. Y
anjāsin
と
も
綴
る。
マ
リ
ー
ン
朝
の
母
体
と
な
っ
た
マ
リ
ー
ン
族
の
支
族
（
Ibn al-A
ḥm
ar, R
aw
ḍat al-nisrīn fī daw
lat B
anī M
arīn, pp. 20, 25 ）。
（
30）
Y
aḥyātan ibn ‘U
m
ar ibn ‘A
bd al-M
u’m
in. 単
に
ヤ
フ
ヤ
ー（
Y
aḥyā ）
と
綴
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る。
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
に
仕
え、
こ
の
事
件
の
対
応
の
他、
シ
ジ
ル
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マーサやジブラルタルの太守を務めている
（
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 286, 305 ）。
（
31）「イブン・ハルドゥーン自伝３」
、六四頁、註七五参照。
（
32）
al-B
aṭḥā’. ト
レ
ム
セ
ン
の
東
方
シ
ャ
ラ
フ
川
下
流
の
低
地
に
あ
る
町。
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
カ
リ
フ・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ム
ウ
ミ
ン
が、
一
一
五
七
年
に
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
遠
征
の
帰
途
で
自
分
の
身
代
わ
り
と
な
っ
て
死
ん
だ
臣
下
の
墓
と
と
も
に
建
設
し
た。
南
に
山
越
え
の
道
が
あ
り、
サ
ハ
ラ
方面へ出る際の要所となっていた
（
Ibn A
bī Z
ar‘, al-A
nīs al-m
uṭrib bi-raw
ḍ al-qirṭās fī 
akhbār m
ulūk al-M
aghrib w
a ta’rīkh m
adīnat F
ās, ed. ‘A
bd al-W
ahhāb ibn M
anṣūr, R
a-
bat, 1999, pp. 261-262 ）。
（
33）「イブン・ハルドゥーン自伝２」
、五一頁、註八七参照。
（
34）
A
bū ‘A
bd A
llāh M
uḥam
m
ad ibn Ibrāhīm
 al-Ṣ
affār al-M
arrākushī （一
三
五
九
− 六
〇
年
没）
。
ク
ル
ア
ー
ン
読
誦
学
者
で
ク
ル
ア
ー
ン
読
誦
学
に
つ
い
て
の
著
作
も
あ
る
（
A
ḥm
ad 
B
ābā al-T
inbuktī, K
ifāyat al-m
uḥtāj li-m
a‘rifat m
an laysa fī al-D
ībāj, ed. M
uḥam
m
ad 
M
aṭī‘, R
abat: W
izārat al-A
w
qāf w
a al-S
hu’ūn al-Islām
īya, 2000, vol. 2, pp. 67-68 ）。
（
35）「イブン・ハルドゥーン自伝３」
、六三頁、註五六参照。
（
36）
A
bū ‘A
bd A
llāh M
uḥam
m
ad ibn M
uḥam
m
ad al-M
aqqarī （一
三
五
七
年
没）
。
ト
レ
ム
セ
ン
出
身
の
法
学
者。
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー・
ム
ー
サ
ー
一
世
治
世
（一
三
〇
八
～
一
八
年）
の
生
ま
れ。
マ
ッ
カ
巡
礼
と
東
方
で
の
学
問
修
行
を
終
え
た
後、
一
三
四
八
− 九
年
に
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
に
招
か
れ、
フ
ェ
ズ
の
大
カ
ー
デ
ィ
ー
に
任
じ
ら
れ
た。
マ
ッ
カ
リ
ー
家
の
先
祖
は
一
二
世
紀
の
著
名
な
ス
ー
フ
ィ
ー・
ア
ブ
ー・
マ
ド
ヤ
ン
の
弟
子
と
し
て
ト
レ
ム
セ
ン
に
移
り
住
み、
サ
ハ
ラ
交
易
に
従
事
し
て
冨
を
得
た
商
人
家
系
で
も
あ
っ
た。
一
七
世
紀
に
ア
ン
ダ
ル
ス
に
関
す
る
百
科
全
書
的
な
著
作
を
著
し
た
ア
フ
マ
ド・
マ
ッ
カ
リ
ー
は
彼
の
子
孫
に
あ
た
る
（
Ibn al-K
haṭīb, al-Iḥāṭa fī akhbār 
G
harnāṭa, ed. M
uḥam
m
ad ‘A
bd A
llāh ‘Inān, C
airo: M
aktabat al-K
hānjī, 1973-78, vol. 2, 
pp. 191-226; al-N
ubāhī (al-B
unnāhī), Ta’rīkh quḍāt al-A
ndalus (K
itāb al-m
arqaba al-
‘ulyā fī m
an yastaḥiqq al-qaḍā’ w
a al-futyā), ed. É
. L
évi-P
rovençal, C
airo, 1948, pp. 169-
170; al-M
aqqarī, N
afḥ al-ṭīb m
in ghuṣn al-A
ndalus al-raṭīb, ed. Iḥsān ‘A
bbās, B
eirut, vol. 
5, pp. 203ff; 私市正年「トレムセンにおける三つの名門ウラマー家
　
︱マッカリー
家，
マ
ル
ズ
ー
ク
家，
ウ
ク
バ
ー
ニ
ー
家」
護
雅
夫
編『内
陸
ア
ジ
ア
･
西
ア
ジ
ア
の
社
会
と
文化』山川出版社、一九八三年、五七五
− 五九九頁）
。
（
37）
一
三
三
七
年
没。
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
お
よ
び
マ
ッ
カ
リ
ー
は、
彼
の
名
を
A
bū Isḥāq 
Ibrāhīm
 ibn Ḥ
akam
 (al-Ḥ
akīm
) al-S
alaw
ī と
伝
え
て
い
る。
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
が
「ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
ム
ハ
ン
マ
ド」
と
い
う
名
を
記
す
の
は、
マ
ッ
カ
リ
ー
の
名
に
引
き
ず
ら
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か。
一
三
二
〇
年
代
に
ト
レ
ム
セ
ン
に
到
来
し、
以
後、
没
す
る
ま
で
そ
こ
で
過
ご
し
た
（
Ibn al-K
haṭīb, al-Iḥāṭa, vol. 2, p. 215; al-M
aqqarī, N
afḥ al-
ṭīb , vol. 5, pp. 224-230 ）。
（
38）「イブン・ハルドゥーン自伝２」
、四八頁、註五五参照。
（
39）「イブン・ハルドゥーン自伝２」
、四九頁、註六一参照。
（
40）
イ
ブ
ン・
ハ
ー
ジ
ブ
の
二
つ
の
書『法
源
学
の
究
極
の
抄
録
（
M
ukhtaṣar al-m
untahā’ fī al-
uṣūl ）』
お
よ
び『法
学
抄
録
（
M
ukhtaṣar fī al-furū‘ ）』
の
こ
と。
前
者
は
自
著『法
源
学
の
究
極』
を
自
ら
要
約
し
た
も
の
で
あ
る。
イ
ブ
ン・
ハ
ー
ジ
ブ
に
つ
い
て
は、
「イ
ブ
ン・
ハ
ルドゥーン自伝２」
、四九頁、註六二参照。
（
41）
A
bū ‘A
lī N
āṣir al-D
īn M
anṣūr ibn A
ḥm
ad al-M
ashaddālī （一二三三年頃～一三三〇
−
一
年）
。
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
の
法
学
者。
幼
い
頃
に
父
と
と
も
に
東
方
に
遊
学
し、
帰
国
後、
そ
の
学
識
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
al-G
hubrīnī, ‘U
nw
ān al-dirāya fī m
an ‘urifa m
in al-
‘ulam
ā’ fī m
i’a al-sābi‘a bi-B
ijāya, B
eirut, 1969, pp. 229-230; A
ḥm
ad B
ābā al-T
inbuktī, 
K
ifāyat al-m
uḥtāj, vol. 2, pp. 247-249 ）。
（
42）
A
bū M
ūsā ‘Im
rān ibn M
ūsā al-M
ashaddālī （一
二
七
一
− 二
～
一
三
四
四
− 五
年）
。
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
出
身
の
法
学
者。
上
述
の
ア
ブ
ー・
ア
リ
ー・
ナ
ー
ス
ィ
ル
ッ
デ
ィ
ー
ン
の
娘
婿。
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
一
世
に
招
か
れ、
ト
レ
ム
セ
ン
に
移
っ
た
（
A
ḥm
ad B
ābā al-T
inbuktī, N
ayl al-ibtihāj bi-taṭrīz al-D
ībāj, C
airo: M
aktabat al-T
haqāfa 
al-D
īnīya, 2004, pp. 396-398; al-M
aqqarī, N
afḥ al-ṭīb, vol. 5, pp. 223-224 ）。
（
43）「イブン・ハルドゥーン自伝３」
、六七頁、註一一三参照。
（
44）「イブン・ハルド
ゥーン自伝３」
、六三頁、註六二参照。
（
45）「イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
２」
、
四
三
頁
に
出
て
き
た
ア
ブ
ー・
ザ
イ
ド
と
ア
ブ
ー・
ムーサーの兄弟のこと。
（
46）
bay‘a. 売
買
の
際
の
契
約
締
結
か
ら
転
じ
て、
臣
従
の
誓
い、
師
弟
の
誓
い。
ま
た、
そ
の
儀
式。
政
治
に
お
い
て
は、
臣
従
の
誓
い
と
し
て、
新
た
に
君
主
や
統
治
者
が
就
任
す
る
際
に
被
統
治
者
ま
た
は
そ
の
代
表
（ウ
ラ
マ
ー
な
ど）
と
の
間
で
行
う。
理
論
上
は、
バ
イ
ア
を
通
じ
て
統
治
委
任
の
契
約
が
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ、
歴
史
的
に
も
統
治
者
を
認
証
す
る
最
も
重
要
な様式となっている。
（「バイア」
『岩波イスラーム辞典』
）
（
47）
A
bū ‘A
bd A
llāh M
uḥam
m
ad ibn ‘A
bd al-R
azzāq al-Jazūlī （一三五七年没）
。フェズの
法
学
者・
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
者
（
Ibn al-Q
āḍī, D
urrat al-ḥijāl fī asm
ā’ al-rijāl, C
airo, n.d., p. 
266; A
ḥm
ad B
ābā al-T
inbuktī, K
ifāyat al-m
uḥtāj, vol. 2, p. 61 ）。
（
48）
A
bū ‘A
bd A
llāh M
uḥam
m
ad ibn A
ḥm
ad al-F
ishtālī （一三七五
− 六年没）
。フェズの法
学
者。
名
文
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る。
フ
ィ
シ
ュ
タ
ー
リ
ー
家
は
フ
ェ
ズ
の
中
で
も
知
識
人
の
名
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
（
Ibn al-K
haṭīb, al-Iḥāṭa, vol. 2, pp. 187-191; al-N
ubāhī (al-
B
unnāhī), Ta’rīkh quḍāt al-A
ndalus, p. 170; Ibn al-Q
āḍī, Jadhw
at al-iqtibās fī dhikr m
an 
ḥalla m
in al-a‘lām
 m
adīnat F
ās, ed. ‘A
bd al-W
ahhāb Ibn M
anṣūr, R
abat: D
ār al-M
anṣūr, 
1973-4, pp. 234-235 ）。
（
49）
Ibn al-A
ḥm
ar. アンダルスのナスル朝君主のこと。この一族はアフマル家とも呼ば
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れ
る
た
め、
そ
の
君
主
は
し
ば
し
ば
イ
ブ
ン・
ア
フ
マ
ル
と
表
記
さ
れ
る。
当
時
の
ナ
ス
ル
朝
君主はムハンマド五世
（在位一三五四～一三五九、
一三六二～一三九一年）
。「イブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝」
、
五
七
頁、
註
六
四
お
よ
び「イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
３」
、七〇頁、註一四五参照。
（
50）
A
bū al-Q
āsim
 M
uḥam
m
ad ibn A
ḥm
ad al-Ḥ
asanī al-S
harīf al-S
abtī （一
二
九
七
～
一
三
五
九
年）
。
セ
ウ
タ
の
ハ
サ
ン
家
シ
ャ
リ
ー
フ
（預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
子
孫）
家
系
出
身
の
法
学
者。
韻
文・
散
文
に
通
じ
た
名
文
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る。
成
人
後
グ
ラ
ナ
ダ
に
移
住
し、
一
三
三
六
年
以
降、
数
次
に
わ
た
っ
て
グ
ラ
ナ
ダ
や
グ
ア
デ
ィ
ク
ス
の
カ
ー
デ
ィ
ー
お
よ
び
グ
ラ
ナ
ダ
の
大
モ
ス
ク
の
説
教
師
に
任
命
さ
れ、
ま
た
書
記
と
し
て
も
活
躍
し
た
（
Ibn al-K
haṭīb, 
al-Iḥāṭa, vol. 2, pp. 181-187; al-N
ubāhī (al-B
unnāhī), Ta’rīkh quḍāt al-A
ndalus, pp. 171-
177; K
hayr al-D
īn al-Z
iriklī, al-A
ʻlām
: Q
ām
ūs tarājim
 li-ashhar al-rijāl w
a al-nisāʼ m
in 
al-ʻA
rab w
a al-m
ustaʻribīn w
a m
ustashriqīn, 8 vols., B
eirut: D
ār al-ʻIlm
 al-M
alāʼīn, 1989, 
vol. 6, p. 327 ）。
（
51）
A
bū al-B
arakāt M
uḥam
m
ad ibn M
uḥam
m
ad ibn Ibrāhīm
 ibn al-Ḥ
ājj al-B
alafīqī
（一
二
八
一
− 二
～
一
三
七
〇
年）
。
ア
ル
メ
リ
ア
出
身
で、
法
学
者、
歴
史
家、
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
者、
詩
人
と
し
て
活
躍
し
た
人
物。
ア
ル
メ
リ
ア
北
部
ベ
レ
フ
ィ
ケ
（
B
alafīq 、
現
V
elefi
que ）
の
著
名
な
ス
ー
フ
ィ
ー
家
系
の
出
身。
ア
ン
ダ
ル
ス
お
よ
び
マ
グ
リ
ブ
各
地
で
学
問
を
修
め
た
後、
一
三
三
四
− 五
年
に
マ
ラ
ガ
の
カ
ー
デ
ィ
ー
と
な
っ
た
の
を
皮
切
り
に、
ア
ル
メ
リ
ア
や
グ
ラ
ナ
ダ
な
ど
各
地
の
カ
ー
デ
ィ
ー
を
歴
任
し
た。
な
お
彼
の
ニ
ス
バ
に
つ
い
て、
校
訂
版
お
よ
び
そ
の
底
本
と
な
っ
た
ア
ヤ
ソ
フ
ィ
ヤ
写
本
で
は
al-B
allafīqī と
シ
ャ
ッ
ダ
記
号
を
付
し
て
綴
る
が、
正
し
く
は
al-B
alafīqī （
Ibn al-K
haṭīb, al-Iḥāṭa, vol. 2, pp. 143-
169; al-N
ubāhī (al-B
unnāhī), Ta’rīkh quḍāt al-A
ndalus, pp. 164-167; J. L
irola D
elgado 
ed., E
nciclopedia de al-A
ndalus. D
iccionario de autores y obras andalusíes, G
ranada: 
F
undación E
l L
egado A
ndalusí, 2004, tom
o 1, pp. 97-101; S
oledad G
ibert, "A
bū-l-B
arakāt 
al-B
alafīqī, qāḍī, historiador y poeta," al-A
ndalus 28, 1963, pp. 381-424; al-Z
iriklī, al-
A
ʻlām
, vol. 7, p. 39 ）。
（
52）
直訳すると「スルターンの門前で自分の場所にとどまった」
。
（
53）
m
iḥna. 異
端
審
問
（ミ
フ
ナ）
と
は、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
時
代
中
期
の
九
世
紀
前
半
に
実
施
さ
れ
た
思
想
弾
圧
の
こ
と。
シ
ー
ア
派
や
ム
ウ
タ
ズ
ィ
ラ
派
の
信
条
を
利
用
し
て
カ
リ
フ
権
の
神
格
化
を
狙
っ
た
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
が、
ク
ル
ア
ー
ン
と
ス
ン
ナ
の
優
越
性
に
固
執
す
る
伝
承
主
義
者
を審問に召喚した。
（
54）
A
bū ‘A
bd A
llāh M
uḥam
m
ad ibn A
ḥm
ad al-S
harīf al-Ḥ
asanī al-T
ilim
sānī （一三一〇
− 一
～
一
三
七
〇
年）
。
ト
レ
ム
セ
ン
の
ハ
サ
ン
家
シ
ャ
リ
ー
フ
の
家
系
に
生
ま
れ
る。
本
文
に
も
あ
る
と
お
り、
法
学
の
他、
哲
学
に
も
通
じ
て
い
た。
彼
が
没
し
た
際、
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー
二
世
は
自
ら
の
父
の
傍
ら
に
彼
を
埋
葬
し、
そ
の
恩
恵
に
あ
ず
か
ろ
う
と
し
た
と
い
う
（
Y
aḥyā ibn K
haldūn, B
ughyat al-ruw
w
ād fī dhikr al-m
ulūk m
in B
anī ‘A
bd 
al-W
ād, A
lgiers: al-M
aktaba al-W
aṭanīya, 1980, p. 120; A
ḥm
ad B
ābā al-T
inbuktī, K
ifāyat 
al-m
uḥtāj, vol. 2, pp. 70-83 ）。
ま
た、
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
と
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
共通の知人でもある
（
cf. al-Ta‘rīf, pp. 122, 129 ）。
（
55）
al-ʻA
lw
īn. 不詳。
（
56）
おそらく、ハサン家の血筋であることを疑う声があったのであろう。
（
57）「イブン・ハルドゥーン自伝２」
、五〇頁、註八三参照。
（
58）
K
itāb al-ʼIshārāt. 『指示と警告の書
（
K
itāb al-Ishārāt w
al-Tanbīhāt ）』のこと。
（
59）
直訳「長い手と高い足を持っていた」
。造詣が深いことを表す慣用句。
（
60）「イブン・ハルドゥーン自伝２」
、五三頁、註一三七参照。
（
61）
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
第
六
代
君
主
の
ア
ブ
ー・
サ
イ
ー
ド・
ウ
ス
マ
ー
ン
二
世
（在
位
一
三
四
八
～
五二年）
のこと。
「イブン・ハルドゥーン自伝３」
、六九頁、註一三一参照。
（
62）
A
bū Ḥ
am
m
ū M
ūsā ibn Y
ūsuf ibn ‘A
bd al-R
aḥm
ān. ザイヤーン朝第七代君主アブー・
ハ
ン
ム
ー・
ム
ー
サ
ー
二
世
（在
位
一
三
五
九
～
一
三
八
九
年）
。
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
の
死
後、
ト
レ
ム
セ
ン
を
回
復
し、
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
を
復
興
さ
せ
た。
し
か
し、
そ
の
後
も
一
三
五
九
年、
一
三
六
〇
年、
一
三
七
〇
年、
一
三
八
三
年
と
た
び
た
び
マ
リ
ー
ン
朝
に
ト
レ
ム
セ
ン
を
奪
わ
れ、
ま
た
従
兄
弟
ア
ブ
ー・
ザ
イ
ヤ
ー
ン
と
の
抗
争
も
あ
っ
て、
彼
の
統
治
は
安
定
し
な
か
っ
た。
最
後
に
は
息
子
ア
ブ
ー・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
二
世
に
よ
っ
て
位
を奪われ没した
（
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 122-147; A
bun-N
asr, A
 H
istory of the M
aghrib, p. 
141 ）。
後
に
ビ
ス
ク
ラ
に
寄
寓
し
て
い
た
頃
の
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
は、
一
三
六
八
年
頃
か
ら
一
三
七
〇
年
ま
で、
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー
二
世
に
請
わ
れ
て
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
と
の
仲
介
役
を
果
た
し
て
い
る。
ま
た、
ト
レ
ム
セ
ン
で
の
ハ
ー
ジ
ブ
職
も
提
示
さ
れ
た
が、
こ
れ
は
断
り、弟ヤフヤーに譲っている
（
al-Ta‘rīf, pp. 100-103, 130-134 ）。
（
63）「イブン・ハルドゥーン自伝３」
、六五頁、註八三参照。
（
64）
A
bū al-Q
āsim
 M
uḥam
m
ad ibn Y
aḥyā al-B
arjī al-G
harnāṭī （一
三
一
〇
− 一
～
一
三
八
四
年）
。
ア
ン
ダ
ル
ス
出
身
の
法
学
者・
文
人。
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
以
後、
歴
代
の
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
に
書
記
や
カ
ー
デ
ィ
ー
な
ど
と
し
て
仕
え
た。
マ
ム
ル
ー
ク
朝
や
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
国
へ
の
外
交
使
節
も
つ
と
め
た
ほ
か、
預
言
者
生
誕
賛
歌
な
ど
の
詩
作
で
も
知
ら
れ
る
（
Ibn 
al-K
haṭīb, al-Iḥāṭa, vol. 2, pp. 293-300; Ibn al-Q
āḍī, Jadhw
at al-iqtibās, pp. 311-312; L
i-
rola D
elgado ed., E
nciclopedia de al-A
ndalus, tom
o 1, pp. 107-110 ）。
出
身
地
ベ
ル
ハ
（
B
arja 、現
B
erja ）
は、アンダルス南部アルメリアの西約五〇キロメートルの町。
（
65）
A
bū Z
akariyā’ Y
aḥyā ibn A
bī Y
aḥyā A
bī B
akr （一
三
四
六
年
没）
。
ハ
フ
ス
朝
君
主
ア
ブ
ー・
ヤ
フ
ヤ
ー・
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル
二
世
の
子。
ま
だ
幼
少
の
一
三
二
〇
年
に、
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
の
東
進
か
ら
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
の
辺
境
地
域
を
防
衛
す
る
た
め、
兄
弟
の
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
の
支
配
を
任
さ
れ
る
の
と
同
時
に、
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
の
支
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配
を
委
ね
ら
れ
た。
以
後、
没
す
る
ま
で
二
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て、
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
を
支
配
し
た
（
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 332, 353-355 ）。
（
66）
cf. al-‘Ibar, vol. 6, p. 357; vol. 7, p. 268.
（
67）
仏
訳
は「ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
の
治
世
が
終
わ
る
ま
で」
と
解
釈
し
て
い
る
（
A
utobiogra-
phie, p. 89 ）。
（
68）
cf. al-‘Ibar, vol. 7, pp. 312-313. ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
お
よ
び
イ
ブ
ン・
マ
ル
ズ
ー
ク
に
つ
い
て
は、
「イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
３」
、
五
六
− 五
九
頁
お
よ
び、
本
訳
稿
七
六
頁
参
照。
（
69）
一
の
位
は
写
本
で
は
欠
損
が
あ
っ
て
不
明。
他
史
料
に
よ
る
と、
こ
の
人
物
の
没
年
に
は
七八四年、七八六年などの説がある。ここでは七八六年と訳出した。
（
70）
A
bū Isḥāq Ibrāhīm
 ibn Ḥ
asan ibn ‘A
bd al-R
afī‘ al-R
aba‘ī （一
二
三
七
− 八
～
一
三
三
四
年）
。
チ
ュ
ニ
ス
の
大
カ
ー
デ
ィ
ー
を
つ
と
め
た
マ
ー
リ
ク
派
法
学
者。
学
祖
マ
ー
リ
ク
を
擁
護
す
る
立
場
か
ら、
一
一
世
紀
ア
ン
ダ
ル
ス
の
ザ
ー
ヒ
ル
派
法
学
者
イ
ブ
ン・
ハ
ズ
ム
を
論
駁
す
る
書
を
著
し
て
い
る
（
Ibn F
arḥūn al-M
ālikī, al-D
ībāj al-m
udhahhab fī m
aʻrifat aʻyān 
ʻulam
āʼ al-m
adhhab, ed. M
aʼm
ūn ibn M
uḥīy al-D
īn al-Jannān, B
eirut: D
ār al-kutub al-
ʻilm
īya, 1996, p. 145; Ibn al-Q
āḍī, D
urrat al-ḥijāl, pp. 177-178 ）。
（
71）
A
bū ‘A
bd A
llāh al-N
afzāw
ī. 同
一
人
物
と
思
わ
れ
る
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
ア
ビ
ー・
バ
ク
ル・
ナ
フ
ザ
ー
ウ
ィ
ー
と、
旅
行
家
イ
ブ
ン・
バ
ッ
ト
ゥ
ー
タ
が
七
二
五
／
一
三
二
五
年
に
ト
レ
ム
セ
ン
で
出
会
っ
て
い
る。
当
時
ナ
フ
ザ
ー
ウ
ィ
ー
は
チ
ュ
ニ
ス
の
婚
姻
の
カ
ー
デ
ィ
ー（
qāḍī al-ankiḥa ）
を
つ
と
め
て
お
り、
ハ
フ
ス
朝
か
ら
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
へ
の
外
交
使
節
と
し
て
ト
レ
ム
セ
ン
に
派
遣
さ
れ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た。
彼
ら
の
一
行
が
チ
ュ
ニ
ス
に
帰
る
際、
イ
ブ
ン・
バ
ッ
ト
ゥ
ー
タ
は
同
行
す
る
こ
と
に
な
る
が、
途
中
で
ナフザーウィーは病に倒れ没した
（
Ibn B
aṭṭūṭa, R
iḥlat Ibn B
aṭṭūṭa al-m
usam
m
ā Tuḥfat 
al-nuẓẓār fī gharā’ib al-am
ṣār w
a ‘ajā’ib al-asfār, ed. ‘A
bd al-H
ādī al-T
āzī, R
abat: 
A
kadīm
īyat al-M
am
laka al-M
aghribīya, 1997, vol. 1, pp. 157-158; イブン・バットゥー
タ、
家
島
彦
一
訳
注『大
旅
行
記』
平
凡
社、
一
九
九
六
− 二
〇
〇
二
年、
第
一
巻、
四
〇
−
四一頁）
。
（
72） al-ijāza al-ʻām
m
a. 「イブン・ハルドゥーン自伝２」
、五〇頁、註七六参照。
（
73）
七五五年の誤りと思われる。本訳稿六八頁および八六頁参照。
（
74）
ハ
フ
ス
朝
の
一
族
で、
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
を
世
襲
的
に
支
配
し
て
い
た
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ッ
ラ
ー・
ム
ハ
ン
マ
ド・
イ
ブ
ン・
ヤ
フ
ヤ
ー
の
こ
と。
一
三
五
二
年
に
マ
リ
ー
ン
朝
の
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
に
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
を
明
け
渡
し
た
後、
フ
ェ
ズ
で
暮
ら
し
て
い
た。
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
に
つ
い
て
は、
「イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
３」
、
七
一
頁、
註
一
五
八
お
よ
び
本
訳
稿
八
五
頁
参
照。
な
お、
こ
こ
で「ム
ワ
ッ
ヒ
ド
ゥ
ー
ン」
と
あ
る
の
は
ハ
フ
ス
朝
の
ことを指している
（「イブン・ハルドゥーン自伝２」
、四五頁、註一四参照）
。
（
75）
直
訳
す
る
と「彼
ら
の
王
朝
に
お
い
て
私
の
先
祖
の
た
め
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
も
の
が」
。
ハ
フ
ス
朝
と
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
家
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は、
「イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
１」
、
五
二
− 五
三
頁、
お
よ
び「イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
２」
、
三
六
− 三
八
頁
参
照。
（
76）
‘A
bd A
llāh ibn ‘A
lī ibn S
a‘īd al-Y
ābānī （一
三
五
九
年
没）
。
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
の
治
世
に
は
セ
ウ
タ
の
太
守
を
務
め
て
い
た。
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
に
よ
り
一
三
五
五
年
に
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
の
太
守
に
任
じ
ら
れ、
加
え
て
ハ
フ
ス
家
の
統
治
下
に
あ
っ
た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
包
囲
を
委
ね
ら
れ
た。
し
か
し、
一
三
五
六
年
末、
本
文
に
あ
る
よ
う
に
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
が
病
を
発
す
る
と、
前
線
に
ス
ル
タ
ー
ン
が
没
し
た
と
の
噂
が
流
れ
た。
そ
こ
で
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
イ
ブ
ン・
ア
リ
ー
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
の
包
囲
を
解
い
た
が、
こ
れ
が
敵
の
反
撃
を
引
き
起
こ
し
マ
リ
ー
ン
朝
軍
は
大
敗
北
を
喫
し
た。
こ
れ
に
怒
っ
た
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
は、
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
イ
ブ
ン・
ア
リ
ー
を
解
任
し
て
フ
ェ
ズ
に
投
獄
し
た。
さ
ら
に、
病
が
癒
え
た
翌
一
三
五
七
年
に
は
ス
ル
タ
ー
ン
自
ら
遠
征
軍
を
率
い
て
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
お
よ
び
チ
ュ
ニ
ス
を
征
服
し
た。
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
イ
ブ
ン・
ア
リ
ー
は
一
三
五
九
年
に
没
し
た
際
に
は
莫
大
な
財
産
を
残
し
て
い
た
と
い
う
（
al-‘Ibar, vol. 6, p. 370-371; vol. 7, p. 296, 313; al-
Z
arkashī, Ta’rīkh al-daw
latayn al-M
uw
aḥḥidīya w
a al-Ḥ
afṣīya, ed. al-Ḥ
usayn al-Y
a‘qūbī, 
T
unis: al-M
aktaba al-‘A
tīqa, 1998, pp. 195-196 ）。
彼
の
息
子
ウ
マ
ル
も、
こ
の
と
き
に
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
か
ら
の
冷
遇
を
受
け
て
い
る
が、
父
親
の
失
態
に
関
連
し
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
（本
訳
稿
七
六
頁
参
照）
。
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
投
獄
に
つ
い
て
ロ
ー
ゼ
ン
タ
ー
ル
は、
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
征
服
に
あ
た
っ
て
ハ
フ
ス
家
と
親
密
な
チ
ュ
ニ
ス
出
身
の
人
間
を
自
由
な
状
態
で
フ
ェ
ズ
に
残
し
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
（
Ibn 
K
haldûn, T
he M
uqaddim
ah. A
n Introduction to H
istory, tr. F
ranz R
osenthal, P
rinceton: 
P
rinceton U
niversity P
ress, 1967, vol. 1, p. xlvii ）。陰謀の真相はともかく、この投獄
は、
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
イ
ブ
ン・
ア
リ
ー
の
敗
北
に
端
を
発
し、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
と
チ
ュ
ニ
ス
の
征
服
に
ま
で
至
る
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
の
一
連
の
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
政
策
の
一
環
と
みるべきであろう。
（
77）「イブン・ハルドゥーン自伝３」
、七〇頁、註一四四参照。
（
78）
cf. al-‘Ibar, vol. 7, pp. 302-304. 幼
君
サ
イ
ー
ド
一
世
を
擁
立
し
た
ハ
サ
ン・
イ
ブ
ン・
ウ
マ
ル
に
対
し
て、
マ
リ
ー
ン
朝
の
王
族
マ
ン
ス
ー
ル・
イ
ブ
ン・
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
が
支
持
を
集
めて反乱を起こしたことを指す。
（
79）「イブン・ハルドゥー 自伝３」
、七〇頁、註一四二参照。
（
80）「イブン・ハルドゥーン自伝３」
、六五頁、註八八参照。
（
81）
B
ādis. 現
在
の
モ
ロ
ッ
コ
北
部、
地
中
海
沿
岸
の
町。
現
在
ス
ペ
イ
ン
が
支
配
す
る
要
塞
ペ
ニョン・デ・ベレス デ・ラ・ゴメラの近くにあたる。
（
82）
M
as‘ūd ibn R
aḥḥū ibn M
āsāy al-F
ūdūdī （一
三
八
七
年
没）
。
ハ
サ
ン・
イ
ブ
ン・
ウ
マ
ル
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と
同
様、
マ
リ
ー
ン
朝
下
で
多
く
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
を
出
し
た
フ
ー
ド
ゥ
ー
ド
家
の
出
身。
本
文
に
あ
る
よ
う
に
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
の
権
力
獲
得
に
協
力
し、
ワ
ズ
ィ
ー
ル
に
任
じ
ら
れ
た。
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
殺
害
後
も、
ヤ
ー
バ
ー
ン
家
の
ウ
マ
ル・
イ
ブ
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
と
婚
姻
関
係
を
結
び、
ワ
ズ
ィ
ー
ル
と
し
て
共
に
権
力
を
握
っ
た。
し
か
し、
や
が
て
ウ
マ
ル・
イ
ブ
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
と
反
目
す
る
よ
う
に
な
り、
マ
リ
ー
ン
朝
王
族
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン・
イ
ブ
ン・
ア
ビ
ー・
イ
フ
ァ
ッ
ル
ー
ス
ィ
ン
を
擁
し
て
反
乱
を
起
こ
し、
一
三
六
五
年
に
ナ
ス
ル
朝
の
ム
ハ
ン
マ
ド
五
世
の
も
と
に
亡
命
し
た。
一
三
七
三
年
に
イ
ブ
ン・
ア
ビ
ー・
イ
フ
ァ
ッ
ル
ー
ス
ィ
ン
と
共
に
マ
グ
リ
ブ
に
進
軍
す
る
が、
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
が
フ
ェ
ズ
の
王
権
を
握
っ
た
た
め
グ
ラ
ナ
ダ
に
戻
っ
た。
一
三
八
四
年、
再
度
マ
グ
リ
ブ
に
進
軍
す
る
と、
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
を
追
放
し
て
ア
ブ
ー・
フ
ァ
ー
リ
ス・
ム
ー
サ
ー
を
擁
立
し、
ワ
ズ
ィ
ー
ル
と
し
て
マ
リ
ー
ン
朝
の
実
権
を
握
っ
た。
一
三
八
七
年、
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
が
再
度
権
力
を
掌
握
し
た
際
に
殺
さ
れ
た
（
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 302-305, 313-322, 
337-340, 349-357; M
iguel Á
ngel M
anzano R
odríguez, "E
l M
ágreb bajo el poder de los 
visires: L
os B
anū F
ūdūd," al-Q
anṭara 16, 1995, pp. 403-419 ）。イブン・ハルドゥーン
と
は
親
し
か
っ
た
よ
う
で、
ア
ン
ダ
ル
ス
に
移
住
す
る
際
や
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
の
助
命
嘆
願をする際に協力している
（本訳稿七六
− 七七頁
; al-Ta‘rīf, p. 227 ）。
（
83）
al-Q
aṣr al-K
abīr. 現在のモロッコ北部の平原地帯にある町。
（
84）
al-Ḥ
asan ibn Y
ūsuf ibn ‘A
lī ibn M
uḥam
m
ad al-W
artājannī. 本文にあるようにアブー・
サ
ー
リ
ム
の
権
力
獲
得
に
貢
献
し、
ワ
ズ
ィ
ー
ル
に
任
じ
ら
れ
た。
た
だ
し『省
察
す
べ
き
実
例
の
書』
で
は、
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
と
出
会
っ
た
の
は
セ
ウ
タ
で
は
な
く
タ
ン
ジ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る。
ま
た
ハ
サ
ン・
イ
ブ
ン・
ウ
マ
ル
が
一
三
六
〇
年
に
反
旗
を
翻
し
た
際
に
は、
追
討
を
命
じ
ら
れ、
こ
れ
を
フ
ェ
ズ
ま
で
連
行
し
て
い
る。
そ
の
凱
旋
の
模
様
は
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
身
も
目
撃
し
た
と
い
う
（
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 305-306, 309-310 ）。
ワ
ル
タージャン家は多くのワズィールが輩出したマリーン朝の支族。
（
85）
押
韻
散
文
（サ
ジ
ュ
ウ
 sajʻ 複
数
形
 asjāʻ ）
と
は、
文
末
の
脚
韻
だ
け
を
合
わ
せ
た
散
文
の
こ
と。
聖
典
ク
ル
ア
ー
ン
に
も
多
用
さ
れ
て
い
る。
正
式
な
詩
文
の
よ
う
に
韻
律
が
整
っ
て
お
ら
ず、
一
文
の
長
さ
に
も
制
限
が
無
い。
一
方、
自
由
散
文
（
m
ursal ）
と
は
何
の
脚
韻
も
持
た
な
い通常の散文を指す。
（
86）
al-m
aw
lid al-nabaw
ī. 預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
生
誕
祭。
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
ラ
ビ
ー
ウ・
ア
ウ
ワ
ル
月
一
二
日
に
あ
た
る。
マ
グ
リ
ブ・
ア
ン
ダ
ル
ス
に
お
い
て
は
一
三
世
紀
頃
か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
祭
で、
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
生
き
た
一
四
世
紀
に
な
る
と、
こ
の
夜
に
は
詩
人
や
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
を
召
し
出
し
盛
大
な
催
し
を
行
う
こ
と
が
マ
リ
ー
ン
朝
は
じ
め
各
地
の
宮
廷
の
慣
行
と
な
っ
て
い
た。
ま
た、
そ
の
際
に
君
主
に
捧
げ
ら
れ
る
預
言
者
生
誕
賛
歌
（
al-m
aw
lidīyāt ）
は、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
に
対
す
る
賛
辞
だ
け
で
は
な
く、
君
主
そ
の
人
を
も
讃
え
る
よ
う
な
内
容
と
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た。
こ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ドゥーンの詩も同様である。
cf. N
.J.G
. K
aptein, M
uḥam
m
ad's B
irthday F
estival: E
arly 
H
istory in the C
entral M
uslim
 L
ands and D
evelopm
ent in the M
uslim
 W
est until the 
10th/16th C
entury, L
eiden: B
rill, 1993; M
uḥam
m
ad al-M
anūnī, W
araqāt ‘an ḥaḍārat al-
M
arīnīyīn, R
abat: Jām
i‘at M
uḥam
m
ad al-K
hām
is, 1996, pp. 517-540.
（
87）
この詩は、イブン・ハティーブによるイブン・ハルドゥーンの伝記の中にも引用されている
（
Ibn al-K
haṭīb, al-Iḥāṭa, vol. 3, pp. 508-510 ）。
（
88）
Y
athrib. マ
ッ
カ
と
な
ら
ぶ
イ
ス
ラ
ー
ム
の
二
大
聖
地
の
ひ
と
つ
マ
デ
ィ
ー
ナ
の
古
名
。
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
は、
生
地
マ
ッ
カ
に
お
け
る
迫
害
を
逃
れ
て
ヤ
ス
リ
ブ
に
移
住
し、
こ
こ
に
イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
を
建
設
し
た。
こ
の
地
で
没
し
た
ム
ハ
ン
マ
ド
の
墓
廟
が
あ
り、
重
要
な
参
詣地となっている。
（
89）
註八七で指摘したイブン・ハティーブの引用と比較すると、ここには六行の省略がある。
（
90）
Ṭ
ayba. 預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
が
ヒ
ジ
ュ
ラ
に
よ
っ
て
移
住
し
た
マ
デ
ィ
ー
ナ
に
与
え
た
美
称
（
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., A
rticle on “al-M
adīna” ）。
（
91）
マディーナに最初の礼拝所が建設されたときの故事に由来すると思われる。預言者
ム
ハ
ン
マ
ド
は、
自
分
の
乗
っ
た
ラ
ク
ダ
を
歩
む
が
ま
ま
に
任
せ、
止
ま
っ
た
場
所
を
最
初
の
礼
拝
所
の
場
所
と
定
め
た。
イ
ブ
ン・
イ
ス
ハ
ー
ク
著、
イ
ブ
ン・
ヒ
シ
ャ
ー
ム
編
註、
後
藤
明・
医
王
秀
行・
高
田
康
一・
高
野
太
輔
訳『預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
伝』
全
四
巻、
岩
波
書
店、二〇一〇
− 一一年、第二巻、二〇
− 二三頁参照。
（
92）
al-khilāfat B
anī Y
a‘qūb. マ
リ
ー
ン
朝
第
六
代
君
主
ア
ブ
ー・
ユ
ー
ス
フ・
ヤ
ア
ク
ー
ブ
（在
位
一
二
五
八
～
一
二
八
六
年）
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る。
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
を
滅
ぼ
し
た
彼
は
マ
リ
ー
ン
朝
の
事
実
上
の
建
国
者
と
い
う
べ
き
存
在
で、
彼
以
後
の
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
は
す
べ
て
そ
の
子
孫
か
ら
出
て
い
る。
「イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
３」
、
四
九
頁、
系図一参照。
（
93）
ス
ー
ダ
ー
ン
al-S
ūdān
と
は、
ア
ラ
ビ
ア
語
で
サ
ハ
ラ
砂
漠
以
南
の
黒
人
地
域
を
示
す
歴
史
的
な
地
名
で
あ
り、
現
在
の
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
よ
り
も
は
る
か
に
広
い
地
域
に
相
当
す
る。
こ
こ
で
の
ス
ー
ダ
ー
ン
の
王
か
ら
の
贈
り
物
と
は、
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
南
に
位
置
す
る
マ
リ
王
国
の
王
マ
ン
サ
ー・
ザ
ー
タ
か
ら
の
使
節
が
一
三
六
〇
年
に
フ
ェ
ズ
に
到
来
し
た
と
き
の
こ
と
を
指
し
て
い
る。
こ
の
贈
り
物
は、
も
と
も
と
は
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
に
対
し
て
マ
リ
王
マ
ン
サ
ー・
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
が
贈
っ
た
も
の
だ
っ
た
が、
サ
ハ
ラ
を
渡
る
間
に
両
王
と
も
没
し
て
し
ま
っ
た
た
め
足
止
め
状
態
に
な
っ
て
い
た
の
を、
マ
ン
サ
ー・
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
没
後
の
内
乱
を
収
拾
し
た
マ
ン
サ
ー・
ザ
ー
タ
が
あ
ら
た
め
て
サ
ハ
ラ
越
え
を
再
開
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
（
al-‘Ibar, vol. 7, p. 310-311 ）。
（
94）
こ
の
詩
も
ま
た、
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
（
Ibn al-K
haṭīb, al-
Iḥāṭa, vol. 3, pp. 511-512 ）。
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（
95）
al-R
ām
a. ヤ
ー
ク
ー
ト
は、
ラ
ー
マ
と
い
う
地
名
を
説
明
す
る
に
あ
た
っ
て、
バ
ス
ラ
か
ら
マ
ッ
カ
へ
の
途
上
の
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
宿
営
地、
お
よ
び
エ
ル
サ
レ
ム
近
郊
の
村
と
二
つ
の
ラ
ー
マ
を
挙
げ
て
い
る。
さ
ら
に、
こ
の
語
が「望
み」
と
い
う
意
味
も
持
つ
こ
と
を
ふ
ま
え、
妻
か
ら
食
べ
物
を
求
め
ら
れ
た
男
が
二
つ
の
ラ
ー
マ
と「望
み」
と
を
か
け
て
う
た
っ
た
詩を紹介している
（
Y
āqūt, M
uʻjam
 al-buldān, vol. 3, p. 18 ）。
（
96）
N
ajd. アラビア半島中央部のこと。原義は高地。
（
97）
al-M
usta‘īn. ム
ス
タ
イ
ー
ン
（「救
い
を
求
め
る
者」
の
意）
と
は、
こ
の
詩
の
献
呈
先
で
あ
るマリーン朝君主アブー・サーリムの君主号
（ラカブ）
である。
（
98）
K
aw
thar. 天国にあるという川もしくは泉。
『クルアーン』第一〇八章第一節参照。
（
99）
イブン・ハルドゥーンが君主に栄誉を要求する箇所は、ここまでであろう。この詩
を
引
用
す
る
後
世
の
史
書
の
注
釈
に
よ
れ
ば、
こ
こ
よ
り
以
降
の
部
分
は
キ
リ
ン
を
描
写
し
た
箇
所
で
あ
る
と
い
う
（
al-N
āṣirī, K
itāb al-istiqṣā li-akhbār duw
al al-M
aghrib al-aqṣā, 
R
abat: W
izārat al-T
haqāfa w
a al-Ittiṣāl, 2001, vol. 4, pp. 237-238 ）。
（
100）
al-A
ḥābish （単
数
形
Ḥ
abashī ）。
ハ
バ
シ
ュ（
Ḥ
abash ）
と
は、
元
来
は
エ
チ
オ
ピ
ア
方
面
の
住
民
の
こ
と
を
指
す
集
合
名
詞
だ
が、
こ
こ
で
は
よ
り
漠
然
と
黒
人
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る。
（
101）
低
地
（
al-ghaw
r ）
と
は
特
に
ヨ
ル
ダ
ン
川
の
渓
谷
の
こ
と。
高
地
（
al-najd ）
と
は
特
に
ア
ラ
ビア半島中部のこと。
（
102）
マ
ン
ス
ー
ル
（
al-M
anṣūr ）
や
マ
フ
デ
ィ
ー（
al-M
ahdī ）
は、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
は
じ
め
様
々
な
王
朝
で
君
主
号
（ラ
カ
ブ）
と
し
て
用
い
ら
れ
る
称
号。
こ
こ
で
は、
特
定
の
君
主
で
は
な
く、
漠
然
と
他
の
ど
の
君
主
よ
り
も
ム
ス
タ
イ
ー
ン、
す
な
わ
ち、
こ
の
詩
の
献
呈
先
の
ア
ブー・サーリムが卓越している を表現しているのであろう。
（
103）
khalīqat-hi. エ
ジ
プ
ト
国
立
図
書
館
所
蔵
写
本
（
Ṭ
al‘at, ta’rīkh 2106 ）
で
は、
khalīfat-hi と
ある
（
fol. 173r ）。この場合、
「どのカリフにもまして」と解釈できる。
（
104）
m
aẓālim
. マザーリムとは、イスラーム法に規定のない行政上の不正・圧政につい
て、
カ
リ
フ
や
そ
の
下
僚
が
裁
定
を
下
す
裁
判
制
度
の
一
種。
事
実
上、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
を
管
轄
す
る
カ
ー
デ
ィ
ー
法
廷
の
上
級
審
と
し
て
も
機
能
す
る。
森
本
公
誠
は「訴
願
院」
と
訳
す
（「マ
ザ
ー
リ
ム
法
廷」
『岩
波
イ
ス
ラ
ー
ム
辞
典』
; 『歴
史
序
説』
第
二
巻、
八
九
− 九
〇
頁）
。
（
105）
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 312-314.
（
106）
本訳稿七一頁参照。
（
107）
thaghr. 「前
歯」
「港」
「境
界
地
域」
等、
境
目
を
表
す
語。
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
の
ハ
フ
ス
朝
に
と
っ
て
は、
西
方
の
境
界
に
位
置
す
る
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
と
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
は「境
域」
と
位置づけられていた。
（
108）
註七六参照。彼の父アブドゥッラー・イブン・アリーのビジャーヤでの失態につ
いて述べているのであろう。
（
109）
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
を
殺
害
し
た
後、
ウ
マ
ル・
イ
ブ
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
は、
ア
ブ
ー・
サ
ー
リ
ム
の
弟
ア
ブ
ー・
ウ
マ
ル・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
（在
位
一
三
六
一
年）
、
そ
の
甥
ア
ブ
ー・
ザ
イ
ヤ
ー
ン・
ム
ハ
ン
マ
ド・
ム
タ
ワ
ッ
キ
ル
（在
位
一
三
六
一
～
一
三
六
六
年）
と、
相次いで傀儡君主を擁立した。
（
110）
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
シ
ャ
ウ
ワ
ー
ル
月
一
日
に
あ
た
る
断
食
明
け
の
祭。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
二
大
祭
（イード）
の一つで、ラマダーン月の断食斎戒が終わったことを祝う。
（
111）
ghurar （単
数
形
ghurra ）。
馬
な
ど
の
額
に
あ
る
白
い
星
毛
の
こ
と
で、
名
馬
の
印
で
あ
る。
そ
こ
か
ら
転
じ
て、
月
初
め
に
輝
く
新
月
の
連
想
か
ら、
月
の
初
日
の
こ
と
も
指
す。
こ
こ
で
は、二つの意味をかけて る。
（
112）
M
uḥam
m
ad ibn al-Ḥ
akīm
 ‘A
lī ibn M
uḥam
m
ad ibn Ḥ
am
za ibn Ibrāhīm
 ibn A
ḥm
ad al-
L
akhm
ī （一
三
四
三
年
没）
。
ハ
フ
ス
朝
君
主
ア
ブ
ー・
ヤ
フ
ヤ
ー・
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル
二
世
に
仕
え
た
将
軍。
父
ア
リ
ー
は
医
師
で、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ・
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
の
支
配
者
だ
っ
た
ハ
フ
ス
朝
の
ア
ブ
ー・
ザ
カ
リ
ヤ
ー・
ア
ウ
サ
ト
の
病
を
治
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で、
ア
ブ
ー・
ザ
カ
リ
ヤ
ー・
ア
ウ
サ
ト
の
近
臣
と
な
っ
た。
以
後、
ア
リ
ー
は「賢
者
（
al-
Ḥ
akīm
）」
と
呼
ば
れ、
そ
の
子
ム
ハ
ン
マ
ド
も
イ
ブ
ン・
ハ
キ
ー
ム
と
い
う
名
で
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た。
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
の
有
力
者
と
の
婚
姻
関
係
か
ら
生
ま
れ
た
ム
ハ
ン
マ
ド
は、
父
の
縁
で
ア
ブ
ー・
ザ
カ
リ
ヤ
ー・
ア
ウ
サ
ト
の
子
ア
ブ
ー・
ヤ
フ
ヤ
ー・
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル
二
世
と
共
に
養
育
さ
れ、
長
じ
て
軍
事
の
才
を
発
揮
し、
一
三
三
二
年
に
強
大
な
権
力
を
持
っ
て
い
た
ハ
ー
ジ
ブ・
イ
ブ
ン・
サ
イ
イ
ド
ゥ
ン
ナ
ー
ス
が
失
脚
し
た
後、
彼
の
軍
権
を
掌
握
し
た。
一
三
四
三
年
に
ア
ブ
ー・
ヤ
フ
ヤ
ー・
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル
二
世
に
疎
ま
れ
て
投
獄
さ
れ
殺
さ
れ
た。
彼
の
妻
や
息
子
た
ち
は
マ
シ
ュ
リ
ク
に
追
放
さ
れ、
辛
酸
を
な
め
た
末
に
チ
ュ
ニ
ス
に
戻
っ
た
と
い
う。
な
お、
彼
の
先
祖
は
セ
ウ
タ
出
身
で、
高
祖
父
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
は
一
三
世
紀
半
ば
に
後
半
の
セ
ウ
タ
に
独
立
政
権
を
樹
立
し
た
ア
ザ
フ
ィ
ー
家
の
ア
ブ
ー・
カ
ー
ス
ィ
ム
の
兄
弟
に
あ
た
り、
セ
ウ
タ
で
流
血
沙
汰
を
起
こ
し
て
東
方
へ
逃
げ
た
の
だ
と
い
う。
こ
れ
は、
政
権
を
失
っ
て
フ
ェ
ズ
に
住
ん
で
い
た
ア
ザ
フ
ィ
ー
家
の
末
裔
か
ら、
イ
ブ
ン・
ハ
ルドゥーン自身が聞いた話である
（
al-‘Ibar, vol. 6, p. 343-344, 350 ）。
（
113）
A
bū ‘A
bd A
llāh al-M
akhlū‘. ナ
ス
ル
朝
第
八
代
君
主
ム
ハ
ン
マ
ド
五
世
の
こ
と。
弟
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
二
世
（在
位
一
三
五
九
～
一
三
六
〇
年）
に
位
を
奪
わ
れ
マ
リ
ー
ン
朝
に
亡
命
し
て
い
た
頃
の
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
た
め、
「廃
位
さ
れ
た
al-M
akhlū‘ 」
と
呼
ば
れ
て
い
る。
ム
ハ
ン
マ
ド
五
世
に
つ
い
て
は、
「イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
３」
、
七
〇
頁、
註
一
四
五
参
照。
な
お、
ナ
ス
ル
朝
で「廃
位
さ
れ
た
al-M
akhlū‘ 」
と
呼
ば
れ
る
場
合、
一
四
世
紀
初
頭
の
ム
ハ
ン
マ
ド
三
世
を
指
す
こ
と
が
多
い。
校
訂
註
に「既
出」
と
あ
り
ム
ハ
ン
マ
ド
三
世
と
混
同
し
て
い
る
の
も
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う。
「イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
３」
、
六
二
頁、註五四 照。
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（
114）「イブン・ハルドゥーン自伝３」
、六三頁、註五九参照。
（
115）
こ
こ
で
は、
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
ペ
ド
ロ
一
世
の
こ
と。
ペ
ド
ロ
一
世
に
つ
い
て
は、
「イ
ブ
ン・ハルドゥーン自伝３」
、七〇頁、註一四八参照。
（
116）
al-ra’īs. ラ
イ
ー
ス
と
は、
「首
長」
「指
導
者」
と
い
っ
た
意
味
だ
が、
ナ
ス
ル
朝
に
お
い
て
は、
有
力
な
王
族
に
付
す
一
種
の
称
号
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い。
こ
こ
で
は、
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
二
世
を
そ
そ
の
か
し
て
ム
ハ
ン
マ
ド
五
世
を
廃
位
し、
そ
の
後
自
ら
即
位
し
た
ナ
スル朝第一〇代君主ムハンマド六世
（在位一三六〇～六二年）
のこと。
（
117）
A
sija （現
É
cija ）。
ア
ラ
ビ
ア
語
史
料
で
は
Istija と
つ
づ
る
こ
と
も
多
い。
セ
ビ
ー
リ
ャ
の
東
方
約
八
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル、
グ
ラ
ナ
ダ
方
面
か
ら
流
れ
る
ヘ
ニ
ル
川
沿
い
に
位
置
す
る
都
市。
一二三六年にカスティーリャ王フェルナンド三世に征服された。
（
118）
R
unda （現
R
onda ）。
ア
ル
ヘ
シ
ラ
ス
北
東
の
山
岳
地
帯
に
あ
る
要
衝。
キ
リ
ス
ト
教
徒
支
配
地
域
と
の
境
界
地
域
に
位
置
し、
一
三
世
紀
か
ら
一
四
世
紀
に
か
け
て
マ
リ
ー
ン
朝
は
こ
こ
を
基地としてたびたびアンダルスに介入した。
（
119）
dār hijrat-hi. ヒ
ジ
ュ
ラ
と
は、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
が
生
地
マ
ッ
カ
で
の
迫
害
を
逃
れ
て
マ
デ
ィ
ー
ナ
に
移
住
し、
イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
が
成
立
し
た
出
来
事。
こ
こ
で
は、
マ
デ
ィ
ー
ナ
を
拠
点
に
つ
い
に
は
マ
ッ
カ
征
服
に
至
っ
た
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
に、
ロ
ン
ダ
を
拠
点
に
グ
ラ
ナダ征服に至ったムハンマド五世をなぞらえている。
（
120）
後のハフス朝第一七代君主アブー・アッバース・アフマド二世のこと。この時期は
ま
だ
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
の
み
の
支
配
者
で
あ
っ
た。
「イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
３」
、七一頁、註一五七参照。
（
121）
al-S
harīf A
bū al-‘A
bbās A
ḥm
ad ibn M
uḥam
m
ad ibn R
āfi
‘ ibn A
bī al-S
haraf al-Ḥ
asanī (al-
Ḥ
usaynī) （一
三
七
四
− 五
年
没）
。
一
四
世
紀
半
ば
の
セ
ウ
タ
で
大
き
な
影
響
力
を
ふ
る
っ
た
シ
ャ
リ
ー
フ
（預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
子
孫）
。
一
三
二
〇
年、
本
文
に
も
あ
る
よ
う
に
父
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー・
ム
ハ
ン
マ
ド
と
と
も
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
捕
虜
と
な
り、
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
サ
イ
ー
ド
と
そ
の
息
子
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
が
身
代
金
を
用
意
す
る
こ
と
で
解
放
さ
れ
た。
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
へ
の
臣
従
に
関
し
て『省
察
す
べ
き
実
例
の
書』
の
中
で
は、
「彼
ら
（セ
ウ
タ
の
住
人）
の
中
の
反
乱
の
頭
目
（
kabīr al-thaw
ra ）
に
し
て
彼
ら
の
指
導
者
（
zaʻīm
-hum
）」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る。
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
か
ら
は
年
金
を
受
け
取
る
と
と
も
に、
セ
ウ
タ
の
港
か
ら
の
収
入
も
あ
っ
た
と
い
う。
な
お、
シ
チ
リ
ア
島
（
Ṣ
iqillīya ）
出
身
の
シ
ャ
リ
ー
フ
家
系
は
ス
ィ
キ
ッ
リ
ー
家
（
Ṣ
iqillīyūn ）
と
呼
ば
れ、
マ
リ
ー
ン
朝
期
に
は
セ
ウ
タ
や
フ
ェ
ズ
な
ど
数
多
く
見
ら
れ
た。
た
だ
し、
他
の
史
料
と
比
較
し
た
ベ
ッ
ク
に
よ
れ
ば、
セ
ウ
タ
の
ス
ィ
キ
ッ
リ
ー
家
シ
ャ
リ
ー
フ
は
ハ
サ
ン
の
子
孫
（
al-Ḥ
asanī ）
で
は
な
く
フ
サ
イ
ン
の
子
孫
（
al-Ḥ
usaynī ）
だ
と
い
う
（
al-ʻIbar, vol. 7, p. 280; Ibn M
arzūq, al-M
usnad 
al-ṣaḥīḥ al-ḥasan fī m
a’āthir w
a-m
aḥāsin m
aw
lānā A
bī al-Ḥ
asan, ed. M
aría Jesús V
iguera 
M
olins, A
lgiers, 1981, pp. 149-150; al-M
aqqarī, A
zhār al-riyāḍ fī akhbār ‘Iyād, 5vols., ed. 
S
a‘īd A
ḥm
ad A
‘rāb et. al., R
abat, 1966, vol. 1, pp. 37-45; H
erm
an L
. B
eck, L
'Im
age 
d'Idrīs II, ses descendants de F
ās et la politique sharīfienne des sultans m
arīnides (656-
869/1258-1465), L
eiden: E
.J.B
rill, 1989, pp. 154-157 ）。
（
122）
A
bū Z
akariyā’ Y
aḥyā ibn A
bī Ṭ
ālib ibn A
bī al-Q
āsim
 M
uḥam
m
ad al-‘A
zafī （一二七九～
一
三
二
〇
年）
。
一
三
世
紀
後
半
に
セ
ウ
タ
を
支
配
し
た
ア
ザ
フ
ィ
ー
家
の
出
身。
一
三
〇
六
年
に
ナ
ス
ル
朝
が
セ
ウ
タ
を
占
領
す
る
と
一
族
と
と
も
に
グ
ラ
ナ
ダ
に
連
行
さ
れ
た。
一
三
〇
九
年
の
マ
リ
ー
ン
朝
に
よ
る
セ
ウ
タ
征
服
以
後
は、
マ
リ
ー
ン
朝
の
宗
主
権
下
で
セ
ウ
タ
の
統
治
を
委
ね
ら
れ
た。
一
三
一
六
− 七
年
に
は
反
乱
を
起
こ
す
が、
ま
も
な
く
マ
リ
ー
ン
朝
の
宗
主
権
下
に
戻
り
、
再
び
セ
ウ
タ
の
統
治
を
委
ね
ら
れ
た
（
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 246-247; 
John D
arek L
atham
, “T
he L
ater ‘A
zafi
ds,” R
evue de l'O
ccident M
usulm
an et de la M
édi-
terranée 15-16, 1973, pp. 109-125 ）。
（
123）
al-Z
uqāq. 「道」
を
意
味
す
る
単
語
だ
が、
マ
グ
リ
ブ・
ア
ン
ダ
ル
ス
で
は、
イ
ベ
リ
ア
半
島
とアフリカ大陸を結ぶジブラルタル海峡を指すことが多い。
（
124）「イブン・ハルドゥーン自伝１」
、五七頁、註六六参照。
（
125）
註七六参照。
（
126）
A
bū ‘U
thm
ān S
a‘īd ibn M
ūsā al-‘A
jīsī. アブー・イナーンに仕えた将軍。アブー・イ
ナ
ー
ン
の
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
遠
征
に
も
従
軍
し
た。
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
の
死
の
直
後、
一
三
五
九
年
に
ト
レ
ム
セ
ン
を
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
に
奪
回
さ
れ
た
際
は、
ト
レ
ム
セ
ン
の
太
守
を
務
め
て
い
た
（
al-‘Ibar, vol. 7, p. 302; Ibn al-Ḥ
ājj al-N
um
ayrī, F
ayḍ al-‘ubāb w
a ifāḍat 
qidāḥ al-ādāb fī ḥarakat al-sa‘īda ilā Q
usanṭīna w
a al-Z
āb, ed. M
oham
ed B
enchekroun, 
B
eirut: D
ār al-G
harb al-Islām
ī, 1990, pp. 236, 462, 464 ）。
（
127）
Jabal al-F
atḥ. ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
北
岸
の
港
町。
現
在
は
イ
ギ
リ
ス
領。
海
に
突
き
出
た
大
き
な
岩
山
と
そ
の
麓
の
町
か
ら
成
る。
ア
ン
ダ
ル
ス
を
征
服
し
た
ム
ス
リ
ム
の
将
軍
タ
ー
リ
ク
が
上
陸
し
た
こ
と
か
ら「タ
ー
リ
ク
の
山
（
Jabal Ṭ
āriq ）」
と
も
呼
ば
れ、
そ
れ
が「ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
（ス
ペ
イ
ン
語
ヒ
ブ
ラ
ル
タ
ル
G
ibraltar ）」
の
語
源
と
な
っ
た。
一
一
六
〇
年
に
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
カ
リ
フ・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ム
ウ
ミ
ン
が
ア
ン
ダ
ル
ス
遠
征
の
拠
点
と
し
て
こ
の
地
に
都
市
と
城
塞
の
建
設
を
命
じ、
「勝
利
の
山
（
Jabal al-F
atḥ ）」
と
名
付
け
た。
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
滅
亡
後
は、
マ
リ
ー
ン
朝、
ナ
ス
ル
朝、
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
国
の
三
者
間
で
た
び
た
び
争
奪
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
が、
一
三
三
三
年
以
降
は
マ
リ
ー
ン
朝
の
軍
勢
が
駐
屯
し
て
い
た
（
al-
Ḥ
im
yarī, al-R
aw
ḍ al-m
i‘ṭār, p. 382; E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., A
rticle on “D
jabal 
Ṭ
āriḳ” ）。
（
128）
barīd. 一
バ
リ
ー
ド
＝
四
フ
ァ
ル
サ
フ
＝
約
二
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル。
バ
リ
ー
ド
と
は
駅
伝
の
こ
とであり、各宿駅間の距離が一バリードにあたる。
（
129）
校訂版の底本のアヤソフィヤ写本では、このバイトは欠落している。
（
130）
li-bayt-hi. こ
こ
で
は「神
の
家
B
ayt A
llāh 」
す
な
わ
ち
マ
ッ
カ
の
カ
ア
バ
神
殿
の
こ
と
で、
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カアバの持ち主である神にかけて誓うということ。
（
131）
li-m
ayt-hi. 校
訂
者
イ
ブ
ン・
タ
ー
ウ
ィ
ー
ト
に
よ
れ
ば、
こ
の
部
分
は『ク
ル
ア
ー
ン』
第
三
九
章
第
三
〇
節「汝
（ム
ハ
ン
マ
ド）
も
（い
つ
か
は）
死
ぬ。
彼
ら
も
死
ぬ。
」（日
本
語
訳
は
井
筒
俊
彦
訳『コ
ー
ラ
ン』
岩
波
文
庫、
一
九
五
八
年、
下
巻、
六
一
頁）
に
因
ん
だ
表
現
で
あ
り、
「死
者
m
ayt 」
と
は
死
す
べ
き
人
間
た
る
ム
ハ
ン
マ
ド
を
指
し
て
い
る。
ム
ハ
ン
マ
ドの墓にかけて誓うということ。
（
132）
校
訂
者
イ
ブ
ン・
タ
ー
ウ
ィ
ー
ト
に
よ
れ
ば、
こ
の
部
分
は『ク
ル
ア
ー
ン』
第
二
四
章
第
三
五
節「ア
ッ
ラ
ー
は
天
地
の
光。
こ
の
光
を
も
の
の
譬
え
で
説
こ
う
な
ら、
ま
ず
御
堂
の
壁
龕
に
置
い
た
燈
明
か。
燈
明
は
玻
璃
に
包
ま
れ、
玻
璃
は
き
ら
め
く
星
と
ま
ご
う
ば
か
り。
そ
の
火
を
点
す
は
い
と
も
目
出
度
い
橄
欖
樹
で、
こ
れ
は
東
国
の
産
で
も
な
く、
西
国
の
産
で
も
な
く、
そ
の
油
は、
火
に
触
れ
ず
と
も
自
ら
に
し
て
燃
え
だ
さ
ん
ば
か
り。
」（日
本
語
訳
は
井
筒訳『コーラン』中巻、一九六頁）
に因んだ表現であり、神を指して
いる。
（
133）
黒人のエチオピア人のこと。黒さ＝黒髪の喩え して使われている。註一〇〇参照。
（
134）
ḥaw
ārī. 白髪の喩えとして使われている。
（
135）
A
bū al-Q
āsim
 ibn M
uḥam
m
ad ibn al-Junayd al-K
hazzāz （九
一
〇
年
没）
。
イ
ラ
ン
の
ニ
ハ
ー
ワ
ン
ド
に
生
ま
れ、
バ
グ
ダ
ー
ド
で
活
躍
し
た、
初
期
の
著
名
な
ス
ー
フ
ィ
ー。
こ
の
時
代
に
優
勢
で
あ
っ
た、
神
秘
的
合
一
体
験
（フ
ァ
ナ
ー）
を
強
調
し
社
会
的
規
範
遵
守
に
意
を
用
い
な
い
陶
酔
型
の
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
を
批
判
し
た
（「ジ
ュ
ナ
イ
ド」
『岩
波
イ
ス
ラ
ー
ム
辞
典』
）。
（
136）
A
bū N
uw
ās al-Ḥ
asan ibn H
āni’ al-Ḥ
akam
ī （八
一
三
年
頃
没）
。
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
期
の
詩
人
で、
バ
グ
ダ
ー
ド
で
宮
廷
詩
人
と
し
て
名
を
馳
せ
る。
作
品
は
詩
の
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
る
が、
と
く
に
酒
讃
詩
と
狩
猟
詩
で
名
高
い。
奇
行
で
も
知
ら
れ
る
（「ア
ブ
ー・
ヌ
ワ
ー
ス」
『岩波イスラーム辞典』
）。
（
137）
suṭūr-hu al-m
uʻtabara. 神
の
予
定
が
記
さ
れ
て
い
る「天
の
書
板
（
law
ḥ m
aḥfūẓ ）」
を
指
す
と思われる。
（
138）
B
iṭruh ibn A
lhunshuh ibn A
dhfūnsh. ペ
ド
ロ
一
世
に
つ
い
て
は、
「イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
３」
、
七
〇
頁、
註
一
四
八
参
照。
な
お、
こ
こ
で
の
A
lhunshuh
は
ペ
ド
ロ
の
父
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
一
一
世
の
こ
と。
Ibn A
dhfūnsh
は
イ
ベ
リ
ア
半
島
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
君
主
を
示
す
際
に
ム
ス
リ
ム
が
用
い
る
表
現。
「イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
１」
、
五
三
頁、
註
四
参
照。
（
139）
セ
ビ
ー
リ
ャ
に
お
け
る
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
家
に
つ
い
て
は、
「イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
１」
、五〇
− 五二頁参照。
（
140）
Ibrāhīm
 ibn Z
arzar (Z
arzār) al-Y
ahūdī. ユダヤ教徒の医師 天文学者。父の代からナ
ス
ル
朝
に
宮
廷
医
師
と
し
て
仕
え
て
い
た。
一
三
五
九
年
に
ム
ハ
ン
マ
ド
五
世
が
廃
位
さ
れ
た
際、
グ
ラ
ナ
ダ
を
逃
れ
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
ペ
ド
ロ
一
世
の
も
と
に
亡
命
し
た。
以
後、
ペ
ド
ロ
一
世
の
宮
廷
医
師
と
な
る
と
と
も
に、
グ
ラ
ナ
ダ
へ
の
外
交
使
節
と
し
て
も
活
躍
し
た
（
E
n-
cyclopaedia Judaica, A
rticle on “Z
arzal (Z
arzab), A
braham
 Ibn”; al-M
aqqarī, N
afḥ al-ṭīb, 
vol. 5, pp. 120-121 ）。
な
お、
『省
察
す
べ
き
実
例
の
書』
に
は、
一
三
五
六
年
に
ア
ブ
ー・
イ
ナ
ー
ン
が
病
に
陥
っ
た
際
に
グ
ラ
ナ
ダ
か
ら
イ
ブ
ン・
ザ
ル
ザ
ル
を
呼
び
寄
せ
て
治
療
す
る
よ
う
求
め
た
が、
イ
ブ
ン・
ザ
ル
ザ
ル
が
こ
れ
を
断
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
（
al-‘Ibar, vol. 
7, p. 304 ）。
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
と
出
会
っ
た
の
は、
そ
れ
よ
り
も
前
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か。
（
141）
リ
ド
ワ
ー
ン
は、
ム
ハ
ン
マ
ド
五
世
が
廃
位
さ
れ
た
一
三
五
九
年
に
殺
害
さ
れ
た。
「イ
ブ
ン・ハルドゥーン自伝３」
、七〇頁、註一四六参照。
（
142）
授与文書の文面は省略されている。
（
143）
七六四年ラビーウ・アウワル月一二日／一三六二年一二月三〇日。この年のグラナ
ダ
の
宮
廷
で
の
預
言
者
生
誕
祭
は、
ム
ハ
ン
マ
ド
五
世
が
復
位
し
て
最
初
の
預
言
者
生
誕
祭
で
あ
り、
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
た。
そ
の
様
子
は
イ
ブ
ン・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
に
よ
り
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
（
Ibn al-K
haṭīb, N
ufāḍat al-jirāb fī ‘ulālat al-ightirāb. al-Juz’ al-thālith, ed. S. 
F
āghiya, C
asablanca, 1989, pp. 275ff ）。預言者生誕祭については、註八六参照。
（
144）
校訂版の底本のアヤソフィヤ写本では、この二バイトは欠落している。
（
145）
ṭayf. ṭayf お
よ
び
註
一
五
〇
の
khayāl は
実
体
の
な
い
も
の、
幻
を
意
味
し、
各
々
単
独
の
単
語
と
し
て
も
連
結
し
た
形
で
も
使
わ
れ
る。
「愛
す
る
者
の
幻
影」
は
ア
ラ
ブ
詩
の
モ
チ
ー
フ
の一つである
（
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., A
rticle on “Ṭ
ayf al-khayāl” ）。
（
146）
īw
ān. 中
庭
や
外
部
空
間
に
向
っ
て
大
ア
ー
チ
を
開
口
さ
せ
た、
ひ
と
き
わ
天
井
の
高
い
半
戸
外空間
（「イーワーン
」『岩波イスラーム辞典』
）。
（
147）
Īw
ān K
isrā. バグダード南部にあるサーサーン朝ペルシアの冬の宮殿の遺構。アッ
バ
ー
ス
朝
カ
リ
フ・
マ
ン
ス
ー
ル
が
バ
グ
ダ
ー
ド
の
町
を
建
設
し
た
際、
こ
の
宮
殿
を
壊
し
て
そ
の
廃
材
を
使
う
こ
と
を
試
み
た
が、
取
り
壊
し
の
費
用
が
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
益
を
は
る
か
に
上
回
り
断
念
し
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
（イ
ブ
ン・
ア
ッ
テ
ィ
ク
タ
カ
ー
著、
池
田
修・
岡
本
久
美
子
訳『ア
ル
フ
ァ
フ
リ
ー
　
イ
ス
ラ
ー
ム
の
君
主
論
と
諸
王
朝
史』
全
二
巻、
平
凡
社、
二
〇
〇
四
年、
第
一
巻、
三
〇
五
− 〇
六
頁、
三
七
六
頁
注
七
八
; Y
āqūt, M
uʻjam
 
al-buldān, vol. 1, pp. 294–296 ）。
（
148）
こ
の
部
分
は、
ア
ブ
ー・
カ
テ
ィ
ー
フ
ァ
A
bū Q
aṭīfa ʻA
m
r ibn al-W
alīd ibn ʻU
qba ibn al-
U
m
aw
ī al-Q
urashī （六
九
〇
年
頃
没）
の
詩
の
一
節
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
（
Y
āqūt, 
M
uʻjam
 al-buldān, vol. 2, p. 159; al-Iṣfahānī, K
itāb al-aghānī, ed. L
ajna m
in al-U
dabā’, 
5th ed. 25 vols., B
eirut, 1981, vol. 1, p. 19 ）。
ア
ブ
ー・
カ
テ
ィ
ー
フ
ァ
は
ウ
マ
イ
ヤ
朝
期
の
詩
人
で、
第
二
次
内
乱
の
際
に
イ
ブ
ン・
ズ
バ
イ
ル
に
よ
っ
て
故
郷
の
マ
デ
ィ
ー
ナ
を
追
放
さ
れ、
シ
リ
ア
に
住
ん
だ
が、
望
郷
の
念
去
り
が
た
く、
帰
郷
を
許
可
さ
れ
た
も
の
の
た
ど
り
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着
く
前
に
死
亡
し
た
（
al-Z
iriklī, al-A
ʻlām
, vol. 5, p. 87; al-Iṣfahānī, K
itāb al-aghānī, vol. 1, 
pp. 24–46 ）。
な
お
Jayrūn
と
は、
ダ
マ
ス
ク
ス
の
ウ
マ
イ
ヤ・
モ
ス
ク
の
東
門
の
別
名
を
「ジ
ャ
イ
ル
ー
ン
門
（
B
āb Jayrūn ）」
と
い
う
他、
ダ
マ
ス
ク
ス
そ
の
も
の
の
別
名
で
も
あ
る
（
Y
āqūt, M
uʻjam
 al-buldān, vol. 2, p. 199; Q
utayba al-Shihābī, M
uʻjam
 D
im
ashq al-tārīkhī 
lil-am
ākin w
a al-aḥyā’ w
a al-m
ushīdāt w
a m
aw
āqiʻ-hā w
a tārīkh-hā ka-m
ā w
aradat fī 
nuṣūṣ al-m
u’arrikhīn, 3 vols., D
am
ascus, 1999, vol. 1, p. 148 ）。
（
149）
イブン・ハルドゥーンの友人であったワズィール・ウマル・イブン・アブドゥッラーとの確執を指す。本訳稿七六頁参照。
（
150）
khayāl. 註一四五を参照。
（
151）
この三つはいずれも女性を意味している。バーンの木については「イブン・ハルドゥーン自伝３」六七頁、註一一五参照。
（
152）
原文「ガダーの木﹇の炭﹈をもつもの
（
dhū al-ghaḍā ）」を意訳した。
（
153）
ナジュドは註九六 とおり、アラビア半島中部の高地のこと ティハーマ アラビア半島紅海沿岸部のこ 。
（
154）
原
文
sayyidī 。
直
訳
は「わ
が
主
よ」
。
こ
の
語
が
文
中
で
出
て
来
る
と
き
は、
「貴
兄」
「閣
下」等、宛先に応じて訳し分ける。
（
155）
謁
見
の
た
め
の
集
会
m
ajlis jum
hūrī.  原
文
で
は
謁
見
を
受
け
る
人
々
を、
巡
礼
者
た
ち
（
ḥajīj ）
に例えている。
（
156）
am
īr al-m
uslim
īn. ナ
ス
ル
朝
君
主
が
し
ば
し
ば
名
乗
っ
た
称
号。
カ
リ
フ
が
名
乗
る「信
徒
た
ち
の
長
（
am
īr al-m
u’m
inīn ）」
を
連
想
さ
せ
つ
つ、
そ
れ
よ
り
も
下
位
の
称
号
で
あ
る。
マ
グ
リ
ブ・
ア
ン
ダ
ル
ス
で
最
初
に
こ
の
称
号
を
名
乗
っ
た
の
は
一
一
～
一
二
世
紀
の
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
で、
後
ウ
マ
イ
ヤ
朝
や
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
と
い
っ
た
カ
リ
フ
を
名
乗
る
前
代
の
王
朝
を
意
識
し
な
が
ら
も、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
カ
リ
フ
の
宗
主
権
を
認
め
た
こ
と
が
こ
の
称
号
に
反
映
さ
れ
て
い
る。
関
哲
行・
立
石
博
高・
中
塚
次
郎
編『世
界
歴
史
大
系
　
ス
ペ
イ
ン
史
一
　
古
代
− 近世』
、山川出版社、二〇〇八年、一〇八
− 一〇九頁参照。
（
157）
A
bū al-W
alīd Ism
ā‘īl ibn A
bī S
a‘īd F
araj. ナ
ス
ル
朝
第
五
代
君
主
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
一
世
（在
位
一
三
一
四
～
一
三
二
五
年）
。
父
ア
ブ
ー・
サ
イ
ー
ド・
フ
ァ
ラ
ジ
ュ
は
ナ
ス
ル
朝
の
傍
系
で、
一
四
世
紀
初
頭
の
ナ
ス
ル
朝
で
マ
ラ
ガ
を
拠
点
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
人
物。
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
は
父
と
協
力
し
て
ナ
ス
ル
朝
の
王
位
を
奪
い、
以
後、
彼
の
系
統
が
王
位
を
継
承することになった
（
Ibn al-K
haṭīb, al-Iḥāṭa, vol. 1, pp. 377-397; L
.P. H
arvey, Islam
ic 
Spain: 1250 to 1500, C
hicago: T
he U
niversity of C
hicago P
ress, 1990, pp. 180-187 ）。
（
158）
校
訂
版、
お
よ
び
そ
の
底
本
と
な
っ
た
ア
ヤ
ソ
フ
ィ
ヤ
写
本
で
は「ア
ブ
ー
A
bū 」
が
欠
け
て
い
る
が、
ブ
ー
ラ
ー
ク
版
に
よ
り
補
っ
た
（
al-‘Ibar, vol. 7, p. 415 ）。
た
だ
し、
‘A
bd A
llāh
のみで「神の僕」というカリフなどの名前に付す称号と解釈することもできる。
（
159）「イブン・ハルドゥーン自伝２」
、四七頁、註三八参照。
（
160）
註六五参照。
（
161）
A
bū ‘A
bd A
llāh M
uḥam
m
ad ibn A
bī Y
aḥyā A
bī B
akr. ハ
フ
ス
朝
君
主
ア
ブ
ー・
ヤ
フ
ヤ
ー・
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル
二
世
の
子。
兄
弟
ア
ブ
ー・
ザ
カ
リ
ヤ
ー
と
同
様
に
幼
少
の
ま
ま、
一
三
二
〇
年
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
の
支
配
を
委
ね
ら
れ、
没
す
る
ま
で
そ
の
任
に
あ
っ
た。
こ
こ
で
は
七
四
〇
／
一
三
三
九
− 四
〇
年
没
と
あ
る
が、
『省
察
す
べ
き
実
例
の
書』
で
は
七
三
七
年
末
／
一
三
三
七
年
没、
ザ
ル
カ
シ
ー
や
イ
ブ
ン・
ク
ン
フ
ズ
は
七
三
九
年
末
／
一三三九年没としている
（
al-‘Ibar, vol. 6, p. 332, 345-346; Ibn Q
unfudh, al-F
ārisīya fī 
m
abādi’ al-daw
la al-Ḥ
afṣīya, ed. M
uḥam
m
ad al-S
hādhilī &
 ‘A
bd al-M
ajīd al-T
urkī, T
u-
nis, 1968, p. 167; al-Z
arkashī, Ta’rīkh al-daw
latayn, p. 155 ）。
（
162）「イブン・ハルドゥーン自伝２」
、五四頁、註一五一参照。
（
163）
註三参照。
（
164）「イブン・ハルドゥーン自伝３」
、七一頁、註一五七参照。
（
165）
N
abīl. キ
リ
ス
ト
教
徒
出
身
で、
ア
ブ
ー・
ザ
イ
ド
の
父
ア
ブ
ー・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
の
時
か
ら
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
で
ハ
ー
ジ
ブ
と
し
て
仕
え
て
い
た。
ア
ブ
ー・
ザ
イ
ド
お
よ
び
弟
の
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
統
治
を
支
え
た
（
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 346, 
362; vol. 7, p. 282 ）。
（
166）
A
bū Ḥ
afṣ ‘U
m
ar ibn A
bī Y
aḥyā A
bī B
akr. 後のハフス朝君主アブー・ハフス・ウマル
二
世
（在
位
一
三
四
六、
一
三
四
六
～
一
三
四
七
年）
。
ハ
フ
ス
朝
君
主
ア
ブ
ー・
ヤ
フ
ヤ
ー・
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル
二
世
の
子
で、
本
文
に
あ
る
と
お
り
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
派
遣
の
試
み
は
失
敗
に
終
わ
っ
た。
そ
の
直
後
の
一
三
四
六
年
に
ア
ブ
ー・
ヤ
フ
ヤ
ー・
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル
二
世
が
急
死
す
る
と、
他
の
兄
弟
に
先
ん
じ
て
チ
ュ
ニ
ス
で
即
位
し
た。
兄
の
ア
ブ
ー・
ア
ッ
バ
ー
ス
一
世
に
一
時
チ
ュ
ニ
ス
を
追
わ
れ
る
な
ど、
政
権
は
安
定
せ
ず、
翌
一
三
四
七
年
の
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
の
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
侵
攻
に
よ
り
殺
害
さ
れ、
ハ
フ
ス
朝
は
一
時
滅
び
た
（
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 354-358 ）。
（
167）
A
bū al-‘A
bbās al-F
aḍl ibn A
bī Y
aḥyā A
bī B
akr. ハフス朝第一四代君主
（在位一三五〇
年）
。
父
ア
ブ
ー・
ヤ
フ
ヤ
ー・
ア
ブ
ー・
バ
ク
ル
二
世
か
ら
ブ
ー
ナ
の
支
配
を
委
ね
ら
れ
て
い
た。
一
三
四
七
年
の
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
の
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
侵
攻
に
際
し
て
は、
同
腹
の
姉
妹
が
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
に
輿
入
れ
し
て
い
た
た
め
引
き
続
き
ブ
ー
ナ
の
支
配
を
許
さ
れ
た。
翌
年、
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
の
戦
い
で
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
が
敗
北
す
る
と、
本
文
に
あ
る
よ
う
に
マ
リ
ー
ン
朝
か
ら
離
反
し
て
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
お
よ
び
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
を
手
中
に
し
た
が、
ま
も
な
く
同
じ
ハ
フ
ス
家
の
甥
た
ち
に
奪
わ
れ
ブ
ー
ナ
に
戻
っ
た。
ア
ブ
ー・
ハ
サ
ン
が
チ
ュ
ニ
ス
か
ら
撤
退
す
る
と、
一
三
五
〇
年
に
チ
ュ
ニ
ス
に
入
城
し
ハ
フ
ス
朝
を
復
興
さ
せ
た。
し
か
し、
す
ぐ
に
父
の
ハ
ー
ジ
ブ
だ
っ
た
イ
ブ
ン・
タ
ー
フ
ラ
ー
ギ
ー
ン
が
弟
ア
ブ
ー・
イ
ス
ハ
ー
ク
二
世
を
擁
立
し
た
た
め、
同
年、
殺
害
さ
れ
た
（
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 
358-359, 362-365; 「イブン・ハルドゥーン自伝３」
、五六頁）
。
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（
168）
註七五参照。
（
169）
註六二参照。
（
170）
A
bū Z
ayyān M
uḥam
m
ad ibn ‘U
thm
ān ibn A
bī T
āshfīn al-Q
ubbī. ザイヤーン朝の王族。
第
五
代
君
主
ア
ブ
ー・
タ
ー
シ
ュ
フ
ィ
ー
ン
の
孫。
頭
が
大
き
か
っ
た
の
で「ド
ー
ム
の
よ
う
な
（
al-Q
ubbī ）」
と
あ
だ
名
さ
れ
る。
本
文
に
あ
る
よ
う
に
一
三
六
〇
年
に
マ
リ
ー
ン
朝
が
ト
レ
ム
セ
ン
を
占
領
し
た
際
に、
そ
の
地
を
委
ね
ら
れ
る
が、
ま
も
な
く
元
の
支
配
者
ア
ブ
ー・
ハ
ン
ム
ー
二
世
に
奪
回
さ
れ
た。
一
三
六
三
− 四
年
に
も
マ
リ
ー
ン
朝
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル・
ウ
マ
ル・
イ
ブ
ン・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
の
支
援
を
受
け
て
ト
レ
ム
セ
ン
を
攻
め
る
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
（
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 124-127, 311-312 ）。
（
171）
こ
の
と
き
の
マ
リ
ー
ン
朝
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
太
守
は
M
anṣūr ibn al-Ḥ
ājj K
hallūf
（
al-‘Ibar, vol. 6, p. 376; vol. 7, 312 ）。
（
172）「イブン・ハルドゥーン自伝２」
、四六頁、註一八参照。
（
173）
al-D
haw
āw
ida m
in R
iyāḥ. リ
ヤ
ー
フ
族
は
ズ
グ
バ
（
Z
ughba ）、
ア
ス
バ
ジ
ュ（
al-A
thbaj ）
と
並
ぶ、
ヒ
ラ
ー
ル
族
系
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
の
主
要
な
一
派。
ダ
ー
ウ
ー
ド
族
は
さ
ら
に
そ
の
う
ちの一派。
al-D
haw
āw
ida / al-D
aw
āw
ida / al-Z
aw
āw
ida 等、様々に綴られるが、彼ら
の
名
祖
が
D
āw
ūd ibn M
irdās ibn R
iyāḥ
だ
と
い
う
の
で、
al-D
aw
āw
ida が
本
来
の
呼
び
名
で
あ
ろ
う。
（
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 31-36; M
uḥam
m
ad Ḥ
asan, al-m
adīna w
a al-bādiya bi-
Ifrīqiya fī al-‘ahd al-Ḥ
afṣī, 105-113 ）。
（
174）
F
arjīw
a. コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
の
西、
セ
テ
ィ
フ
方
面
に
位
置
す
る
山
間
の
町。
『省
察
す
べ
き
実
例
の
書』
に
よ
れ
ば、
こ
の
時
両
軍
は
セ
テ
ィ
フ
方
面
で
戦
っ
た
と
い
う
（
al-‘Ibar, 
vol. 6, p. 379 ）。
（
175）
Y
a‘qūb ibn ‘A
lī （一
三
八
八
年
没）
。
ザ
ー
ブ
地
方
に
勢
力
を
有
す
る
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
ダ
ー
ウ
ー
ド
族
の
指
導
者。
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
や
マ
リ
ー
ン
朝
と
交
渉
を
持
つ
な
ど、
没
す
る
ま
で
ハ
フ
ス
朝
に
と
っ
て
不
安
定
要
因
で
在
り
続
け
た
（
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 398-399 ）。
ザ
ー
ブ
地
方
の
主
都
ビ
ス
ク
ラ
を
支
配
す
る
ム
ズ
ニ
ー
家
と
同
様、
し
ば
し
ば
イ
ブ
ン・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
と行動を共にした
（
al-Ta‘rīf, pp. 135-138, 230-231 ）。
（
176）
Jabal L
īzū. ビジャーヤ近辺の山
（
Y
aḥyā ibn K
haldūn, B
ughyat al-ruw
w
ād, p. 236 ）。
（
177）
A
w
lād M
uḥam
m
ad ibn R
iyāḥ. ア
ラ
ブ
遊
牧
民
ダ
ー
ウ
ー
ド
族
の
中
で、
ス
ィ
バ
ー
ウ
族
（
A
w
lād S
ibā‘ ）
と並んで、当時最も有力だった一族。ヤアクーブ・イブン・アリー
はその指導者
（
al-‘Ibar, vol. 6, p. 34 ）。
（
178）
Q
abā’il S
idw
īksh. フ
ァ
ル
ジ
ー
ワ
を
含
む
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
と
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
の
間
に
広
がる山岳地帯に住む部族
（
al-‘Ibar, vol. 6, p. 324 ）。その指導者と思われるイブン・
サフル
（
Ibn Ṣ
akhr ）
については不詳
。
